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面積…26.44k㎡

人口…117,880人（前月比-42）

　男…  56,403人

　女…  61,477人

世帯…  48,787　　

　（平成23年6月30日現在）
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カメラ付き携帯電話のバーコードリーダで
左のQRコードを読み取ってください。「モ
バイルシティはびきの」をご覧いただけま
す（QRコードは㈱デンソーウェーブの登録
商標です）。
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TAKATAが復興支援のため販売しています。

今月の表紙

  2  市長挨拶・給水車の寄贈について
  3  まちなみセレクション
  4  職員募集（市・環境事業組合・消防）
  5  市民プール・羽曳野産フェア・新規職員紹介
  6  介護予防事業・敬老事業
  7  国民年金・かかりつけ健康メール・東洋医療
  8  青少年児童センター・サラダボール
  9  図書館だより・白鳥児童館
10  健康ファミリー
12  子育て支援センター
14  LICはびきの
15  市民大学
18  街かどから
20  下水道
21  制度・お知らせ・スポーツ
32  相談窓口
33  市民のページ・風流韻事
34  社協・警察
43  羽曳野市の避難施設一覧
44  「もしも」に備えて防災準備

暑中お見舞い申し上げます。

　陸前高田市へ給水支援活動に訪れた際、給水車などが津波に流されてしま
った事実をお聞きしました。その後、電話や FAX で調整し、戸羽 太 市長よ
り「貴市の皆様のご厚意に感謝し、給水車などの支援をお願い申し上げます。」
との文書をいただき寄贈を決定しました。また、寄贈する給水車の購入につ
いては、市に寄せられた義援金より捻出し、入札の上、購入しました。

　「給水車（しらとり１号）」と「消防車（しらとり２号）」を陸前高田市へ
寄贈します！「しらとり」とは、「白鳥伝説の主人公」ヤマトタケルが難敵
に立ち向かう力強い姿をイメージして命名いたしました。

しらとり１号しらとり２号

10月中旬に届けます！

「目標に向かって」

　６月下旬、被災地である岩手県陸前高田市を訪れ

ました。想像を絶する状況下にあって、復興のため

市長のリーダーシップのもと行政と市民の方々が、

心を一つにして同じ目標に向かって汗を流すことの

力強さを感じました。

　私は、市民の皆様へお示しできる目標として、来年度より中学校での

スクールランチを実施したいと考えております。

　財政的な負担や家庭弁当に対する考え方など議論すべき点はありますが、

子育て支援と食育の推進のため、成長期にある中学生の健全な食生活を

実践できるようすすめてまいりたいと考えております。

　市民の皆様のご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

羽曳野市長　北川 嗣雄

羽曳野市がめざすスクールランチとは…
学校給食法に基づき、栄養士がたてた献立にした
がって民間配食業者を活用して実施します。安
全・安心な給食提供のため教育委員会が責任を
もって食材の選定、委託業者の衛生管理・指導
を行ないます。家庭からのお弁当と選択性です。

 戸羽市長から・・・

　「遠くからのご支援ありがとうござい
ます。津波でほとんどの車両（公用車、
給水車、消防関係車両など）が流されて
しまった。特殊車両は高価であり入手困
難、たいへんありがたい。羽曳野市民の
皆様に心から感謝していますとお伝えく
ださい」とメッセージをいただきました。

★� 寄贈する車両の説明を大坂水道事業所長  
    と岩﨑消防長へ行ないました。

左から松井議長、北川市長、大坂所長、岩﨑消防長

食材費のみ保護者負担

（調理費は公費負担）
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募集部門

募集期間
応募対象
応募方法

①「街道・古民家」部門、②「古市古墳群」部門、
③「その他まちなみ」部門
※いずれも羽曳野市内の「まちなみ」に限ります。
平成23年8月1日（月）～10月31日（月）（必着）
市内在住・在勤・在学の方
〈必要事項〉
①郵便番号、②住所、③氏名、④年齢、⑤電話
番号、⑥匿名希望の有無、⑦市内在住・在勤・
在学いずれか当てはまるもの、⑧応募部門、
⑨作品タイトル、⑩撮影場所（できるだけ詳
細に）、⑪撮影年月日、⑫風景への想いを応募
用紙に記入していただくか、別用紙に明記の
上、次のとおりご応募ください。
写真（四切もしくは六切）および写真データ
（ＪＰＥＧ形式により保存したCD-Rなどの記
憶媒体）を同封し、郵送または持参してくださ
い。（応募は、1人3点までとします。）

注意事項

選 考

公 表

送付いただく写真などは、以下のことについ
て注意してください。
●ご本人が撮影したもので、未発表のもの。
●被写体に人物が映っている場合、必ず承諾
をいただいてください。
●応募写真・記憶媒体は返却いたしません。
●郵送中の破損・変質・紛失などは責任を負
いかねます。
●提供いただいた個人情報については、「写
真de綴る“まちなみ”セレクション」の運営
上でのみ利用します。
選考の上、各部門において優秀とされる作品
に対し、表彰などを行ないます。
※写真の出来栄えではなく、作品に対する想
　いなどを重視して選考します。
1月に予定している作品展での展示および市
ウェブサイト・広報へ掲載します。

　羽曳野市は世界文化遺産登録をめざす「古市古墳群」をはじめ、日本最古の官道「竹内街道」や「東高野街道」など、まちに
根付いた数多くの歴史的資源が存在しています。
　これらの歴史的価値について再発見・再認識をし、その景観を活かしたまちづくりを進めていくため、皆さんおすすめの
「まちなみ」写真を募集します！　あなたの「お気に入り」をどしどしご応募ください！！

《応募用紙》

氏名・年齢
（　　　歳）

住　所

作品
タイトル

撮影場所

記入例：○○駅の南にある◎◎橋から見るまちなみが
とても美しい。（誉田△-△-△付近）
近くにある喫茶店◇◇が目印です。

記入例：早朝、この橋から見るまちなみは本当に美しい。
特に、春には、桜も咲き、風の香りを感じるようなところだから。

風景への
想い

電話番号 ー　　　　　ー

匿名希望 希望
する ・ 希望しない

ふりがな

〒

該当 在住・在勤・在学

応募部門 「街道・古民家」 ・ 「古市古墳群」 ・ 「その他まちなみ」

撮影年月日 年　　　月　　　日

募集要項

（切り取り線）

写真de綴る

セレクション

あなたの切り取った一コマからつながる

ま“ ちなみ”

〒583-8585 羽曳野市誉田4丁目1番1号
羽曳野市役所　市長公室　政策推進課　
TEL072-958-1111（内線3511～3513）
E-mail：kikaku@city.habikino.lg.jp

応募先・問合せ



4 −はびきの　2011.8.1−

羽曳野市職員募集
　下表のとおり職員を募集します。詳しくは、8 月 18 日㈭
から羽曳野市ウェブサイトに掲載する「職員採用試験実施案
内」をご覧ください。インターネットの閲覧ができない方は、
市役所および支所で案内を配布しますのでご利用ください。
案内を郵便で請求する場合は、案内請求先あての封筒（大き
さは問いません。）に「職員採用試験実施案内請求」と朱書
し、必ず返信用封筒（あて先に請求者の郵便番号、住所、氏
名を明記し 140 円切手を貼った封筒（角形 2 号封筒〔33cm×

職種（試験区分） 採用予定人員 受　験　資　格

事務職上級 10 人程度
昭和 56 年４月２日～平成 2 年 4 月 1 日生まれ　学校教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業
した人、または平成 24 年 3 月に卒業見込みの人

事務職初級 2 人程度 昭和 61 年４月２日～平成 6 年 4 月 1 日生まれ　高等学校卒業程度の学力を有する人。ただし、学校
教育法による大学（短期大学を除く。）を卒業または平成 24 年 3 月に卒業見込みの人は除く。

事務職上級
（社会福祉）

5 人程度
昭和 51 年４月２日～平成 2 年 4 月 1 日生まれ　大学卒業程度の学力を有する人で、社会福祉士資格
または社会福祉主事任用資格を有している人、または平成 24 年 3 月 31 日までに取得見込みの人

技術職上級
（化学）

１人程度
昭和 51 年４月２日～平成 2 年 4 月 1 日生まれ　学校教育法による大学（短期大学を除く。）におい
て化学に関する専門課程を専攻し、卒業した人、または平成 24 年 3 月 31 日に卒業見込みの人

技術職上級
（電気）

１人程度
昭和 51 年４月２日～平成 2 年 4 月 1 日生まれ　学校教育法による大学（短期大学を除く。）において電
気に関する専門課程を専攻し、卒業した人、または平成 24 年 3 月 31 日に卒業見込みの人

保育士 2 人程度
昭和 61 年４月２日～平成 4 年 4 月 1 日生まれで、保育士資格と幼稚園教諭免許の両方を有している人、
または平成 24 年３月 31 日までに両方の資格を取得見込みの人

幼稚園教諭 2 人程度
昭和 56 年４月２日～平成 4 年 4 月 1 日生まれで、幼稚園教諭免許と保育士資格の両方を有している人、
または平成 24 年３月 31 日までに両方の資格を取得見込みの人

24cm 程度〕））を同封して郵送してください。
案内請求先　〒 583-8585　羽曳野市誉田 4 丁目 1 番 1 号
　　　　　　　　　　　   　羽曳野市役所市長公室人事課

（受験できる人）
○地方公務員法第 16 条に規定する欠格条項に該当しない人
○�自力で通勤が可能で、職務遂行能力について介護者を必要

としない人
○活字印刷文による出題に対応できる人

案内配布場所　市役所３階人事課、支所

案内配布期間　8 月 18 日㈭～ 9 月 5 日㈪ 9:00 ～ 17:30

持参受付期間　8 月 23 日㈫～ 9 月 5 日㈪ 9:30 ～ 17:00

郵送受付期間　8 月 23 日㈫～ 8 月 29 日㈪（同日消印有効）

試験日 ( １次 )  9 月 18 日㈰　（1 次試験）

問合せ　　〒 583-8585 羽曳野市役所 市長公室人事課　

                ☎ 072-958-1111( 内 3420・3421)

　※試験の内容については一切お答えできません。

　※２次試験日程は、１次試験合格者にお知らせします。

   ※土曜と日曜の案内配布および持参受付は行なっていません。

  

◇採用人員　消防吏員Ａ　2 人程度　消防吏員Ｂ　2 人程度
◇受験資格　消防吏員Ａ（昭和 61 年 4 月 2 日から平成 2 年 4
　　　　　　月 1 日までに生まれ、平成 24 年 3 月までに大学
　　　　　　を卒業（見込み）の者）
　　　　　　消防吏員Ｂ （昭和 63 年 4 月 2 日から平成 6 年 4
　　　　　　月 1 日までに生まれ、平成 24 年 3 月までに高校・
　　　　　　短期大学・高等専門学校を卒業（見込み）の者）
◇試験要綱配布場所　右表のとおり
◇試験要綱配布期間    8 月 15 日㈪から 9 月 5 日㈪まで
◇願書受付期間　8 月 29 日㈪から 9 月 5 日㈪（9 時 ～ 17 時）
　　　　　　　　※ 9/3 と 9/4 は受付不可
◇願書受付場所　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部総務課

柏原羽曳野藤井寺消防組合消防吏員募集
配

布

場

所

 住　　所 署　　所　　名
藤井寺市青山 3-613-8 　当消防本部総務課
藤井寺市国府 1-1-8 　　　　藤井寺分署
柏原市河原町 1-90 　　　　柏原出張所
柏原市国分本町 2-5-5 　　　　国分出張所
羽曳野市羽曳が丘 4-14-18 　　　　羽曳野出張所
羽曳野市島泉 8-8-2 　　　　高鷲出張所

◇問合せ　　
藤井寺市青山 3-613-8 柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
総務課 人事係（TEL 072-958-9926）※ 詳細は当消防本部ウェ
ブサイトにてご覧いただけます。http://www.khf119-osaka.jp                  

◇試験日　　1 次試験：9 月 18 日㈰（筆記試験・体力試験）
　　　　　　2 次試験：10 月末予定
     ※ 1 次試験合格者対象に 2 次試験（面接、小論文、健康診断など）実施

柏羽藤環境事業組合職員募集
　次の職種について職員を募集します。8 月 18 日㈭から配布予定の「職員採用試験実
施案内」をご覧ください。柏羽藤環境事業組合ウェブサイトでもご覧になれます。なお、
案内は柏羽藤環境事業組合総務課にて配布します。案内を郵便で請求する場合は、案内
請求先まで返信用封筒（角形 2 号封筒・140 円切手貼付・郵便番号、住所、氏名を明記）
を同封の上郵送してください。なお、案内には受験申込書も添付しています。

職種（試験区分） 受　験　資　格

技術職上級

（電気）

以下のすべての要件を満たす者
①昭和 51 年 4 月 2 日以降に生まれた者
②�学校教育法による大学（短期大学を除く）において、電気を専攻する

学部・学科を卒業した者または平成 24 年 3 月までに卒業見込みの者

技術職上級

（機械）

以下のすべての要件を満たす者
①昭和 51 年 4 月 2 日以降に生まれた者
②�学校教育法による大学（短期大学を除く）において、機械を専攻する

学部・学科を卒業した者または平成 24 年 3 月までに卒業見込みの者

募　集　職　種 募集人数は各職種とも１人程度

受付期間　8 月 29 日㈪～ 9 月 5 日㈪　9:00 ～ 16:30
　　　　　　　※ただし、土、日曜日を除く
試験日　　9 月 18 日㈰　
案内請求先　〒 582-0027　柏原市円明町 666 番地

◇問合せ　　
柏羽藤環境事業組合　総務課☎ 072-976-3333
ウェブサイト    http://www.kashihafuji.jp/
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平成23年度　新規採用職員紹介

「市民の皆様に満足していた

だけるサービスを提供できる

よう頑張ります。」

保険年金課

黒岡　寿行

「一人はみんなのために、み
んなは一人のために」そんな
まちになるよう精一杯頑張り
ます。よろしくお願いします。  

     　　保険年金課

西橋　佑貴

笑顔と思いやりを忘れず、
みなさんのお役に立てるよ
う頑張ります。よろしくお
願いします。　

税務課

北野　幸世

羽曳野がより良い街になる

よう頑張りますので、よろ

しくお願いします。

学校教育課

田中　雅啓

日々どんなことでも勉強で

す。小さなことからコツコツ

頑張っていこうと思います。

スポーツ振興課

大西　一輝

をご利用ください

　大プールとファミリープールがあり、家族そろって楽しめま
す。なお、大プール 10 コースのうち、2 コースを健康増進と
体力づくりのためのコースとしています（ただし、入場者の状
況などにより、設けない場合もあります）。

期　間：7 月 10 日～ 8 月 31 日まで
時　間：① 9:30 ～ 11:30　  ② 12:00 ～ 14:00

料　金：１回あたり、大人 200 円、中学生以下 100 円
場　所：市民体育館（西浦）の北側
   　※盗難防止のため、貴重品を持参しないでください。
問合せ：市民プール　☎ 957-1119

夏

◎施設の概要
 所在地：羽曳野市西浦 1047 番地 
  ( 設備 )
☆ 25 ｍプール　　25 ｍ× 10 ｍ（10 コース）
                          水深 1.1 ｍ～ 1.3 ｍ 
☆リバープール　　水深 0.6 ｍ 
☆子供プール　　　水深 0.6 ｍ～ 0.7 ｍ 
☆幼児プール　　　水深 0.3 ｍ～ 0.4 ｍ 
☆更衣ロッカー　　880 個（有料 100 円） 
☆駐車場　　　　　40 台
           　　※市民体育館駐車場も一部利用可 

市民プール市民プール

③ 14:00 ～ 16:00 ④ 16:00 ～ 18:00

　

　昨年に引き続き、今年も地元
の食材やワインをふんだんに
使った料理を楽しめる「羽曳野
産フェア 2011」を夏季限定で
開催しております。
　子どもから大人まで利用し
やすいセットメニューも数多
くご用意しております。

主　催：株式会社 みのりの里【ＬＩＣはびきの指定管理者】 
会　場：生活文化情報センター（ＬＩＣはびきの）内☎ 950-5500

写真はイメージです。実際の
商品とは異なる場合があります。

羽
曳
野

産を
ぜひご賞味あ

れ
!!

「イチジクの生ハム添え」

営業時間 17:30 ～ 21:00
(20：30 ラストオーダー )

詳しくは「LIC はびきの」の
ウェブサイトをご覧ください

LIC はびきの

検 索
↑

　ぜひ、この機会に“地元羽曳野”
の味を思う存分ご賞味ください。
　また、東日本大震災の復興支援
の一環として岩手の地酒も取り扱
っております。
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満101歳以上(明治43年9月1日以前生まれ) 

満100歳(明治43年9月2日～明治44年9月1日生まれ)

満88歳(大正11年9月2日～大正12年9月1日生まれ)

満77歳(昭和8年9月2日～昭和9年9月1日生まれ)

5万円

10万円

2万円

1万円

●日程・場所
①『いきいき丹比塾』
日　時：平成23年9月6日～11月22日（毎週火曜日）

　　　　　　10：00～12：00　全12回
場　所：高年生きがいサロン5号館（野640-1） 
②『いきいき塾』
日　時：平成23年9月7日～11月30日（毎週水曜日《うち金曜日2回》）

　　　　　　10：00～12：00　全12回
場　所：高年生きがいサロン2号館（恵我之荘5-1-3）

●持物
タオル・飲み物（お茶か水）・筆記用具・上履き
●定員
各10人程度

●日程・場所
日　時：平成23年9月6日～10月25日（毎週火曜日）
　　　　　14：00～15：30　全8回
場　所：青少年児童センター（向野 3-1-33） 
●持物
タオル・飲み物（お茶か水）・筆記用具
●定員
各20人

問合せ　福祉支援課　内線1213・1214　FAX956-0730

日時
会場
対象

申込

締切

10月28日(金)　　　　　　　　　　　　　　　
リーガロイヤルホテル堺　　　　　　　　　　　　　 
市内居住で住民登録し、
①昭和36年10月1日以前に婚姻届を提出した方　
②実際に婚姻してからの年数が50年以上であることを証明で
　きる夫婦(未申請の方に限る）　　　 　　　
福祉支援課、支所、MOMOプラザ、丹治はやプラザ、石川プラ
ザ、人権文化センターにある申請書に記入の上、証明できる書
類（戸籍謄本など）とともに福祉支援課（市役所別館４番窓口）
へ提出。　　　　　　　　　　                     
9月15日（木）

◇金婚祝賀会

日時・会場

出演

9：30～
13：00～
15：30～
10：00～
13：00～

陵南の森
MOMOプラザ
石川プラザ
市民会館 
丹治はやプラザ

◇敬老会

　対象者は、8月1日時点で本市に居住しており、かつ住民登録また
は、外国人登録をしている満70歳の方(昭和15年8月2日～昭和16
年8月1日生まれ)。8月中旬から9月下旬までにお送りします。

◇敬老祝品を贈呈します(新70歳の方)

　本市に平成23年4月1日から住民登録または、外国人登録をし、
9月1日(基準日)に引き続きお住まいの方が対象です。対象者には
9月初旬にご案内を送付します。

◇敬老祝金を支給します(下表参照)

対 象 年 齢 支給額

ご　　   をお祝いします長寿寿長

　手軽な運動を教えてほしい！美味しく

食べて元気を保つ秘訣を知りたい！口を

健康に保ちたい！

運動・口腔・栄養の3分野の専門家が元

気アップをお手伝いします。

1
総合プログラム

　正しい歩き方を教えてほしい！腰痛・

膝痛を和らげたい！道具を使わずに家で

できる運動を中心に学びます。

2
運動プログラム

地域包括支援室の窓口または電話でお申し込みください。
【締め切りはどちらも8月17日（水）】
※応募多数の場合は抽選になります。

申込・問合せ
高年介護課地域包括支援室（市役所別館②番）　
内線1359／1391

元気アップ教室参加者募集!!
いきいきと元気な毎日への｢はじめの一歩｣をお手伝いする教室を開催します。ぜひご参加ください。
いきいき 元気アップ教室参加者募集!!

9月14日（水）

9月15日（木）

かわたり京子（歌謡ショー）
ゼンジー北京（コミック手品）　
暁　照夫・光夫(音曲漫才)

対象者　65歳以上の市民（運動制限のない方）
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　陸上競技や体操、バレーボールなどでは、アキ

レス腱に大きな負荷がかかります。

　過剰に繰り返す使いすぎにより、アキレス腱

の柔軟性が低下し硬くなり、炎症や微小な断裂

を生じてアキレス腱炎を引き起こします。多く

は腱の付着部に痛みが強く現われ、周囲の腫脹、

圧痛が伴います。

　急性期は安静を保持し、アイシングを行ない

ます。予防のためには、運動前後のストレッチン

グが必要となります。

　軽い症状には、鎮痛、消炎、腫脹の軽減を目的

に、圧痛部の数カ所に浅く刺鍼し、その後に置鍼

します。また、下腿三頭筋の緊張緩和の目的で、

その部のツボを選んで刺鍼します。

（はびきの鍼灸マッサージ師協会）

ひとくちコラム

東洋医療
放射線被ばくについて
　放射線とは目に見えない高速で飛ぶ粒子や電磁波の
ことで、私たちは、宇宙や大地から自然放射線として、
年間 2.4mSvの被ばくを受けています。医療機関での診断
用放射線は、一回の低線量被ばく（最大 10mSv）なら発癌
の可能性はなく、体内蓄積もないので安心です。福島原発
事故の場合は、呼吸や飲食で取り込まれた放射性物質から
放出されるα線、β線による内部被ばくです。長時間体内
に蓄積されるため、被ばく量が増大し、癌発生リスクも増
えるのです。ただし放射線に対する過剰な不安からリンパ
球が減少し、癌に対する免疫力が低下することもあるの
で、心配のしすぎは禁物です。
〈参　考〉
α線：ウラン 238（半減期 45億年）やプルトニウム 239 
　　　（半減期25,000年）の原子核が放出するヘリウムの
　　　原子核のこと。
β線：セシウム 137（半減期 30年）、ヨウ素 131（半減期
　　　8日）、ストロンチウム 90（半減期 29年）が高速で
　　　放出した電子のこと。ヨウ素 131は甲状腺癌、スト
　　　ロンチウム90は白血病、骨悪性腫瘍の原因になる。

藤野放射線科（内科・胃腸科）
藤野　久武

健康か か り つ け 　 　  メ ー ル健康

国民年金国民年金知って

得する
保健福祉部保険年金課
天王寺年金事務所

☎958-1111（内線 1720） FAX956-1419
☎06-6772-7531 FAX06-6772-3338

クレジットカードでの納付について

　申込用紙は市役所および支所にありますが、申し込
みはご自分で社会保険事務所へ提出（郵送可）してい
ただくことになっています。毎月納付には割引はありま
せん。前納は1年と6カ月（4月末と10月末）の2種類
で、現金納付と同じ割引額（6カ月前納で730円、1年
前納で3,200円）になります。
引落日はカード会社によって異なりますので、ご利用の
カード会社へお問い合わせください。
60歳以上の任意加入の方もクレジット納付が利用できる
ようになりました。納付方法の変更を希望される方は年金
事務所または市役所年金窓口へお問い合わせください。

国民年金のお支払は口座振替が便利で有利

　国民年金のお支払方法を口座振替にすると、振替方
法によっては保険料の割引があり、納め忘れもありませ
んので、ご利用ください。
※10月末からの6カ月前納をご希望の方は、8月中に 
　申し込みが必要です。

口座振替の方法
○毎月納付の翌月末振替
通常の振替方法で、割引はありません。

○毎月納付の当月末振替(早割)
当月分の保険料を当月末に振替します。50円の割
引があります。

○6カ月前納
上半期（4～9月分）は4月末に、下半期（10～3月分）
は10月末に、振り替えます。割引額はそれぞれ
1,020円です。

○1年前納
1年分を4月末に一括して前払する方法で、23年度
の割引額は3,780円でした。
1年前納を初めて申し込まれる方は、少なくとも2カ
月前（2月中）に申し込みが必要です。

口座振替の申込用紙は市役所の年金担当窓口および
支所に置いてあります。また金融機関によっては窓口
に備えているところもありますので、直接おたずねくだ
さい。

天王寺年金事務所　06－6772－7531（代）
　　　　　8：30～17：15（月曜日は19:00まで延長）
　　　　　9：30～16：00
平　　日
第2土曜
※電話は自動音声案内になっています。案内が出ましたら、次の番
　号を選んでください。
　年金の加入や保険料に関するお問い合わせは2
　電話は混み合っています。かかりにくいときは何度かおかけ直
　し願います。

7月の現況届をまだ出しておられない方へ
　20歳前の障害基礎年金などを受給しておられる方は7
月が現況届（はがきまたは診断書など）の提出月で、提出が
遅れると一時的に年金が停止されることもあります。まだ
の方は急いでお出しください。

満101歳以上(明治43年9月1日以前生まれ) 

満100歳(明治43年9月2日～明治44年9月1日生まれ)

満88歳(大正11年9月2日～大正12年9月1日生まれ)

満77歳(昭和8年9月2日～昭和9年9月1日生まれ)

5万円

10万円

2万円

1万円

●日程・場所
①『いきいき丹比塾』
日　時：平成23年9月6日～11月22日（毎週火曜日）

　　　　　　10：00～12：00　全12回
場　所：高年生きがいサロン5号館（野640-1） 
②『いきいき塾』
日　時：平成23年9月7日～11月30日（毎週水曜日《うち金曜日2回》）

　　　　　　10：00～12：00　全12回
場　所：高年生きがいサロン2号館（恵我之荘5-1-3）

●持物
タオル・飲み物（お茶か水）・筆記用具・上履き
●定員
各10人程度

●日程・場所
日　時：平成23年9月6日～10月25日（毎週火曜日）
　　　　　14：00～15：30　全8回
場　所：青少年児童センター（向野 3-1-33） 
●持物
タオル・飲み物（お茶か水）・筆記用具
●定員
各20人

問合せ　福祉支援課　内線1213・1214　FAX956-0730

日時
会場
対象

申込

締切

10月28日(金)　　　　　　　　　　　　　　　
リーガロイヤルホテル堺　　　　　　　　　　　　　 
市内居住で住民登録し、
①昭和36年10月1日以前に婚姻届を提出した方　
②実際に婚姻してからの年数が50年以上であることを証明で
　きる夫婦(未申請の方に限る）　　　 　　　
福祉支援課、支所、MOMOプラザ、丹治はやプラザ、石川プラ
ザ、人権文化センターにある申請書に記入の上、証明できる書
類（戸籍謄本など）とともに福祉支援課（市役所別館４番窓口）
へ提出。　　　　　　　　　　                     
9月15日（木）

◇金婚祝賀会

日時・会場

出演

9：30～
13：00～
15：30～
10：00～
13：00～

陵南の森
MOMOプラザ
石川プラザ
市民会館 
丹治はやプラザ

◇敬老会

　対象者は、8月1日時点で本市に居住しており、かつ住民登録また
は、外国人登録をしている満70歳の方(昭和15年8月2日～昭和16
年8月1日生まれ)。8月中旬から9月下旬までにお送りします。

◇敬老祝品を贈呈します(新70歳の方)

　本市に平成23年4月1日から住民登録または、外国人登録をし、
9月1日(基準日)に引き続きお住まいの方が対象です。対象者には
9月初旬にご案内を送付します。

◇敬老祝金を支給します(下表参照)

対 象 年 齢 支給額

ご　　   をお祝いします長寿寿長

　手軽な運動を教えてほしい！美味しく

食べて元気を保つ秘訣を知りたい！口を

健康に保ちたい！

運動・口腔・栄養の3分野の専門家が元

気アップをお手伝いします。

1
総合プログラム

　正しい歩き方を教えてほしい！腰痛・

膝痛を和らげたい！道具を使わずに家で

できる運動を中心に学びます。

2
運動プログラム

地域包括支援室の窓口または電話でお申し込みください。
【締め切りはどちらも8月17日（水）】
※応募多数の場合は抽選になります。

申込・問合せ
高年介護課地域包括支援室（市役所別館②番）　
内線1359／1391

元気アップ教室参加者募集!!
いきいきと元気な毎日への｢はじめの一歩｣をお手伝いする教室を開催します。ぜひご参加ください。
いきいき 元気アップ教室参加者募集!!

9月14日（水）

9月15日（木）

かわたり京子（歌謡ショー）
ゼンジー北京（コミック手品）　
暁　照夫・光夫(音曲漫才)

対象者　65歳以上の市民（運動制限のない方）
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と美
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々
ど き

で調
ちょう

和
わ

して

いました。

　能
の う

の大
た い

成
せ い

者
し ゃ

、世
ぜ

阿
あ

弥
み

の著
ち ょ

書
し ょ

である

『風
ふ う

姿
し

花
か

伝
で ん

』。父
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観
か ん

阿
あ

弥
み

の遺
い

訓
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に基
も と

づく

能
の う

の伝
で ん

書
し ょ

です。その中
な か

のひとつの章
しょう

で

は、能
の う

役
や く

者
し ゃ

の幼
よ う

少
しょう

から老
ろ う

年
ね ん

に至
い た

るまで

の各
か く

年
ね ん

齢
れ い

における心
こころ

得
え

が説
と

かれてお

　　　　

サラダボールサラダボール ま こ と の 花
は な

青少年児童センター青少年児童センターだより 所在地：向野3-1-33　☎952-0032 FAX937-8580   8月の事業

※幼児については、保護者同伴でお願いします。必ず上靴を持ってきてね！      

ねんど消しゴム

内　　　容日 時　間 事　業　名 定員

「将棋広場」
～初めての人・少しでも興味を持った人は、気軽に参加してください～
対　象：おおむね小学1年生～6年生
※開催日が変更になる場合があります。

8月 6日（土）
20日（土）
27日（土）

子 ど も 広 場 なし14：00～16：00

開催日

※申し込み受付は、8月1日から（9：00～17：00まで、日・祝は除く）開始します。
　１人２教室までの申し込みとします。
　ただし、開催日１週間前時点で定員に空きがある場合は、追加で申し込みしていただけます。
　先着順のため定員になりしだい締め切ります。  
※対象は幼児（必ず保護者同伴）と小学生（難易度によっては保護者同伴）です。
　難易度（★初級　　★★中級　　★★★上級）を参考にお申し込みください。

夏休み
子どもおもしろ教室

夏休み
子どもおもしろ教室

「すいすいキャラクター」★

「ミラーボックス」★★
（1～2年生は保護者同伴）

「ステンドランプ」★★
（1～2年生は保護者同伴）

「ビーズキーホルダー」★★
（1～2年生は保護者同伴）

「サンドクラフト」★★
（1～2年生は保護者同伴）

「ねんど消しゴム」★★
（1年生は保護者同伴）

「ビーズブレスレット」★★
（1～2年生は保護者同伴）

「まがたま」★★★
（1～2年生は保護者同伴）

滑石を削って磨いて作品を仕上げます。根気
が必要です。

2種類のかわいいブレスレットを作ります。
※ハサミを持参してください。

オリジナル消しゴムを作ろう。

箱の中をのぞくと不思議な世界が広がります。
※ハサミを持参してください。

ひもを引くとかけあがります。
※ハサミを持参してください。

人形とフルーツのキーホルダーを作ります。
※ハサミを持参してください。

色のついた砂を組み合わせて立体的な作品を
作ります。

8月3日と同じ内容です。8月3日に参加した方
は、ご遠慮ください。

8月 9日㈫

8月10日㈬

8月11日㈭

8月12日㈮

8月23日㈫

8月24日㈬

8月25日㈭

8月26日㈮

14：00～15：30

14：00～15：30

14：00～16：00

14：00～15：30

14：00～15：30

14：00～16：00

14：00～15：30

14：00～15：30

時間開催日 定員 参加費内容（難易度は小学生を基準に想定しています）

15人

15人

15人

無料

無料

無料

無料

200円

100円

100円

250円20人

15人

15人

15人

15人
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●所 在 地
●問 合 せ
●開館時間
●休 館 日
●利用対象
●月～土曜

●申込受付

翠鳥園2-9-101　
ＴＥＬ＆ＦＡＸ  957-4900
９:00～１７:３０
日曜・祝日、１２月３０日～１月４日
小学生と保護者同伴の３歳以上の幼児
スポーツ・レクリエーション（室内・外）を
行なっています。
電話での受付は、申し込み日の朝９時
からです。

読んでみませんか？読んでみませんか？ ～新刊案内～～新刊案内～

節電は地球を
救う！？言語
社会学者にし
て節約の名人
である著者が
説く、究極の
節電術とは。

鈴木　孝夫／著　　文藝春秋
ロバート・Ｂ・パーカー／著
加賀山　卓朗／訳　早川書房

なにしてあそぶ？
福知　伸夫／著　福音館書店

春嵐
しあわせ節電

暗闇探検、イ
ンタビューご
っこ、木の実
遊びなどなど、
楽しくてすぐ
できる親子あ
そびがいっぱ
いの本。

お金ってなんだ
ろう？日本の通
貨「円」はどうし
て生まれたの？
円高・円安ってど
ういうこと？　
身近なお金を通
じて学ぶ、子ども
のための経済学
の本。

人気俳優をめ
ぐるスキャン
ダルの影に潜
む、さらに深
い闇･･･。私立
探偵スペンサ
ー最後の事件。

2月1日㈰・2月28日㈯

※12月16日から29日までの期間中は、おひとり
10冊・３週間まで借りていただけます。（ＣＤ・ビデオ
は本とは別に１点ずつ・３週間の貸出となります）

市立図書館では、蔵書点検および資料の整理等を
行うため、下記のとおり休館させていただきます。
陵南の森図書館、羽曳が丘図書館、青少年センタ
ー図書館、ブックステーション支所の休館
5月20日㈬～24日㈰、5月30日㈯～31日㈰　
中央図書館、東部図書館の休館、丹比図書館　 
5月25日㈪～31日㈰　
　なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊ま
で（ＣＤ・ビデオは図書とは別に計2点）借りていた
だけますので、どうぞご利用ください。
10冊貸出実施期間
　陵南の森図書館、羽曳が丘図書館　
　　　　　　　5月6日㈬～19日㈫
　中央図書館、東部図書館、丹比図書館　
　　　　　　　5月11日㈪～24日㈰

青少年センター図書室が６月４日オープンします
休館中の古市図書館の代替施設として、６月４日（水）より
青少年センター図書室がオープンします。
児童書約１万５千冊を所蔵しており、他の図書館資料のお取
り寄せもできますので、どうぞご利用ください。
開館時間　１０：００～１７：００
休館日　　月・火曜日　毎月末日

ブックステーションはびきのコロセアム　☎937-7210(火・木・金曜日　13:30～16:30）　　ブックステーション野々上東　☎950-5501（月・水・金曜日　13:30～16:30）
ブックステーション青少年児童センター　☎952-0032（月～土曜日　9:00～17:00）　　青少年センター図書室　☎958-0050（水～日曜日　10:00～17:00）

第１７回朗読発表会
内容　柴田トヨ『くじけないで』より
       芥川龍之介『杜子春』ほか
日時　3月13日㈰　13:30～
場所　ＬＩＣはびきの　音楽実習室  
※入場は無料です。どなたでもご参加いただ
　けますので、どうぞお越しください。

円（日本のもと）

※12/16～29の期間中は、1人10冊・3週間の貸出
となります。
（ＣＤ・ビデオは図書とは別に1人各1点です）

クリスマス会
12/20㈯　午後２時～　丹治はやプラザ
12/21㈰　午後３時～　中央図書館
歌とおはなしがいっぱいの、図書館のクリスマ会。
サンタさんも登場予定です

　春のおはなし会･･･子ども読書週間のおはなし会です。
　　◆5月1日㈰　14：00（中央図書館）
　森のゆうびん局 おはなし会
　　◆5月11日㈬・18日㈬・25日㈬ 14：30　◆5月20日㈮ 10：30

主催:朗読ボランティアグループ「はびきの」

ますだけけまだ すのので、どうぞますのでで、でで、どうだけますので、どうぞご利用す

ブックステーションはびきのコロセアムは、期日前投票会場
となるため、３月３０日～４月１１日までは休館となります。

　市立図書館では、蔵書点検および資料の整理を
行なうため、下記のとおり休館させていただきます。
◆陵南の森図書館・羽曳が丘図書館・青少年センター
　図書室・ブックステーションはびきのコロセアムの休館
　5月20日㈮～5月24日㈫、5月30日㈪～31日㈫
◆中央図書館・東部図書館・丹比図書館の休館
　5月25日㈬～5月31日㈫
　なお、下記の期間中は、各館でおひとり10冊まで（ＣＤ・
ビデオは図書とは別に計2点）借りていただけますので、ど

うぞご利用ください。

　≪10冊貸出実施期間≫
●陵南の森・羽曳が丘図書館 5月6日㈮～5月19日㈭
●中央・東部・丹比図書館 5月11日㈬～5月24日㈫

お
は
な
し
会

★休館のお知らせ
　図書館は、インターネット検索システムサーバ
入れ替えのため、7月31日㈰～8月1日㈪は全館
休館とさせていただきます。なお、この間はイン
ターネットによる資料検索もできませんので、
あらかじめご承知おきください。

7月10日㈰　丹治はやプラザ１８：００

講談社

お は な し 会お は な し 会

★休館のお知らせ
　図書館は、インターネット検索システムサーバ
入れ替えのため、7月31日㈰～8月1日㈪は全館
休館とさせていただきます。なお、この間はイン
ターネットによる資料検索もできませんので、
あらかじめご承知おきください。

七夕子どもまつり
7月10日㈰　丹治はやプラザ１８：００

8月1日㈪・31日㈬

今月の休館日今月の休館日 ※８月１日はインターネット資料
　検索システムの更新のため、
　臨時休館します。

8月7日㈰　陵南の森図書館 14：00

8月10日㈬ 陵南の森図書館 14：00

8月10日㈬ 東部図書館      10：30

8月13日㈯ 羽曳が丘図書館 15：00

8月14日㈰ 陵南の森図書館 14：00

8月20日㈯ 陵南の森図書館 15：00

8月21日㈰ 陵南の森図書館 11：00（小さい子向き）  

             11：30（少し長いお話を聞ける子向き）

8月27日㈯ 羽曳が丘図書館 15：00 

8月28日㈰ 陵南の森図書館 14：00

8月7日、14日、21日、28日の各日曜日

                                 13:30(中央図書館)

ストーリーテリング入門講座
日時 9月22日・29日、10月13日・20日 
       の各木曜日　10:00～12:00
場所 市役所別館・会議室
講師 おはなしの森の皆さん
定員 20人
お申し込みは8月9日㈫より中央図書館
にて受け付けます。（電話可）

夏休み子ども１日図書館員
中央図書館・陵南の森図書館　８月２３日（火）
～２５日（木）のうち１日　　定員各６名
丹比・羽曳が丘・東部図書館　８月２４日（水）　
定員２名
時間はいずれも１３：３０～１６：３０
申込みは８月４日（木）１０：００～１５日（月）
募集先図書館にて先着順に受付（電話不可）
※申込みは本人または保護者の方に限ります。

鐺�滋鹿執至伺仔評��燼 

朗読ボランティア入門講座
日時　９月８日～１２月２３日の第２・４木
曜日　１０：００～１２：００
場所　中央図書館・会議室
講師　朗読ボランティアグループ「はびきの
」の皆さん
定員　１５名
お申込みは８月２日（火）より中央図書館に
て受け付けます。（電話可）

 

（おはなしボランティア「はびきの」発表会）
８月６日（土）１３：３０　Ｌｉｃはびきの
　音楽実習室
内容　「たろくんとちいさなおばけ」
「キツネの与次郎」　ほか
どなたでもご参加いただけます。（入場無
料）

第７回 

おはなしライブ

Ｌｉｃはびきの音楽実習室
【内容】　
「たろくんとちいさなおばけ」
「キツネの与次郎」　ほか
どなたでもご参加いた
だけます。（入場無料）

おはなしボランティア
「はびきの」発表会

朗読ボランティア入門講座
日時 9月8日～12月23日
       の第2・4㈭　10:00～12:00
場所 中央図書館・会議室
講師 朗読ボランティアグループ「はびきの」
定員 15人
お申し込みは8月2日㈫より中央図書館
にて受け付けます。（電話可）

夏休み子ども１日図書館員
◆中央図書館・陵南の森図書館　8月23日㈫～25日㈭のうち１日　定員各6名
◆丹比・羽曳が丘・東部図書館　8月24日㈬　定員2名
※時間はすべて13:30～16:30となっています。申し込みは８月４日（木）10:00
から募集先図書館にて先着順で受付（電話不可）します。申し込みは本人または保
護者の方に限ります。申込期限8月15日㈪までです。

10：00～11：30

10：00～12：00

24日㈭

20日㈬

6日㈮

10：30～11：30

7月1日㈬

ゆめふうせんによる人形劇　みんなきてね～！

10：00～16：00

26日㈯

14日㈪

10：00～11：00

「第12回 ふれあいお茶会」　
 お茶会に向けて練習してきたこどもたちがお茶を 
たてます。お抹茶とお菓子を用意して待っています。
・手作りコーナー（ペットボトルビーズのストラップ）
・玄関ホール：児童作品展　　　　　　　　　
　

*お知らせ*　12月30日～1月4日まで休館日です。

６月
22日㈪

毎週土曜日

10：00～12：00

9：30～11：00

25日㈪

14：00～15：00

〔トライルーム〕 　ゆらゆらおばけ作り
対象者：1～3年  定員先着：15人
申込受付：7/16～7/26（電話のみ）

9：30～11：30

10：30～11：30

「第13回児童館まつり」　雨天決行
・第1部 ：ジャグリング
・第2部 ：バッタおじさんによるはっぱ遊びなど、
　　　　　楽しみがいっぱい！みんなで遊びに来てね！

「第12回児童館まつり」　雨天決行
・第1部 ：和だいこ・ジャグリング　　　
・第2部 ：バッタおじさんによるはっぱ遊び・
ルーレットなどほかにもお楽しみがいっぱい！
みんなで遊びに来てね！※お茶を持ってきてください。

〔わくわく子育てひろば〕
すてきな歯医者さんのおはなし「子育て上手は歯育て上手」
講師：谷口歯科医院　保田 晃宏 先生

10：30～11：00

〔スポーツ〕  グラウンド・ゴルフ
児童館のひろばでします。みんなおいで～！
※お茶を持ってきてください＜雨天中止＞

〔スポーツ〕卓球であそぼう  「誰でも自由にあそべるよ～！」

9：30～11：00

7日㈪

15：30～16：30

お茶の練習(1回目)

お茶の練習(3回目)

お茶の練習(4回目) 〔体験教室〕  オリジナル消しゴム作り
4～6年生対象・定員先着15人・申込受付 6/18～
6/24 （電話のみ）・材料費：１００円（当日持参）

10：00～16：00

10：30～11：30

誰でも自由に参加できるよ！

〔わくわく子育てひろば〕みんなであそぼう
※水あそびをします。タオル・着替え・お茶
　を持ってきてください

3日㈬

4日㈭

16日㈯

〔健康スポーツ〕 グラウンドゴルフで遊ぼう
※お茶を持ってきてください【雨天中止】

10：30～11：30

10：30～11：30

9：30～11：30

〔チャレンジルーム〕　おもしろ貯金箱
対象者：4～6年  定員先着：各15人
申込受付：8/9～8/15（電話のみ）
材料費：2００円（当日持参）

10：00～16：00

13：30～15：30

19日㈮

10：30～11：30

10：30～11：30

3日・24日㈬

10：00～16：00

〔自由教室〕 リサイクル工作 ペットボトル小物入れ

〔トライルーム〕 　パックンちょきん箱
対象者：1～3年  定員先着：各１５人
※17日、18日の9:30～11:00に事前に
　色付けをします（汚れてもよい服装）
申込受付8/10～8/16 （電話のみ）

10：30～11：30

8日㈪

22日㈮

27日㈬

〔チャレンジルーム〕 電子おもちゃ「ラジオを作ろう」
対象者：4～6年  定員先着：10人
申込受付：7/23～7/26（電話のみ）
材料費：3００円（当日持参）

27日㈪

〔自由教室〕 七夕かざり みんな作りにきてね！10：00～16：00

10：30～11：30

5日㈮

10：30～11：00

22日㈪

23日㈫

〔トライルーム〕 　パックンちょきん箱
対象者：1～3年  定員先着：各１５人
※17日、18日の9:30～11:00に事前に色
付けをします（汚れてもよい服装）
申込受付8/10～8/16 （電話のみ）

対象者：4～6年  定員先着：各15人
申込受付：8/9～8/15（電話のみ）

〔夏休み工作〕　フェルトマスコット作り
対象者：1～3年  定員先着：15人
申込受付：8/20～8/25（電話のみ）
〔夏休み工作〕　フェルトマスコット作り
対象者：4～6年  定員先着：15人
申込受付：8/20～8/25（電話のみ）

★ 8月の主な行事予定

絵本のへや　
ふく話じゅつ師さんがやって来るよ！みんな来てね！

「第１２回　クリスマスお楽しみ大会」
マジックショー、子どもたちによる合奏やお話など
お楽しみがいっぱい！みんな遊びにきてね！

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜おはなし１.２.３＞

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや〔おはなし1.2.3〕

23日㈬

9：30～11：30

〔伝承あそび〕将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

〔わくわく子育てひろば〕 みんなで遊ぼう 「水遊び」
タオル・着替え・お茶を持ってきてください。

将棋であそぼう　はじめての人もおいで～

第4回　春休みお楽しみ会
クリオネさんによるマリオネット鑑賞や
ビンゴゲームをします！みんな遊びにきてね！

〔わくわく子育てひろば〕
すてきな歯医者さんのお話し『おやつ大好き！』
講師：谷口歯科医院　保田 晃宏先生

新春こま回し大会
みんなでこまを回して遊ぼう！手のせ、つな
わたりに挑戦してみよう！

誰でも自由に参加してね！

絵本のへや

「第１２回　クリスマスお楽しみ会」
マジックショー、子どもたちによる合奏や
お話など･･･お楽しみがいっぱい！
みんな遊びにきてね！

〔伝承あそび〕将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜おはなし１.２.３＞

〔伝承あそび〕将棋であそぼう 
はじめての人もおいで～！

6/4㈯ 13：00～15：00

14：00～15：30

6/6㈪

★6月の主な行事予定

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞

誰でも自由に参加してね！
絵本のへや　＜絵本・紙芝居＞

〔わくわく子育てひろば〕 　人形劇
ゆめふうせんさんによる人形劇！みんな観にきてね！

29日㈪＜おはなし1.2.3＞＜絵本・紙芝居＞

14：00～15：30

午前の部 15人

午後の部 15人

9：30～11：30

14：00～16：00

午前の部 15人

午後の部 15人

24日㈬ 将棋であそぼう　はじめての人もおいで～14：00～15：30

26日㈮

9：30～11：30

14：00～16：00

七宝焼きにチャレンジ！

青少年児童センター青少年児童センターだより 所在地：向野3-1-33　☎952-0032 FAX937-8580   8月の事業

※幼児については、保護者同伴でお願いします。必ず上靴を持ってきてね！      

ねんど消しゴム

内　　　容日 時　間 事　業　名 定員

「将棋広場」
～初めての人・少しでも興味を持った人は、気軽に参加してください～
対　象：おおむね小学1年生～6年生
※開催日が変更になる場合があります。

8月 6日（土）
20日（土）
27日（土）

子 ど も 広 場 なし14：00～16：00

開催日

※申し込み受付は、8月1日から（9：00～17：00まで、日・祝は除く）開始します。
　１人２教室までの申し込みとします。
　ただし、開催日１週間前時点で定員に空きがある場合は、追加で申し込みしていただけます。
　先着順のため定員になりしだい締め切ります。  
※対象は幼児（必ず保護者同伴）と小学生（難易度によっては保護者同伴）です。
　難易度（★初級　　★★中級　　★★★上級）を参考にお申し込みください。

夏休み
子どもおもしろ教室

夏休み
子どもおもしろ教室

「すいすいキャラクター」★

「ミラーボックス」★★
（1～2年生は保護者同伴）

「ステンドランプ」★★
（1～2年生は保護者同伴）

「ビーズキーホルダー」★★
（1～2年生は保護者同伴）

「サンドクラフト」★★
（1～2年生は保護者同伴）

「ねんど消しゴム」★★
（1年生は保護者同伴）

「ビーズブレスレット」★★
（1～2年生は保護者同伴）

「まがたま」★★★
（1～2年生は保護者同伴）

滑石を削って磨いて作品を仕上げます。根気
が必要です。

2種類のかわいいブレスレットを作ります。
※ハサミを持参してください。

オリジナル消しゴムを作ろう。

箱の中をのぞくと不思議な世界が広がります。
※ハサミを持参してください。

ひもを引くとかけあがります。
※ハサミを持参してください。

人形とフルーツのキーホルダーを作ります。
※ハサミを持参してください。

色のついた砂を組み合わせて立体的な作品を
作ります。

8月3日と同じ内容です。8月3日に参加した方
は、ご遠慮ください。

8月 9日㈫

8月10日㈬

8月11日㈭

8月12日㈮

8月23日㈫

8月24日㈬

8月25日㈭

8月26日㈮

14：00～15：30

14：00～15：30

14：00～16：00

14：00～15：30

14：00～15：30

14：00～16：00

14：00～15：30

14：00～15：30

時間開催日 定員 参加費内容（難易度は小学生を基準に想定しています）

15人

15人

15人

無料

無料

無料

無料

200円

100円

100円

250円20人

15人

15人

15人

15人
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市立休日急病診療所市立休日急病診療所

診療日時：日・祝日　年末年始(12月30日～１月３日）
　　　　 10時～16時（正午～13時休診）
診療科目：内科、小児科、歯科

　　      

　　　　　

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　

　　　　　　　
　　　　

藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181
大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　　　　　　☎955-4181　　　　
有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9時30分～12時有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9時30分～12時
13時～17時

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9時30分～12時寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9時15分～12時15分
13時～16時月 水火

２ ４

水 予

有

予

6/27 13時30分～14時30分金

金

13時30分～15時HIV検査（エイズ・梅毒・クラミジア）

療育相談

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

11時～11時30分

予
医療機関に関する相談

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会を開催」

「匿名可」

肝炎ウイルス検査（無料）

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く

小児科のみ上記日時に加え、土・日・祝・年末年始（12/30～1/3）の
１８時～２２時まで診察を行っております。　　　☎956-1000

■内科・小児科・歯科　
　診療日　：日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：10時～12時、午後1時～午後4時
■小児科の土曜・休日夜間診療（南河内北部広域小児急病診療事業）
　診療日　：土曜、日曜、祝日、年末年始（12月30日～1月3日）
　診療時間：午後6時～午後10時（受付は午後5時30分～9時30分）

☎956-1000
（保健センター2階）（保健センター2階）

定期健康相談・栄養相談のお知らせ◆ 8 月 8 日・22 日 ㈪ 午前中   ※ 要予約
～上記日程以外でも随時受付しています。健康増進課までご連絡ください～

※すべて申し込みは、健康増進課（保健センター）まで　電話もしくは来所にて受け付けております。
　定員になりしだい締め切ります　☎：956 - 1000（※FAX での申し込みはできません）

妊婦さんへの思いやりを

～胃がん・肺がん・大腸がん・乳がん・子宮頸がん～
≪８月・９月実施分は受付が始まってます≫

集団検診

5 月に対象の方に無料クーポン券を郵送しました。
クーポンが届く前に検診を受けられた方には自己負担分
1000 円を還付することができます。詳細は保健センターま
で連絡してください。申請期間：9 月 30 日㈮まで

がん検診のお知らせ

日程 場所 開始時間

9 月 16 日㈮ 保健センター
◆ 12:50 ◆ 13:20
   ◆ 13:50 ◆ 14:20  

ー骨密度測定と歯の健診ー
＜対象者：昭和 25・30・35・40・45 年生まれ＞
①骨密度測定と成人歯科健診　40 人
②骨密度測定のみ　60 人

日程 場所 開始時間

9 月 26 日㈪ 保健センター
◆ 12:30
　　　◆ 13:15
 　  　　　◆ 14:00

＜対象者：健診時点で６５歳以上の方＞
①骨密度測定と成人歯科健診　40 人
②骨密度測定のみ　60 人

　
ーすこやかトレーニング講座ー

●日　時：9 月 27 日 ㈫　10:00 ～ 12:00
●会　場：陵南の森総合センター　
●定　員：40 人　●持　物：タオル・運動靴・水分

　気になるお腹のでっぱりを
解消したい！運動を始めてみ
たい方。健康運動指導士が自
宅で簡単にできる運動を紹介
し実技レッスンをします。ス
トレッチやセラバンド（ゴム
製のトレーニンググッズ）を
使った運動などを紹介します。

※主治医から運動制限の指示のある方の参加はご遠慮ください。

（事前申込）
8/8 ㈪ 9:00 ～ 受付開始です

～野菜のとり方や 1 日の食事量を学べます～
生活習慣病の予防について、特に食事面に重点を置き、
講義・体験実習を交えて楽しく学べます。（試食あり）
日　時：9 月 6 日㈫ 10:00 ～ 13:00
対　象：40 歳以上の市民　定　員：24 人	
会　場：羽曳野市立保健センター３階栄養指導室
申　込：健康増進課（保健センター）へ

ーバランスアップ教室ー　日本人の 2 人に 1 人がかかるといわれる「が
ん」は日本人の死因第 1 位。大阪府は府民を
がんから守り健康な生活を送れるように今年
4 月に「大阪府がん対策推進条例」を施行し
ました。早期発見・早期治療することで治る
可能性が高まります。

～自覚症状が出る前に骨粗鬆症検診を受けましょう～

※�定員に達した場合は受付終了となりますので、空き状
況は電話にてご確認ください。詳細は平成 23 年度健
康だよりをご覧ください。

10 月・11 月の検診は 9 月 8 日（木）より受付します。

乳がん検診償還払いについて

40 歳になったらがん検診を受けましょう！
※子宮がん検診は 20 歳から受けれます。

（①②いずれも健康運動指導士による筋力アップトレーニ
ング・転倒予防講習と歯科衛生士による口腔ケア講習付） 熱中症に気をつけましょう！

よくかんで、　しっかりみがいて ８０２０
【日常生活で気をつけること】
こまめに水分補給をしよう！

服装を工夫しよう！

扇風機や空調を適度に利用しよう！

のどが渇いていなくても、定期的に水分を摂ろう！
※目安はコップ１～２杯を、１日最低５～６回。

（ただし、運動時・外出時は多めに摂るようにしましょう）

・通気性の良い服を選ぼう！
・外出時は日傘や帽子を利用し、直射日光を避けましょう！

温度や湿度を計ろう！
※快適な目安は、室温２８度・湿度 70％以下

　昭和２５．３０．３５．４０．４５年生まれの方は、成人
歯科健診を無料で受けられます。
　歯が悪くなると、かむことや飲み込むことだけでなく、
二次的に目や心臓、腎臓、皮膚、関節などが、病気を起
こしてしまうこともあります。
　まだお手元に成人歯科健診受診券をお持ちの方は、こ
の機会にぜひ受診しましょう。

「8020」とは 80 歳になっても自分の歯を 20 本残そうという取り組み

※
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
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◆離乳食講習会 ( 保育あり　定員 15 人 ) ◆
　日　時：9 月 12 日㈪　13:00 ～ 15:00
　対　象：4 カ月健診受診後から 10 カ月までの乳児の保護者 ( 第 1 子優先 )
　受講費：無料　　会　場：保健センター 3 階栄養指導室
◆幼児食講習会 ( 保育あり　定員 15 人 ) ◆
　日　時：8 月 26 日㈮　　13:00 ～ 15:00
　対　象：5 歳までの幼児の保護者　受講費：無料　
　会　場：保健センター 3 階栄養指導室
◆ことばの相談（予約制）◆
　こどもの発音・吃音（どもり）や言葉の遅れなどについて
　相談をお受けします。
◆マタニティスクール（定員 30 人）◆※ 9 月コース
　日　時：9 月 1 日㈭、8 日㈭、11 日㈰、22 日㈭　
              13:00 ～ 15:30※ ４日間で１コース

予防接種
健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の1週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9:30～12:00有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9:30～12:00
13:00～17:00

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9:30～12:00寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9:15～12:15
13:00～16:00月 水火

9時45分～10時15分

２
水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13:30～14:30
４

水   HIV即日検査 (抗体検査)
（希望により、梅毒、クラミジア検査が受けられます）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9:30～10:30

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会」と「精神障がい
　者家族教室」などを開催

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成２３年4月１日～15日生まれ

平成２３年4月16日～30日生まれ

　　　平成２３年5月生まれ

　　　平成２2年  １月生まれ

　　　平成２2年  2月生まれ

　　　平成２1年  2月生まれ

　　　平成２1年  3月生まれ

　　　平成20年  2月生まれ

　　　平成20年  3月生まれ

８月２３日、２４日

９月２７日、２８日

８月９日、1０日

９月１３日、１４日

８月２日、３日

９月６日、７日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

８月５日

８月１９日

９月９日、３０日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く　　　　　　　　※松原からの電話は、市外局番からお願いします。

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成23年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

予防接種
健康診査（会場：保健センター）
※対象児に個別通知します。健診日の1週間前までに個別通知が
届いていない方は、健康増進課（保健センター）までご連絡ください。

保

M

陵

丹

M

　　　　　　　
　　　　

青

M

無料

青

　　　　　　☎955-4181　　　　 有 有料表の見方 ４ 水 第4水曜日 予 予約必要持 持参物 ☎952-6165

腸内細菌検査腸内細菌検査

寄生虫卵検査寄生虫虫卵検査

腸内細菌検査 9:30～12:00有月 水火

有飼えなくなった犬の引取 月 水 持 印鑑9:30～12:00
13:00～17:00

飲用水・井戸水検査・浄化槽
放流水・プール水・浴槽水検査 受付日時は、お問い合わせください。有予

有月 水火 9:30～12:00寄生虫卵検査 木

室内のホルムアルデヒド、VOC測定 予 有 受付日時は、お問い合わせください。

木 9:15～12:15
13:00～16:00月 水火

9時45分～10時15分

２
水 予

予

金

一般健康診断

循環器科検診

13:30～14:30
４

水   HIV即日検査 (抗体検査)
（希望により、梅毒、クラミジア検査が受けられます）

こころの健康相談
（ 精神科医、精神保健福祉担当者等が相談に応じます）

9:30～10:30

医療機関に関する相談

9時15分～9時45分

こころの病気、ひきこもり、認知症、アルコール依存症など
　「ひきこもり家族交流会」と「精神障がい
　者家族教室」などを開催

「匿名可」

保
陵

保
石

藤 井 寺 保 健 所
か
ら
の

お 知 ら せ
　 藤井寺市藤井寺1-8-36（代表） 955-4181

大阪府藤井寺保健所大阪府藤井寺保健所

http://www.pref.osaka.jp/fujiiderahoken/

　      
      
      
      
      

  

マタニティクッキング（先着15人）
日時：11月25日㈫　13時30分から15時
対象：妊婦（初めて出産される方優先）
会場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

定期健康・栄養相談
日時：１1月1２日(月)・２６日（月）午前
相談費：無料
持ち物：健診の結果表　など
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

種　類 日　程 対　象　児

平成２３年4月１日～15日生まれ

平成２３年4月16日～30日生まれ

　　　平成２３年5月生まれ

　　　平成２2年  １月生まれ

　　　平成２2年  2月生まれ

　　　平成２1年  2月生まれ

　　　平成２1年  3月生まれ

　　　平成20年  2月生まれ

　　　平成20年  3月生まれ

８月２３日、２４日

９月２７日、２８日

８月９日、1０日

９月１３日、１４日

８月２日、３日

９月６日、７日

1歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

2歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

3歳6カ月児健康診査

（火、水曜日実施）

4カ月児健康診査

（金曜日実施）

８月５日

８月１９日

９月９日、３０日

肝炎ウイルス検査（無料）

２ ４

水

※いずれも土、日、祝日、年末年始は除く　　　　　　　　※松原からの電話は、市外局番からお願いします。

※予防接種を受ける前に必ず予防接種手帳をよく読み、接
種ワクチンの内容を理解した上で受けるようにしてください。
※対象年齢・接種間隔および回数・実施医療機関等につい
ては「平成23年度健康だより」をご覧ください。

幼児食講習会（保育あり　先着15人）
日　時：11月17日㈪　13時～15時
対　象：就学前の幼児の保護者
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

無料

親子クッキング（先着15組30人）
日　時：12月25日㈭　10時30分から13時30分
対　象：小学生とその保護者
受講費：親子2人で500円　（子ども1人追加につき+200円）
会　場：保健センター　3階栄養指導室
申込み：電話で健康増進課(保健センター)へ

２ ４

水 予

集団接種（受付時間：13:30 ～ 14:30）

個別接種【各医療機関に直接電話で予約】	

持　物：母子健康手帳（必ず必要です）
　　　　予診票（お持ちでない方は、各会場に置いてあります。)

予防接種 日　　時 場　所

ポリオ 次回は10月開催となります。　詳しい日程は「平

成 23 年健康だより」をご覧ください。

8 月
  5 日㈮

　保健センター　３階
19 日㈮

持　物：�母子健康手帳（必ず必要です）・予診票（お持ちでない方は、
母子健康手帳を持って健康増進課まで取りに来てください。）

予防接種の種類：�百日咳ジフテリア破傷風（DPT）第 1 期
　　　　　　　　ジフテリア破傷風混合（DT）第 2 期
　　　　　　　　麻しん風しん混合（MR）第 1・2・3・4 期
　　　　　　　　日本脳炎　第 1 期・第 2 期

４カ月児健診
と同日実施

BCG

※ �BCG の予診票は４カ月児健康診査のご案内と一緒に送付しています。4 カ月
児健康診査をすでに受け、BCG を接種していないお子さんは健康増進課（保
健センター）に電話し予約の上、受付時間 13:20 にお越しください。

日本脳炎とは・・・
　日本脳炎ウイルスの感染によって発症します。人から人への感
染ではなく、ブタなどの動物の体内でウイルスが増えたあと、そ
のブタを刺したコガタアカイエカなどの蚊が人を刺すことによっ
て感染します。人が日本脳炎ウイルスに感染した場合、症状が現
れずに経過する場合がほとんど（100 ～ 1000 人の感染者の中で
1 人が発病する）ですが、症状が出る場合には、6 ～ 16 日の潜伏
期間の後、数日間の高熱、頭痛、嘔吐、意識障害、けいれんなど
の中枢神経系障害（脳の障害）を生じます。脳炎を発症した場合
20 ～ 40％が死亡に至り、いったん脳炎を発症すると神経学的後
遺症を残す例が多くみられます。近年の患者は年間 10 人以下程
度で、西日本地区の中高齢者を中心に発症していますが、若年者
の発症もみられています。

日本脳炎予防接種について
　平成 7 年 6 月 1 日～平成 19 年 4 月 1 日生まれの方に、3
歳以上 20 歳未満の間、定期予防接種が出来るようになりまし
た。第1期予防接種ができなかった方のうち、平成23年度は、9・ 
10 歳（H13.4.2 ～ H15.4.1 生）の方で、日本脳炎第 1 期を
接種されていない方に特例措置の予診票の個別通知をします。
※すでに接種をされている方に予診票が届く場合がありますの
で、必ず母子健康手帳で接種履歴をご確認の上、重ねて接種さ
れないようご注意ください。＊ H7.6.1 ～ H19.4.1 生の方（上
記個別通知以外の生年月日の方）は健康増進課（保健センター）
窓口にて予診票をお渡しいたしますので、母子健康手帳をご持
参の上お越しください。

朝ごはんを食べよう！朝ごはんを食べよう！
朝ごはんを食べると・・・
　◆寝ている間に低下した体温を上げ、体が活発になる
　◆脳のエネルギー源は睡眠中も使われ続けている
　　朝食は脳に栄養補給し、頭すっきり！やる気 UP ！
　　勉強がはかどる！
　◆食事をとるとお通じがよくなる

＜８月は大阪府の食育強化月間です＞
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子育て支援センター子育て支援センター
四天王寺悲田院地域子育て支援センターぼのぼ

（学園前6-1-1　☎957-7517）

はびきのファミリー・サポート・センター
羽曳野市立子育て支援センター　ふるいち内

　妊娠・出産・育児期に何らかの支援が必要な家庭に、支援者が訪問するサービスです。
「育児不安がある」、「育児ストレスが高い」、「家事に困った」などで支援を希望される方に
対してその必要性を判断し、支援の内容、期間、方法など具体的なサービスを決定したうえ
で訪問支援を開始します。
利用料は無料です。詳しくは下記までお問い合わせください。

羽曳野市子育て支援課（内線1250）

養育支援訪問事業

市立子育て支援センター

市立子育て支援センターふるいち
（古市2-2-20　☎・FAX958-3308）

市立子育て支援センターむかいの
（向野523　☎・FAX953-6361）

○みんなの広場
月曜～金曜日の10：00～11：30と月・水・金曜日15：00～16：30（祝日は除きます）
に、お庭やお部屋を開放しています。親子で気軽に遊びに来てください。
駐車スペースはありません。徒歩や自転車でお越しください。

○サークル活動支援
月曜～金曜日の10：00～12：00と月・水・金曜日13:00～16：30（祝日は除きます）
でサークル活動の為の部屋貸し出しとサークル支援を行なっています。部屋貸し出しに
は「サークル登録」が必要で、使用予約は使用月の2カ月前の1日から受付をしてい
ます。

○あそびの広場
お盆の一日をお父さんと支援センターで遊ぼう!お母さんも一緒にきてね。
日　時：8月12日（金）10：00～11：30　当日自由参加　
場　所：子育て支援センターふるいち　対　象：就学前の子どもとその保護者
持　物：パンツ・着替え・ポリ袋（汚れ物入れ）・お茶

○ふるいち支援センターの夏まつり
親子で夏の半日をいろんな遊びのコーナーで楽しんだ後、盆踊りも楽しみましょう！ 
日　時：8月26日（金）10：00～11：30　雨天決行　当日自由参加
場　所：子育て支援センターふるいち　対　象：就学前の子どもとその保護者
協　力：地域のボランティアの方々、センター登録サークル

○おはなしの広場
親子でパネルシアターや絵本の読み聞かせを楽しみましょう。
日　時：8月29日（月）10：30～11：30　当日自由参加
場　所：子育て支援センターふるいち　対　象：就学前の子どもとその保護者
協　力：ボランティア　おはなしのおばちゃん

○子育て講座　
「絵本でこどもの心を育てる」
いきいきと楽しく子どもと接したい！親子で元気に過ごせる知恵を学んでみませんか？
日　時：9月9日（金）10：00～11：30　場　所：羽曳野市役所　別館　3階会議室
内　容：「こどもに絵本を読んであげるよろこびを知る」
講　師：津留　勝一氏（津留の恩返舎代表）　定　員：50人
保　育：先着30人（要申し込み）　
申込受付：＊保育が必要な方………8月9日（火）14：00～　
　　　　　　　　　　　　　　　　「子育て支援センターふるいち」で電話のみ受付
　　　　　＊保育が必要でない方…8月9日（火）14：00～　
　　　　　　　　　　　　　　　　電話または窓口でどちらのセンターでも受付
お問い合わせ：子育て支援センターふるいち☎958-3308
　　　　　　　子育て支援センターむかいの☎953-6361

○みんなの広場
月・水・木曜日（祝日は除きます）の10：00～11：30でお庭やお部屋を開放しています。
親子で気軽に遊びに来てください。

○サークル活動支援
月曜～金曜日（祝日は除きます）の10：00～12：00でサークル活動の為の部屋貸し出
しとサークル支援を行なっています。部屋貸し出しには「サークル登録」が必要で、使用
予約は使用月の2カ月前の１日から受付をしています。

○双子ちゃん三つ子ちゃんよっといで！
双子や三つ子の子育てをしているお母さん！悩みを共感し合いながら、一緒に子育てを
しませんか？子育ての先輩の意見が聞ける場です。
日　時：8月4日（木）10：30～12：00　場　所：子育て支援センターむかいの　
協　力：双子サークル「ジェミニクラブ」　
　次回は9月8日（木）に「子育て支援センターむかいの」で開催予定
○ピアノを楽しもう
季節の歌や日本の昔から歌われている歌や童謡をピアノの伴奏で一緒に歌ったり、ピア
ノ曲を親子で聴いてみませんか？
日　時：8月10日（水）11：00～11：30　当日自由参加　
場　所：子育て支援センターむかいの　対　象：就学前の子どもとその保護者　
協　力：地域のボランティアの方

○むかいの支援センターの夏まつり
親子で夏の半日をいろんな遊びのコーナーで楽しんだ後、盆踊りも楽しみましょう！　
日　時：8月27日（土）10：00～11：30　当日自由参加
場　所：むかいの保育園ホール（保育園の正面玄関からお入りください）
対　象：就学前の子どもとその保護者
協　力：地域のボランティアの方々、センター登録サークル

○よっといで!3歳児
年齢の近い子どもたちが集まってあそび、親子でお友だちをつくりましょう。
内　容：保育園の大きいプールで水遊びを楽しみましょう！
日　時：8月30日（火）10：00～11：30　当日自由参加
場　所：子育て支援センターむかいの　　　　　
対　象：開催日までに3歳を迎えた子どもとその保護者
持　物：水着（水遊び用の紙パンツは不可）・着替えのＴシャツやパンツ・タオル
　　　　保護者もプールに入れるような服装（短パンまたは水着）・お茶またはお水
＊雨天の場合は、お部屋で親子遊びやお話を楽しみます。

　支援センターでは、子育ての輪を広げ、安心して子育てができる地域づくりを目指してい
ます。センターに親子で集まって楽しく学び、友だちの輪を広げましょう。

　ファミリー・サポートは地域で子育てを助け合う会員制の組織です。
子育ての援助をしてほしい人（依頼会員）と子育ての援助をしたい人（協力会員）とが相互
援助活動をする会員組織です。（有償ボランティア活動です）

　センターに登録している協力会員の方を紹介しています。美容院へ行く少しの時間子ど
もさんをお預かりしたり、保育園や幼稚園の送迎のお手伝いなどを行なっています。保育園
の一時保育などとは違って、ボランティアの方のお宅で預かります。
近所に親戚の方など子育てのお手伝いを頼める人がいない時に、地域にお知り合いの方
がいると安心です！（利用料1時間700円）
くわしくはお問い合わせください。

はびきのファミリー・サポート・センター（☎：FAX956-4943）

子育てでお困りのことはありませんか？
子育てのお手伝いをしてくださる

地域のボランティアさんを紹介しています！

○すこやか広場
8月19日（金）　場　所：MOMOプラザ　夏祭り
10：15～11：30の間で、好きな時間にお越しください。

○8月の子育てサロン・親子教室はお休みです。
9月の予定　9月1日（木）サロン（ひよこ）　9月8日（木）サロン（りす）
　　　　　  9月15日（木）1歳親子教室　9月22日（木）2歳親子教室

園庭開放にお越しの方は、お車はご遠慮ください。
子育てサロン・1歳親子・2歳親子教室にお越しの方は出来るだけ公共の交通機関を
使ってご来園ください。お車をご希望の方は、事前にお電話でお申し込みください。
☎（072-957-7517）

受付時間は月曜から金曜の9：00から17：30です。
（祝日と12月30日から1月4日を除く）

☎072-957-6000まで

こども家庭サポーター電話相談

羽曳野市保健福祉部子育て支援課

児童虐待の疑いなど
「おかしい」と思ったら

こどものこと、家庭のこと、
１人でいろいろ考えてしまうあなた

いちど、お電話ください
話すことで心が軽くなるかも

あなたの悩みをいっしょに分かち合います

羽曳野市こども家庭サポーターの会が
毎月1回、第２木曜日に行なっています

相談日
受付時間

8月4日（木）・9月8日（木）
14：00～16：00　
相談の日時、電話番号はおまちがいなく

☎072-957-6000

※8月はこども電話相談になります。

病 後 児 保 育
　通園・通学中のお子さんが、病気の回復期に集団生活が困
難な期間、看護師や保育士が一時的に保育します。
当日利用可能です。

ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり　☎937-0016 FAX937-5716

月曜日～金曜日　9：00～17：00まで（電話可）予約受付時間

30分：300円　延長利用負担金

利用時間

利用負担金

通常保育…8：00～18：00まで（ただし、7：30～8：00　18：00～19：00まで延長可能）
当日利用…9：00～17：30まで（延長不可）
土曜日保育…8：00～17：00まで（当日利用および延長不可）
0歳～学童　一人日額1，000円
ただし、非課税世帯は半額（証明書必要）
生活保護世帯は無料（証明書必要）
二人目以降のこどもは半額

＊送迎は、相談に応じます。　※ 詳しくはお問い合わせください。

休園日のお知らせ
8月13日（土）～8月16日（火）まで
お休みさせて頂きます。
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NPO法人子育てサポートくるみ　羽曳野市壺井508-1　TEL：957-3282　FAX：958-4089　http://kosodate-kurumi.com 
自然環境豊かな当施設の園庭開放は毎週火、水、木の10：00～16：00です。〈１６日（火）は休園〉　育児での悩みや、不安など気軽に相談してください。

●つどいの広場　くるみ ～手をつなぐ子育て～
参加費など内　容時　間事業名開催日

9：30～
14：00

大人900円
子ども600円

くるみの生活（遊び、リズム、食事）を体験した後、
午後より懇談（12：30～14：00）を行ないます。27日（土） 体験保育

8
月
の
予
定

えほん・あらかると
誕生日会と水あそびをします。
着替え・タオル・水筒、各自用意してください。

内　　　　　　容時　間開催日

10：30～11：308月 9日（火）

えほん・あらかると
絵本の読み聞かせのあと、水あそびをします。
着替え・タオル・水筒、各自用意してください。

10：30～11：308月30日（火）

＜夏休み工作＞木の貯金箱を作ろう！
対象：小学1～3年生まで　定員：13人（無料）
申込受付：8/8～8/12まで （電話可）

10：30～12：008月22日（月）

エアロでリフレッシュ！（3回目）　
ワンクールレッスンですので、申し込みされている方のみ対象です。

10：30～11：308月11日（木）

エアロでリフレッシュ！（4回目）　
ワンクールレッスンですので、申し込みされている方のみ対象です。

10：30～11：308月25日（木）

●つどいの広場　あいあいルーム　8月

あそびにおいでよ！（開放日）
火・水・金　10：00～16：00　自由に遊びに来てください。　
♥毎火曜日は、ママたちのおしゃべりタイム♥
　　　　　　　　　　こどもたちは、スタッフが入ってあそびます。

休園日のお知らせ
8月13日（土）～8月16日（火）までお休みさせて頂きます。

◎＜就労相談＞子育て中での再就職を考えている保護者の方へ
　専門員の相談が受けられます。　　毎月第2火曜日　10：00～12：00
◎管理栄養士さんの何でも相談　
　子どもの栄養や偏食などについて気軽に相談してください。　※要予約
NPO法人サポートネットワークぬくもり　あいあい保育園
羽曳野市向野2-8-2（埴生診療所敷地内）　TEL:072-937-0016  FAX:072-937-5716

●つどいの広場　カンナ
☆水遊び　
　〈持物〉お茶、タオル、着替え
☆スーパーボールすくい遊び

8月5日（金）・12日（金）・26日（金）
10：30～11：30
8月19日（金）

ＮＰＯ法人つどいの広場カンナ　羽曳野市高鷲5-422-22 TEL・FAX：072-939-1625
○開放日：月・水・金　10:00～12:00・14:00～16:00〈祝日休み・お盆休み15日㈪〉

参加自由
無　料

ＮＰＯ法人南河内こどもステーション（羽曳野市役所南側）　ＴＥＬ・ＦＡＸ：957-1114（FAXでの申し込み可）  
〔お願い〕「こどもまつり」に引き続き、空き缶およびプルタブ、ペットボトルキャップ、使用済インクカートリッジを
　　　　集めています。事務所までお持ちください。

サポーター募集しています（高校生以上）
（こどもまつり・その他事業・事務・保育）

～乳幼児から高齢者までが集うところです～●こどもステーション  8月の予定

大阪ガスショールーム

こどもステーション

参加費：1,000円(材料費込み)　立体万華鏡

14：30～16：30

14：00～16：00

26日（金）

29日（月）

参加費：700円（材料費込み）　草木染め

参加費：1,200円（材料費別途）

23日（火） 大阪ガスショールーム

大阪ガスショールーム

ふれあいキャンプ5日（金）～
７日（日）

行き先：奈良県　西之谷ふれあいの森キャンプ場
都会を離れて、自然の中で生活しましょう。

対象：小学生　参加費：1,800円（昼食、おやつ、保険代込み）
昼食を作ったりや片付けをしたり、家庭科くらぶやパン作りなどもします。10：00～16：00生活学校～8/31日（水） こどもステーション

13：30～15：30

13：30～15：30

科学であそぼう

手編み講座

1人600円　幼児は保護者さんといっしょで800円（材料費込）
カッテージチーズをつくろう！

おやつの科学　クッキング

20日（土）夏休み工作教室

①乳幼児：400円/h～600円/h　②学童：250円/h  
曜日・時間など、なんでも相談にのりますので、
ご連絡ください。
（予約制・土日祝や夜間も可・きょうだい割引有）　
9：30以前、16：30以降は時間外扱いになります。

月～金 9：30～16：30
一時保育
（乳幼児、学童）
　　　　

こどもステーション

こどもステーションこどもクッキング
クレープ、スープスパゲッティ 参加費：こども1人600円19日（金） 10：30～12：30

すべての行事は予約が必要です。

★育児相談については、全ての園で随時受け付けております。

幼
稚
園
の
子
育
て
支
援

高 鷲 北
高 鷲
高 鷲 南

古 市 南
古 市

西 浦
駒 ヶ 谷

羽 曳 が 丘
西 浦 東

丹 比
埴 生 南
埴 生
恵 我 之 荘

白 鳥

幼稚園名

たんぽぽくらぶ
う さ ぎ 組
げんきっきくらぶ
う さ ぎ 教 室
ぴよぴよくらぶ
ひ よ こ 組 教 室
チューリップ教室
なかよしランド ひよこ組
か ん が る ー 組
にこにこくらぶ
あ ひ る 教 室
わ く わ く 体 験
た ん ぽ ぽ 広 場
う さ ぎ 組
未就園児教室名

938-5577
955-0730
955-1624
938-0017
955-1062
957-0212
954-0230
958-2601
958-7201
957-7200
958-3538
958-8776
958-7616
958-3359
電話 あそびにおいでよ！ようちえん（育児相談は随時受け付けています）

「夏の遊びをたのしもう」
「水遊びをしよう！」(着替えを持ってきてください）

「水遊びをしよう！」

「夏の遊びを楽しもう」8月25日（木）

8月 4日（木）
実施しません

実施しません
実施しません
実施しません
実施しません
実施しません
実施しません
実施しません
実施しません

実施しません

9：30～10：30

8月23日（火）

10：00～11：00

9：30～10：30
8月 5日（金）10：00～11：00

○園庭開放、その他園の行事に参加される場合、お子さんの安全については保護者の方が責任を持ってください。　○車での来園は、ご遠慮ください。
○健康相談（保育園の看護師による）を希望される方は、事前に保育園へご連絡ください。    

島  泉
は び き の

軽  里
下  開 
向 野 

あ お ぞ ら

四天王寺悲田院

高  屋

ベビーハウス社協 

956-2985

958-3318
958-3338
953-4624

950-1105

毎週火・金曜日
（12・19日除く） 開園中常時

開園中常時

953-2071

保育園名 電話 園庭開放 楽しい親子教室育児相談

957-1234 8月は中止8月は中止 8月は中止

４日（木）10：00～水遊び　子育てサロン
４日（木）10：00～プール遊び　子育てサロン

10：00～11：30

2日（火）
プール開放 10：00～11：00

毎週月～金曜日

第4木曜日 10：00～11：00

保
育
園
の
子
育
て
支
援

郡  戸

誉  田
陽  気
坂 門 ヶ 原 956-6246

954-9630
958-2525

938-5280

10：00～11：3020日（土） 月～金開園中常時（要予約）
高 鷲 953-3883 10：00～11：0018・25日（木） 開園中常時

月～金開園中常時（要予約）
月～金開園中常時（要予約）

月～金開園中常時（要予約）

第4土曜日 10：00～11：30

958-3328 開園中常時
開園中常時
開園中常時
開園中常時
開園中常時

開園中常時
9:00～19:00

10：00～11：00（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：30（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）
毎週月～金曜日 10：00～11：00（健康相談含む）

今月はリズム・おえかき広場はありません。
8月はプール開放も行なっています。（園庭開放時）
親子教室については、支援センターの欄をご覧ください。

930-0240

ことしのなつも
げんきいっぱい
すごしましょう♥
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街かどから

市民会館での国際交流 　
　日本語教室を行なっている「羽曳野国際交流ボランティ

アサークルみやび」主催で、6 月 5 日㈰市民会館において、

交流パーティー『“みやび”の集い』が開催されました。

　当日は、外国人住民〔中国・韓国・台湾・フィジー・ペルー・

スリランカ・ベトナム・フィリピン・アメリカなど出身〕

と家族、日本人ボランティアなど、総勢 78 人（外国人住

民 44 人、こども

10 人、日本人 24

人）が集まり、学

習者によるスピー

チや手品・ビンゴ

大会などを通じて、

多くの外国人住民

の方々が１日楽し

く交流されました。

東日本大震災チャリティー大会（日本卓球リーグ）

　6 月 14 日㈫、Ｈ 23 年度日本卓球
リーグ戦（前期 / 女子）の、日本生命 
ＶＳ 神戸松蔭女子学院の試合がはび
きのコロセアムにて行なわれました。
会場にて日本生命と全日本女子の監
督を兼ねる村上 恭和さんは「日本卓
球リーグ実業団連盟として、初めて

チャリティーも兼ねた
大会です。被災地の方々
に何もできないよりも、少しでもお力になれる
よう、スポーツを通して、支援をすることに意
義があると思います。」と話されました。また、
今年度の日本卓球リーグ全ての試合会場に募金
箱を設置されるそうです。

村上 恭和 監督

大阪高校サッカー春季大会
　平成 23 年度大阪高校
サッカー春季大会で、初
優勝を飾った桃山学院高
校サッカー部の堀監督と
主将を務める本市在住（広
瀬）の阪口 博哉さんが、
北川市長に優勝の報告を
なされました。また、阪
口さんディフェンダーと
して今大会の優秀選手に
も選ばれました。この後、
7 月 27 日から秋田県で開
催されるインターハイに出場されます。阪口さんは「優
勝めざして、チームに貢献できるよう羽曳野代表で頑張っ
てきます！」と意気込みを話してくれました。これから
も活躍されるよう期待しています。

壺井浄水場施設見学の報告
　今年も、5 月から 6 月にかけて市内 13 校延べ 1.102 人の

小学４年生の児童が、壺井浄水場の施設見学に参加しました。

　浄水場での見学内容は、ビデオとスライドによる施設紹介、

沈殿池やろ過池の見学、試薬を使って水質実験等で、水道水

ができるまでの過程について学び、水道をより身近なものに

感じていただけたと思います。特に今年は、地震対策につい

ての質問が多く寄せられま

した。なお、水道局では、

水道について関心を持ち理

解を深めていただくため

に、市民のみなさまを対象

に浄水場見学の受入れを行

なっていますので、地域の

団体やグループで機会があ

れば一度ご参加ください。

リーグ戦の最高殊勲選手賞に
選ばれた 藤井 寛子 選手

ＰＴＡ女性部会ソフトバレーボール大会
　7 月 1 日㈮、はびきのコロセア

ムにて、33 校園約 240 人の参加

のもと、羽曳野市ＰＴＡ連絡協議

会女性部会の主催で、ソフトバレー

ボール大会が開催されました。た

くさんの参加があり、日頃の練習

の成果が見事に発揮されました。

　結果は次のとおりです。

Ａブロック Ｂブロック Ｃブロック

優　勝 高鷲中学校 高鷲小学校 白鳥幼稚園

準優勝 高鷲南小学校 古市幼稚園 高鷲北幼稚園

敢闘賞 高鷲北小学校 古市南小学校 羽曳が丘幼稚園

園児たちの夏野菜収穫 　
　6 月 14 日㈫、埴生幼稚園にて園児たちと民生委員児童

委員の皆さんが育てたジャガイモ、玉ねぎの夏野菜の収穫

がありました。この日は、園児に加え、子育てサロンの子

どもたちも参加して、賑やかな収穫でした。友だち同士で

自分の採ったジャガイモを見せ「私の大きいやろ」「こっ

ちのイモの方がいっぱいついてる」

と競い合っている姿がとても微笑ま

しく印象に残った一日でした。
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拓海ちゃん
たくみ

　平成21年8月31日生まれ

　　古市
井澤
いざわ  　

 星愛ちゃん
せいあ

　平成21年11月6日生まれ

西浦
西垣

明るく活発に育ってます

母親の香苗さん撮影

 隼ちゃん
しゅん

　平成23年2月3日生まれ

高鷲
中邨
なかむらにしがき

 産まれて初めての初雪です。雪だるまと
 一緒に記念撮影。健康で大きく育ってね。
　　 　 母親の幸子さん撮影

 これからも元気に、ずっとママもパパも
 大好きでいてね！
　　 　 母親の志穂さん撮影

こんにちはあかちゃんの写真を募集しています。詳しくは広報担当まで〔内線 3330・3340〕
E-Mail kouhou@city.habikino.lg.jp

街かどから

八老劇団がやってきた！
　6 月 30 日㈭、老人福祉施設「ライフビュー（島泉）」に、

八尾市を拠点に活躍されている「八老劇団」がやってきま
した。劇団は八尾市に住む 60 歳以上の市民で構成され、
幅広い活動を展開しています。当日は、「裸の王様」を時
代劇風にアレンジした「裸の殿様」を演じてくださいまし
た。赤色のふんどし一枚で存在しない高価な着物を羽織る
殿様の姿に、会場からは大きな笑い声が・・・。シーンが
切り替わる劇の途中には、がまの油売りや施設長が扮する
蕎麦屋さんが現れるなど、観ている側を飽きさせない工夫
が盛り込まれていました。入所している方々も楽しいひと
時を過ごしました。

7 月は「社会を明るくする運動」の強調月間
　7 月 1 日㈮、古市駅街頭で「第 61 回 社会を明るくする

運動」の啓発活動が行なわれました。あいにくの雨の中で

はありましたが、市長も参加し、南河内地区保護司会と羽

曳野市更生保護女

性会の 29 名が、運

動の啓発物品等を

配布し、“犯罪や非

行を防止し、立ち

直りを支える地域

のチカラ”を道行

く市民の方々に訴

えました。

ごちそうカフェうかたま 亀井澄美代 (32,012) 
羽曳野市こども家庭サポーターの会 (20,000)

（医）健泉会 西松庵 (142,700)
キッチンハート㈱ミートプラザ高鷲店 (18,578)
シンドウバレエ (72,900)
( 医）健泉会しまだ耳鼻咽喉科 島田健一 (100,000)
羽曳野市地域貢献建設業の会 (50,000)
西川住宅自治会 (50,000 円 )
成就会 (50,000 円 )
花利葬祭㈱ (50,000 円 )
羽曳野市商工会チャリティーゴルフコンペ (156,366)
古市南校区青少年健全育成連絡協議会 (10,000)
河内理容ゴルフ (500,000)
羽曳が丘青少年健全育成連絡協議会 (10,000)
埴生野春日台町会 (100,000)
羽曳野市野球部
　その他多数の方にご協力いただいております。

  【敬称略、順不同、（　 ）内は金額：円】

東日本大震災にて被害を受けられた方々

　　　　　へのご協力について（報告ほか）

　マグニチュード 9.0 という未曽有の大地震から 4 カ月半

が経過しましたが、今なお、被災者の生活環境や教育環境

への支援が必要な状態が続いています。羽曳野市では 3/14 ㈪より、市役所

や社会福祉協議会で義援金の窓口を設置し、義援金の受付を始めるとともに、

その翌日には羽曳野市災害支援対策本部を発足し、支援体制を調整してまい

りました。その中でも義援金については、7/11 ㈪までに市へ 39,758,829 円、

社会福祉協議会へ 37,950,765 円の合計 77,709,594 円をお寄せいただきま
した。心温まるご支援ありがとうございます。今後とも市および社会福祉協

議会にて引き続き義援金を受け付けておりますので、皆様のご協力をよろし

くお願いします。
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　皆様には、日頃から本市下水道事業にご理解とご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。さて、厳しい財政状況を改善し、下水
道事業の経営健全化を図るため、平成 22 年 10 月 1 日から
3 年 ( 平成 22 年・23 年・24 年 ) にわたる段階的な使用料
の改定が平成 21 年 12 月議会で可決されました。今年は2 年
目の使用料の改定となります。皆様には、ご負担をおかけする
こととなりますが、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

下 水 道 使 用 料 の 改 定 の お 知 ら せ

　○水量（汚水排除量）の決め方
■�水道水を使用する場合：水道水の使用水量を汚水排除

量とします。
■�水道水以外 ( 井戸水など ) を使用する場合：利用状況な

どにより市が別途認定し水道水の使用水量と合算します。

水量別下水道使用料（２カ月分）　新旧比較（消費税込み）

平成 23 年 10 月 1 日より、下水道使用料
を改定いたしますので、ご理解とご協力を
お願いします。

【一般用】

使用水量（汚水排除量） 16 ㎥まで 20 ㎥ 40 ㎥ 60 ㎥ 80 ㎥ 100 ㎥

Ｈ 22 年 10 月 1 日より ( 現行 ) 1,257 円 1,598 円 3,656 円 6,281 円 8,906 円 12,329 円

Ｈ 23 年 10 月 1 日より 1,362 円 1,732 円 3,958 円 6,793 円 9,628 円 13,345 円

Ｈ 24 年 10 月 1 日より 1,465 円 1,864 円 4,258 円 7,324 円 10,390 円 14,380 円 

使用水量
（汚水排除量）

基本料金 超過料金（１㎥につき）

16 ㎥
17 ㎥～
20 ㎥

21 ㎥～
40 ㎥

41 ㎥～
80 ㎥

81 ㎥～
200 ㎥

201 ㎥～
1,000 ㎥

1,001 ㎥～
2,000 ㎥

2,001 ㎥～

Ｈ 22 年 10 月 1 日より ( 現行 ) 1,198 円 81 円 98 円 125 円 163 円 201 円 228 円 234 円

Ｈ 23 年 10 月 1 日より 1,298 円 88 円 106 円 135 円 177 円 218 円 247 円 253 円

Ｈ 24 年 10 月 1 日より 1,396 円 95 円 114 円 146 円 190 円 234 円 266 円 273 円

公共下水道供用開始のお知らせ
  市では、快適で衛生的な街づくりを目指して公共下水道の整備を進めています。
8 月 1 日から新たに、恵我之荘・南恵我之荘・島泉・高鷲・郡戸・河原城・伊賀・
はびきの・羽曳が丘・野々上・栄町・南古市地区のそれぞれ一部の地域で供用
開始を行います。これで供用開始区域は 896ha に広がり、整備率は 76.6％に
達しました。（処理開始区域図は下水道総務課に備え付けています）

快適な街づくりへ 広がる下水道 排水設備工事（水洗化工事）の助成制度
　市では、改造工事や切り替え工事の負
担を少しでも軽くし、速やかに公共下水
道に接続していただくための助成制度を
設けております。
＊助成制度の対象となる工事
　汲み取り便所改造工事と浄化槽切り替
え工事で、家屋の新築や便所の増築につ
いては対象となりません。
＊助成の方法、金額
　助成制度には、補助金の交付と融資の
斡旋（銀行貸し付け）があり両方受ける
こともできます。
◎�補助金の交付は、建物の形態や便所の

処理方法や個数により異なりますの
で、詳しくはお問い合わせください。

　《例 : 一戸建て住宅》
　　・汲み取り便所　　10,000 円
　　・浄化槽　　　　　  8,000 円
◎�融資の斡旋は、便所の処理方法に関係

なく 50 万円を限度とし工事にかかっ
た費用分を斡旋します。

◎補助・融資斡旋要件
①�市税、下水道受益者負担金の滞納がな

いこと
②供用開始から 3 年以内に工事を行うこと
③�融資の斡旋を受けるときは、府内在住

の連帯保証人があること
※�詳細については、事前にお問い合わせ

ください。
　問合せ：下水道総務課　（内線 2370）

排水設備工事（水洗化工事）は３年以内に指定工事店で
　公共下水道の供用が開始され、排水設備工事
ができるようになった区域を「処理区域」とい
います。処理区域になると、供用開始から３年
以内に排水設備工事をしていただかなければな
りません。快適で衛生的な環境づくりや河川・
水路の水質保全のためにも、速やかに排水設備
工事を行なっていただくようお願いします。既
に供用開始されている区域で、排水設備工事が
まだお済でない方は早期に排水設備工事を行な
ってください。なお、排水設備工事は、指定工事店でなければ施工することが
できません。指定工事店は、所定の試験に合格した責任技術者がいる業者で、
羽曳野市下水道条例や、指定工事店に関する規則に定める基準に適合しており、
排水設備工事実務指針に沿った工事を行なうための必要な技術を習得しており
ます。平成23年7月現在２６４社（一覧表は下水道総務課に備え付けています）
が指定されており、工事の見積もりや市への申請手続きを皆様に代わり行なう
ことができます。　　　　　 　問合せ：下水道総務課　（内線 2370・2390）

【一般用】

下水道使用料（２カ月分）　新旧使用料表（消費税抜き）

問合せ
下水道総務課　

（内線 2360・2361）
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主な公共施設

      羽曳野市の宣言
○交通安全都市宣言
○非核平和都市宣言
○人権擁護都市宣言
○健康都市宣言
○青少年健全育成都市宣言

羽曳野市役所
☎958-1111　℻958-0212

（老人福祉センター・
　　公民館・図書館）

支　所

羽曳野市民会館

LICはびきの
（生活文化情報センター）
はびきのコロセアム

市民体育館（西浦）

陵南の森総合センター

陵南の森生きがい情報センター
（テレワークセンター）

ＭＯＭＯプラザ

丹治はやプラザ

石川プラザ

保健センター
（休日急病診療所）
人権文化センター

青少年児童センター

白鳥児童館

青少年センター

道の駅 しらとりの郷・
　　  羽曳野  総合棟
子育て支援センターふるいち

子育て支援センターむかいの

給食センター

社会福祉協議会

シルバー人材センター

柏原羽曳野藤井寺消防本部

羽曳野警察署

藤井寺保健所

藤井寺郵便局

柏羽藤環境事業組合

クリーンピア21（火曜日休み）

☎955-0583　
℻930-2144
☎958-2311　
℻958-2312
☎950-5500　
℻950-5505
☎937-3123　
℻937-3124
☎958-2340　
℻958-3614
☎952-2751　
℻952-1303

☎931-1900　
℻931-2112
☎957-5553　
℻957-5580
☎937-2355　
℻937-2388
☎950-2002　
℻958-9110
☎956-1000　
℻956-1011
☎955-4556　
℻955-7042
☎952-0032　
℻937-8580
☎957-4900　
℻957-4900
☎958-0050　
℻958-0050
☎957-6900　
℻957-6910
☎958-3308　
℻958-3308
☎953-6361　
℻953-6361
☎958-2306　
℻958-1082
☎958-2315　
℻958-3853
☎959-0555　
℻959-0333
☎958-0119　
℻958-9900
☎952-1234　
℻952-2531
☎955-4181　
℻939-6479
☎954-2601　
℻938-8591
☎976-3333　
℻976-3331
☎975-2580　
℻975-2577

新築・増改築家屋の実地調査にご協力ください
　平成 23 年中に新築や増改築された家屋については、平成 24 年度から固定資
産税・都市計画税の課税対象となります。
　そこで、課税の基礎となる家屋の評価額を算定するため、身分証を携帯した税務
課の調査員が、家屋全体の使用材料および各部屋の仕上げ状況などの確認のため、
家屋の内部に立ち入らせていただく実地調査にお伺いします。
　また、場合により図面など関係書類の借用をお願いすることがありますので、ご
協力をお願いします。
　なお、登記されない新築家屋や家屋を増改築した時、取壊した時にも必ず税務
課固定資産税家屋担当までご連絡をお願いします。
問合せ　税務課 固定資産税 家屋担当　内線 1550・1551（ダイヤルイン  ☎ 947-3612）

東日本大震災により被害を受けられた方へ　

　東日本大震災により被害を受けられた方は、所得税の軽減・免除が受けられ、税
務署で手続を行なうことで所得税が還付となる場合があります。そのほか、源泉
所得税の納税猶予や還付、廃車となった自動車の自動車重量税の還付などの特例
があります。詳しくは富田林税務署にお問い合わせいただくか、国税庁ウェブサイト
をご覧ください。
　また、地方税についても市・府民税、固定資産税、自動車税などの特例があります。
詳しくは、南河内府税事務所または市役所税務課税政担当にお問い合わせください。
問合せ　富田林税務署  ☎ 0721-24-3281　国税庁  http://www.nta.go.jp
           南河内府税事務所  ☎ 0721-25-1131　税務課 税政担当  内線 1571

あなたの「ふるさと寄付金」が被災者支援になります
  被災者の自治体への寄付金、自治体を通じての被災者への義援金、日本赤十字
や中央共同募金会などへの義援金は「ふるさと寄付金」として市・府民税、所得税
の控除が受けられます。詳しくは、総務省東日本大震災関連情報ウェブサイトをご
覧いただくか、市役所税務課税政担当にお問い合わせください。
問合せ　総務省東日本大震災関連情報　http://www.soumu.go.jp/shinsai/ 
　　　   税務課 税政担当 内線 1571

児童扶養手当現況届
対象　ひとり親家庭などで児童扶養手当を受給している方
　　　（所得状況により支給が停止されている方も含む）
届出　受給者には現況届（案内）を送付しますので、８月１日㈪～ 31日㈬
　　　９:00 ～17:00 までに必要書類を持参の上、子育て支援課へ提出してくだ
　　　さい。届出がないと手当は支給されません。なお、市役所の受付時間内に
　　　来庁できない方は、事前に電話でご相談ください。
　※支給されていない方や該当すると思われる方はお問い合わせください。
問合せ　子育て支援課　内線 1223

特別児童扶養手当所得現況届
対象　障がいのある子どもを養育し、特別児童扶養手当を受給している方
届出　受給者には現況届（案内）を送付しますので、８月11日㈭～９月９日㈮
　　　９:00 ～17:00までに子育て支援課へ提出してください。
　　　届出がないと手当は支給されません。
　※支給されていない方や該当すると思われる方はお問い合わせください。
問合せ　子育て支援課　内線 1223
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国民健康保険高齢受給者証を送付しました
　70歳以上75歳未満の方の国民健康保険高齢受給者証を８月１日付けで更新し、
７月下旬に送付しました。
　このたび、送付しました高齢受給者証の留意事項は次のとおりです。
○�次回更新の日（平成 24 年８月１日）までに満 75 歳になる方は、有効期限が 75 歳の誕生

日の前日までです。（75 歳の誕生日から後期高齢者医療の対象者です。）

○�医療費一部負担金の割合が「３割」と記載された高齢受給者が送られていた方は、「１割」

に変更できる場合があります。収入基準などを同封のチラシで確認の上、保険年金課にお

申出ください。

問合せ　保険年金課　内線 1760

国民健康保険料・後期高齢者医療保険料コールセンターからのお知らせ
　平成 23 年６月から電話による納付の呼びかけを行なっています。口座振替勧
奨や納付の確認ができないご世帯への納付勧奨を行ないます。
  「国民健康保険料・後期高齢者医療保険料コールセンター」　☎ 947-3630

国民健康保険料・後期高齢者医療保険料の納付は口座振替をご利用ください
　一度の手続で、口座から自動的に払い込まれるので、保険料を納める手間などが
省けます。また、納付書紛失などの心配もなく、忙しい方にとってはお納め忘れを防
ぐことができます。「国民健康保険料・後期高齢者医療保険料コールセンター」か
らもご案内のお電話を行なっています。保険料の納付はぜひ便利な口座振替をご
利用ください。
問合せ　保険年金課　内線 1750･1751

振り込め詐欺など不審電話にご注意！！
「国民健康保険料・後期高齢者医療保険料コールセンター」から、還付金の案内や
納付のために ATM（現金自動預け払い機）の操作を求めることは一切ありません。

「エコオフィス運動」実施中

市役所では６月１日～９月 30 日の間、        
    「節電」「省エネ」に取り組みます。

● クールビズ（軽装奨励）
● 冷房設定 28℃  
● 昼休みの消灯
● 職員のエレベータ利用自粛 など
  市民の皆様には、東日本大震災の影響
から夏季の電力不足が懸念されるため、
７月１日㈮～９月 22 日㈭の間は、ご家
庭における「節電」にもご協力をお願い
します。
  なお、市役所庁舎などにおきまして「羽
曳野市庁舎等節電実行方針」を定め、照
明の間引きを行なうなど、より積極的に
節電などに取り組みますので、ご来庁の
際はご理解をお願いします。
              環境衛生課　内線 2810
              管財用地課　内線 3721

1
公売参加
申込日時

　申込開始　平成 23 年８月 15 日㈪ 13:00
　申込終了　平成 23 年８月 26 日㈮ 23:00

2 公売日時
　入札開始　平成 23 年９月２日㈮ 13:00
　入札終了　平成 23 年９月４日㈰ 23:00

3 公売方法 　インターネット公売システムを利用したせり売り
4 公売場所 　ヤフー株式会社が提供するインターネット公売システム上

5 売却決定
日　　時 　平成 23 年９月５日㈪ 10:00

インターネット公売を行ないます
税務課と保健年金課では、滞納者から差し押さえた動産などを次の
日程で出品します。

※下見会については平成 23 年８月17 日㈬ 14:00 ～16:00 に市役所本館４階
　ランチルームにて実施します。

①パーテーションセット

②応接セット

③絵画（花）

④問合せ　保健年金課 収納担当　内線 1750・1751
①～③問合せ　税務課 滞納整理担当　内線 1433・1460

    市税催告コールセンターを市役所内に開設しました。
　羽曳野市では、緊急雇用創出基金事業として、民間委託による

「市税催告コールセンター」を市役所内に開設しています。平成 23
年度は開設期間や時間の延長、専門オペレーターを増員するなど、
業務の拡充を図ります。
　市税（市・府民税、固定資産税、軽自動車税）の納期限から一
定期間を過ぎても市において納付確認ができない方に対して、電
話で納付の呼びかけを行ないます。
　センターの運営は民間業者に委託しており、専門のオペレーター
が市税の未納をお知らせするとともに、納付のご案内を行ないます。

　開設期間　平成 24 年３月 30 日㈮まで

　業務時間　○平日（月～金）、第２日曜日　９:00 ～17:30 
　　　　　　○第２・３木曜日　９:00 ～19:30

　　    ※土曜日、上記第２以外の日曜日、祝日は業務を行ないません。

問合せ　税務課 納税相談担当　内線 1440・1450 
　　　　ダイヤルイン　☎ 947-3619

振り込め詐欺など不審電話にご注意！！
「市税催告コールセンター」から、還付金の案内や納付のために ATM
（現金自動預け払い機）の操作を求めることは一切ありません。

　＜不審と思われる電話にご注意ください。＞

④
ハ
イ
ス
タ
ッ
フ
（
標
尺
）

①

④

③
②

あぶない！！
いけに、はいらない
ようにしよう！！

市役所に電話をする時、間違い電話に気をつけて！！
　皆様にご利用いただいています羽曳野市の代表番号ですが、かけ間違いによ
り一般家庭に多数のご迷惑が掛かっているという事例がありました。
　今一度、市役所に電話をかけられる時は、よく確認してください。

　　　　　　　　　　　　　　 羽曳野市役所  ☎ 958-1111（代表）
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お知らせ

老人医療「一部負担金相当額等一部助成」医療証（黄色）をお持ちの方へ
　７月末に平成 23 年８月１日からお使いいただける新しい医療証（青色）を送付しました。
　８月１日以降は、今回お送りした新しい医療証をお使いください。（※自立支援医療（精

神通院）および結核に係る医療を受けておられる方については、受給者証または患者票

の有効期限を限度とした有効期間の医療証を発行しています。）

老人医療「一部負担金相当額等一部助成」医療助成制度とは
　65 歳以上で次のいずれかを保持し、所得制限内の方。
　① 身体障害者手帳１・２級　療育手帳Ａ　療育手帳Ｂ１および身体障害者手帳

　② 特定疾患受給者証　③ 結核患者票　④ 自立支援医療（精神通院）受給者証

　１カ月あたり１つの医療機関で 500 円を限度として、２日目まで1,000 円までが自己

負担額で、３日目からは無料になります。お薬代は無料（院外処方分）です。

　詳細はお問い合わせください。

問合せ　保険年金課 医療助成担当　内線 1330

個人事業税
【第１期分】の納期限は８月31日㈬
【第２期分】の納期限は 11 月30 日㈬

○第２期分の納付書は大切に保管の上、納付
　忘れがないようお願いします。
○納税には、便利で安心・安全な口座振替制
　度をご利用ください。

問合せ　大阪府南河内府税事務所
　☎ 0721-25-1131

　８月に第１期分および第２期分の納税
通知書兼納付書をまとめて送付しますの
で、それぞれの納付書にて納期限までに
お納めください。
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今池水みらいセンターに『風の広場』がオープンします
　８月３日㈬、羽曳野市をはじめ８市の下水を対象に処理している今池水みらいセンターの水
処理施設の屋上を有効活用し、ソフトボールなどのスポーツにご利用いただける多目的広場やみ
どり豊かな園路が整備されました。２ヘクタールの屋上広場はどなたでもご利用いただけます。

　すでに利用されている『虹の広場』とともに、ご利用ください。
場所　松原市天美西７丁目 265 番地 -１ 　駐車場　25 台（内２台は身障者用）
利用時間　８:00 ～17:00 （春分の日～秋分の日の間は８:00 ～18:00）　
休場日　毎週火曜日 12月29日㈭～１月３日㈫　※多目的広場の申し込みはお問い合わせください。
問合せ　大阪府 南部流域下水道事務所　
　　　　今池管理センター  ☎ 072-336-7655　　維持管理課  ☎ 072-438-8235

８月の介護教室と介護相談会
　在宅介護支援センターおよび認知症高齢者グループホームの主催で、介護の必要な家族をもつ地域住民の方を対象に教室、相談会
を開いています。お申し込みは、各施設へ直接ご連絡ください。
  ○家族介護者教室（在宅介護支援センター主催）　　　　○認知症家族介護者教室（グループホーム主催）

施設 日時・場所・標題
グループホーム　くすのき苑

☎ 957-6501
９月 24 日㈯　10:00 ～ 12:00　市民会館
「お年寄りの身体の動きを見てみよう」

２月 18 日㈯　10:00 ～ 12:00　市民会館
「認知症の生活」

グループホーム　こころあい
☎ 931-0075

11 月 26 日㈯　13:30 ～ 15:00　陵南の森公民館
「認知症高齢者との付き合い方と家族が抱える問題」

＊＊＊＊＊＊＊

グループホーム　すみれ
☎ 937-8290

９月 17 日㈯　14:00 ～ 16:00　野々上公民館
「生活リハビリの必要性」

11 月 26 日㈯　14:00 ～ 16:00　野々上公民館
「福祉用具活用シリーズ」

グループホーム　たんぴ野
☎ 952-1332

９月（日時未定）たんぴ野ホール
「（標題未定）」

12 月（日時未定）たんぴ野ホール
「（標題未定）」

グループホーム　華はびきの
☎ 955-8800

９月 30 日㈮　13:30 ～ 15:30　高年生きがいサロン２号館
「認知症と気づくには（早期発見のポイント）」

３月 23 日㈮　13:30 ～ 15:30　高年生きがいサロン２号館
「在宅での高齢者介護に必要な基本的技術について・介護相談会」

グループホーム　ぶどうの家
☎ 950-0157

２月 13 日㈪　13:30 ～ 15:00　駒ケ谷東公民館
「食事の大切さについて～食べることと口腔ケア～」

＊＊＊＊＊＊＊

グループホーム　みやび
☎ 950-0382

12 月 15 日㈭　14:00 ～ 15:00　高年生きがいサロン６号館
「認知症の基本理解講座と相談会」

２月 17 日㈮　13:30 ～ 15:00　東部コミュニティセンター
「認知症薬剤治療についての講演」

主催者 在宅介護支援センターまほろば アンジュ在宅介護支援センター
予定日 ８月 20 日㈯ ９月９日㈮
時　間 10:30 ～ 12:00 14:00 ～ 15:30

開催場所
介護老人保健施設まほろば

（誉田 3-15-6）
特別養護老人ホームアンジュ

（野 371）
標　題 やさしい介護の仕方 成年後見制度について

申　込 ☎ 956-2287
（申し込みは不要です）

☎ 936-1212

主催者 グループホームみやび グループホーム西松庵 グループホームぶどうの家
予定日 ８月 19 日㈮ ８月 28 日㈰ ９月１日㈭
時　間 14:00 ～ 15:00 10:30 ～ 12:00 13:30 ～ 15:00

開催場所
高年生きがいサロン５号館

（野 640-1）
西松庵たかわしデイサービス

（高鷲 7‐82）
駒ケ谷東公民館

（駒ケ谷 216-1）

標　題 認知症の基本理解講座と相談会 老齢期に於ける腎臓疾患  食事の大切さについて
～美味しく安全に食べて頂くために～

申　込 ☎ 950-0382 ☎ 953-1511 ☎ 950-0157

○平成 23 年度中の認知症家族介護者教室の開催予定です。日程・標題など、変更になる場合がございますので、ご注意ください。
　詳細は各施設へ直接お問い合わせください。

大阪府立視覚支援学校専修部
オープン・スクールのお知らせ
　第１回目　８月 28 日㈰　
　第２回目　11 月 27 日㈰
　いずれも13:30 ～
 ①学校説明会　②体験授業
 ③個別相談
 ※どなたでも参加できますが予約が必要です。
 詳しくはhttp://www.osaka-c.ed.jp/mou/
問合せ　大阪府立視覚支援学校  
　専修部　☎ 06-6693-3471



24 −はびきの　2011.8.1−

お知らせ 市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

税理士による無料税務相談センター　

　本年度の羽曳野市役所における相談
センター は、9/21・10/19・11/16（11
月まで、各月のいずれも第３水曜日）を予
定しています。
　納税協会・府税事務所（いずれも富田
林市）でも開催しています。
　詳細は近畿税理士会富田林支部事務
局までお問合わせお願いします。

日  時   ８月 17 日㈬　13:00 ～ 16:00
会  場   市役所 １階  税務相談コーナー
対  象   一般納税者で、税理士の関与がない方
内  容   口頭による所得税・相続税や経理などに関する相談
時  間  １人 30 分程度

予  約
  電話申込による先着順
 （予約状況により　当日申込も可）

問合せ
・

申  込

 近畿税理士会 富田林支部 事務局
 ☎ 0721-25-6250 
 （月～金曜日　９:00 ～ 16:00）
 ※当日申込のお問合せも、上記までお願いします。

８月は、「こども110 番月間」です。
５つの約束まもろうね！
① 一人で遊びません

② 知らない人についていきません

③ �つれて行かれそうになったら大声を
出して助けをもとめ、「こども 110
番の家」へにげこみます

④� だれとどこで遊ぶか、いつ帰るのかを
　 家の人に言ってから出かけます

⑤� �お友だちがつれて行かれそうになっ
たら、すぐに大人の人にしらせます。

家庭で心がけ、こどもたちに伝えましょう。

社会教育課

はびきの中学生 study-O
８月・９月 実施日程

○８月６日㈯・27 日㈯・28 日㈰
○９月３日㈯・17 日㈯
  市役所で一緒に勉強しませんか？
  途中参加受付中！
  受験勉強の場、テスト対策として
  利用するなど、さまざまな場面に
  活用してください。
  詳しくは市ウェブサイトまたは
  特命プロジェクトチームまで。
　　　　　　　　　（内線 3530）

小児対象　近鉄バスの「ワンコインキャンペーン」
　小学生以下を対象に近鉄バスの全区間を 50 円のワンコインで利用できます。
期間　７月16 日㈯～８月 31日㈬　　
対象　小児（１歳～12 歳）※12 歳で中学校入学前のお客様は小児となります。
運賃　全区間均一　片道 50 円
　　　※現金のみの利用。バスカード、定期券などで乗車は通常運賃です。
　　　※小学生以上のお客様に同伴する幼児は、現行どおり１人につき１人無料です。
路線　近鉄バス 一般路線バス（※ただし、次の●印の路線は対象外です。）
　�●北野田線（北野田駅前～多治井循環）●東大阪病院線（八戸ノ里駅前～市立病院前）

●警察病院線（近鉄上本町駅～大阪警察病院～ＪＲ桃谷駅前）●赤十字病院線（近
鉄上本町駅～大阪警察病院）●清滝線（飯盛霊園臨時バス）●茨木線（Ｊリーグ臨
時バス）●高速バスおよびリムジンバスの全路線

問合せ　近鉄バス株式会社  営業部  乗合営業課　☎ 06-6618-5306 

市の公共施設に設置の共同アンテナによるアナログテレビ放送再送信の終了について
　大阪府域で地上アナログテレビ放送が完全に終了した７月 24 日㈰正午をもって、

現在市内の下記公共施設に設置している共同アンテナを利用して周辺世帯の一部に
実施しておりましたアナログテレビ放送再送信は終了いたしました。これまで長らくの
ご利用、ありがとうございました。なお、再送信終了後の共同アンテナについては、近
日中に撤去させていただきます。
  【共同アンテナによるアナログテレビ放送再送信を終了した公共施設一覧】
　●市営車地住宅　  ●小学校（古市、高鷲、高鷲南、高鷲北、恵我之荘、丹比）
　●中学校（誉田、高鷲、高鷲南）　 ●はびきのコロセアム
問合せ　建築住宅課（市営車地住宅）内線 2250
　　　　教育総務課（小学校・中学校）内線 4131　　　
　　　　スポーツ振興課（はびきのコロセアム）内線 4411

地上デジタル放送　相談コーナー設置に関するお知らせ
　総務省 大阪府テレビ受信者支援センター（デジサポ大阪）では、地上デジタル放
送についての相談コーナーを開設し、「地デジアドバイザー」がさまざまな相談に応じ
ています。お気軽にご相談ください。
日　時　８月 23 日㈫までの毎週月曜日と火曜日  10:00 ～12:00、13:00 ～16:00
場　所　市役所 本館 1 階ロビー
　　　　※自治会や老人会など各種団体への出張説明会も無料で実施いたします。
　　　　　申込み方法などの詳細は お問い合わせ先までお願いいたします。
問合せ　総務省 大阪府テレビ受信者支援センター（デジサポ大阪）相談会窓口
　　　　☎ 06-4790-7109（平日 10:00 ～18:00）

子どもの一時預かり『白花たんぽぽ』
　１時間からでもお預かりいたします。シルバー人材センターの会員がお手伝いします。

対象　満１歳～就学前　　場所　子育てルーム『白花たんぽぽ』（白鳥神社東側）
日時　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９:00 ～17:00（短時間でも可能）
費用　１時間 550 円から　 問合せ　子育てルーム　『白花たんぽぽ』☎ 958-3748

高年者敬老入浴
　65 歳以上の市民を対象に毎月１回、市内の公衆浴場において敬老入浴を行います。入浴
時に対象年齢以上であることを申し出てから入浴してください。
日時　８月15 日㈪、９月15 日㈭　　利用料金　一人あたり１回 100 円の負担
利�用施設　古市温泉、新高鷲温泉・紅梅湯（９月のみ14 日㈬）、羽曳野温泉（８月のみ16 日㈫）
問合せ　福祉支援課　内線 1211

　　　　　　　　　　　　

 　　　　    今月の納税

 　　　　　  
市・府民税　　  第２期分

行政書士無料相談（予約制）
　相続、遺言、成年後見制度、離婚、および建設業などの営業許可など申請手続につい

て大阪府行政書士会が相談に応じます。事前に予約をしてください。
日時　８月12 日㈮　13:00 ～15:00　　会場　ＬＩＣはびきの　中会議室Ｂ
問合せ　大阪府行政書士会南大阪支部　横田　
　　　　☎ 954-9060（予約受付：月～金 14:00 ～16:00）
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市の木「タチバナ」を植えてみませんか
　「タチバナ」は、古来から由緒ある木とし
て大切にされてきましたが、今ではほとん
ど手に入れることができません。
　そこで、市は誉田八幡宮の「タチバナ」の
穂木から育てた苗木を希望者に有料配布
します。
　初夏に白い花を、秋にはかわいい実、そ
して1年中青 し々た緑をお楽しみください。
対�象　市内在住で市内に植樹してい

ただける方
大きさ　約１メートルの高さ（２年生）
配布数　先着 15人
費用　800 円（頒布時にいただきます）
申込　はがきに「タチバナ希望」
　住所、氏名、電話番号を明記の上、
　みどり公園課へ
締切　８月31日㈬  配布日　10 月予定
申込　誉田４丁目１番１号
　市役所 土木部 みどり公園課
　内線 2420

緑を育ててみませんか？
　当市は大阪府と協力して樹木の無償配布を実施します。
対�象　町会、マンション、住宅、学校、ＰＴＡなどの団体が協同で行なう地域の緑化、

工場を社員や地域の方 と々協同で行なう緑化など
配�布樹木　カイズカイブキ、キンモクセイ、サザンカ、ヤマモモ、ウメ、コブシ、ソメイ

ヨシノ、ハクモクレン、ハナミズキの高木とクヌギ、コナラ、アラカシ、ウバメガシの
どんぐりの木もあります。

申込　みどり公園課へ（申請書あり）　　締切　８月31日㈬
配布日　平成 24 年３月予定（本数に限りがあります）
問合せ　みどり公園課　内線 2420

街路樹や公園樹木にバケツ一杯の思いやりを
　街路樹や公園樹木は、私たちに安らぎを与える緑のオアシスとなってくれます。
　これから夏本番を迎え、木々はよりたくさんの水分を必要とします。
　緑のオアシスを絶やさないために、皆さんの思いやりで街路樹や公園樹木にバケツ
　１杯の水をあげてください。
問合せ　みどり公園課　内線 2420

猫を飼われている方へまわりに
迷惑をかけないで
　猫のフンや尿などの生活環境被害の
苦情が多く市に寄せられています。

【飼い主の方へお願い】
○フン、尿は自宅の決まった場所でさ
　せるようしつけましょう。
○野良猫と間違われないように首輪
　をつけるようにしましょう。
○野良猫などを増やさないためにも不
　妊去勢の手術を行なってください。
問合せ　環境衛生課　内線 2840

犬は正しく飼いましょう。
（飼い犬による事故の防止）
　ルールを守って正しく犬を飼いましょ
う。途中で捨てたりせず、家族同様に最
後まで愛情もって飼いましょう。

【次のことを守って事故を防ぎましょう】
●しつけをしっかりとしましょう。
●�散歩（運動）をするときは、犬を十分制

御できる人が丈夫な綱やリードを付けて
しましょう。また、フンは持ち帰るなど
飼い主が責任をもって処理しましょう。

【飼い犬が人を噛んだとき】
●飼い主は保健所に必ず咬傷届けを
　してください。
問合せ　環境衛生課　内線 2840　
　大阪府藤井寺保健所　☎ 952-6165

平成 23 年度緊急雇用創出基金事業
「上ノ太子・駒ヶ谷駅前放置自転車等街頭指導および撤去委託業務」
期間　平成 23 年 10 月１日～平成 24 年３月 31日
場所　近鉄南大阪線上ノ太子・駒ヶ谷駅前周辺および市の指定する場所
内容　①放置自転車街頭指導業務　　②放置自転車撤去移動業務
日時　①毎週月曜日～金曜日　７:00 ～10:00 および 12:00 ～15:00
　　　②毎週月曜日～金曜日　
　　　　午前：８:00 ～11:00（交替勤務）　午後：13:00 ～16:00（月３日位）
　　　（①②とも日祝、土曜日の一部、12 月 30 日～１月４日は除く）
定員　①街頭指導員２～３人   ②運転手（１ｔロング車）３人・積込等作業員３人
シフト　①②ともローテーション就業。②は２人１組３班での作業
対象　街頭指導員および積込作業員については、平成 23 年７月１日以降に入会さ
　　　れた方で一度も就業したことのない方。
　　　運転手については、平成 23 年 4 月１日以降、一度も就業していない方。
　　　（入会時期は問いません。）
　　　どちらもセンター以外でも仕事に就いてない方が対象となります。
問合せ　公益社団法人羽曳野市シルバー人材センター事務局　☎ 959-0555

平成 23 年度緊急雇用創出基金事業　「市立保育園施設環境改善委託業務」
期間　平成 23 年 10 月１日～平成 24 年３月 31日
場所　羽曳野市内公立保育園５カ所
内容　保育園安全確保のため、施設内外の営繕補修、整備、点検、草刈などの維持管理業務
日時　一月当り12 日位　９:00 ～17:00（12 月 30 日～１月４日は除く）
定員　３人（２人ペアでローテーション就業）
対象　平成 23 年７月１日以降に入会された方で一度も就業したことのない方。
　　　（センター以外の仕事も含む）
　　　普通自動車の運転ができる方、出来れば、大工経験者希望
問合せ　公益社団法人羽曳野市シルバー人材センター事務局　☎ 959-0555

　上記の業務をしていただくには、羽曳野市シルバー人材センターの入会説明会（月１回）
を受講し、会員登録（入会資格：市内在住の満 60 歳以上で健康で働く意欲のある方）を
する必要があります。
　　　※開催日につきましては、センター事務局にお問い合わせください。
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第 30 回人権啓発詩・読書感想文の募集
　大阪府・大阪府教育委員会・人権啓発推進大阪協議会では、府内の小・中学生を対
象に「人権」について身近に考えてもらうことを目的に、詩・読書感想文を募集しています。
対象　府内の小・中学生、支援学校小・中学部生
作品　人権の尊さやお互いの人権を守ること、差別のない明るい社会を築くことの
　大切さ、平和の尊さを訴えることなどを内容とするもの
　①詩部門　未発表の創作作品に限り、形式・長さとも自由
　②読書感想文部門　未発表の創作作品に限ります。
　　(1) 小学校（小学部）低学年は、JIS 規格 A 列４番 200 字詰め原稿用紙６枚以内。
　　(2) 小学校（小学部）高学年は、JIS 規格 A 列４番 400 字詰め原稿用紙３枚以内。
　　(3) 中学生（中学部生）は、JIS 規格 A 列４番 400 字詰め原稿用紙５枚以内。
　※①②いずれも１人１編に限ります。
　※応募用紙は市役所人権推進課・支所に置いています。　
　※応募作品に作品名・名前（ふりがな）・学校名・学年を記入。
　　読書感想文については、図書名・著者名・発行所名も記入してください。
　　また、学校名・学年・名前の公表の可否についても明記の上、作品と一緒に　
　　応募してください。　締め切りは、９月30 日㈮【必着】
問合せ　羽曳野市人権啓発推進協議会事務局（羽曳野市 人権推進課内）　内線 1054

四天王寺大学
『介護技術講習会受講者募集』について
日程　第１回　８月20日㈯・21日㈰・
　　　　　　　27 日㈯・28 日㈰
　　　第２回　９月３日㈯・４日㈰・
　　　　　　　10 日㈯・11日㈰
対�象　介護福祉士国家試験を受ける

予定があり、実技試験の免除を申
請しようとする方。

申�込・問合せ　同大学　エクステン
ションセンター　☎ 956-3345

　詳細はウェブサイトでご確認ください。

親子リズム
　広いホールで親子でのリズム遊びを
楽しみましょう。歩いている子を対象
に、動きやすい服装でお越しください。
日時　９月４日㈰　９:30 ～11:00
場所　子育てサポート くるみホール
　※石川臨時駐車場より送迎あり
問合せ　子育てサポートくるみ
　☎ 957-3282

桂吉弥落語会
日時　９月 25 日㈰　
　９:30 開場　10:00 開演
場所　子育てサポート くるみホール
費�用　大人 1,000 円　
　　　子ども（小・中学生）500 円
　※未就学児は入場できません。
　※石川臨時駐車場より送迎あり
問合せ　子育てサポートくるみ内
　落語を楽しむ会　☎ 957-3282

成人式実行委員募集
　羽曳野市では第 54 回羽曳野市成人
式を、若い皆さんといっしょに企画、立
案したいと考えています。実行委員にな
ってみようと思われる方は社会教育課
までご一報ください。
　また、新成人を代表して当日登壇（花
束受領など）していただく方は、実行委
員の新成人を優先します。（別途規定有）

 ※応募の締め切りは　８月19 日㈮

対象　18 歳～ 25 歳

場所　羽曳野市立生活文化情報センター
           （LIC はびきの）

問合せ　社会教育課　	
　　　　内線 4450・4451

ダルビッシュ有子ども福祉基金事業
北海道にてファーム体験・野球観戦ツアーなどを開催します。
対象　市内在住の小学５・６年生　　
定員　15人（申し込み者多数の場合は抽選となります。）
日程　９月 23 日（金･祝）～ 25 日㈰
体験予定場所　北海道留萌市・札幌ドーム　　費用　参加費 5,000 円
申込　�申込様式を当市ウェブサイトからダウンロードするか、子育て支援課（別館１

階５番窓口）に備えてある参加申込書に必要事項を記入して、下記まで持参
もしくは郵送にてお申し込みください。

　　　※申込期間８月１日㈪ 10:00 ～８月17 日㈬ 17:30 当日消印有効（土日は除く）
　　　※�詳細については、募集要項でご確認ください。なお、上記内容について、現

時点での予定であり変更となる場合がありますのでご了承ください。
問合せ　〒 583-8585　羽曳野市誉田４丁目１番１号
　　　　子育て支援課内　ダルビッシュ・北海道るもいツーリズム事業実行委員会
　　　　内線 1220

陵南の森公民館共催事業
《第22回こどもまつり実行委員募集》
　2012 年５月開催予定の「こどもま
つり」にむけて実行委員とボランティ
アを募集します。
実行委員　小学４年生～高校生
ボランティア　
　大学生・専門学校生・社会人
期間　平成 23 年９月～平成 24 年５月
　　　（毎月1回日曜日）
場所　陵南の森公民館
問合せ　ＮＰＯ法人南河内こどもステーション
　☎ 957-1114

第１回　羽曳野市 図書館を使った
調べる学習コンクールを実施します！
募集作品　図書館の本などを使った
　「調べる学習」の作品
対象　市内に在住・在学の小学生、中学生
調べるテーマ　自由
募�集　８月１日㈪～９月30 日㈮ 必着

市立小中学校に通う児童生徒の方
は、ご自分の通っている学校。それ
以外の小中学校などに通う児童生徒
の方は、郵送・持参してください。そ
の他コンクールに関する詳細は、ポ
スター・リーフレットをご覧ください。

問合せ　学校教育課　内線 4251

〒 583-8585　羽曳野市誉田４- １- １
　 羽曳野市教育委員会　学校教育課　
    調べる学習コンクール係
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講　座

「ボランティア パソコン講座」受講者募集　（パソコン交流館）

　簡単に学べる「コンピュータ占い（四柱推命・バイオリズム）」の講座を開きます。
　ノートパソコンを持ってきていただければ、家で他の人を占ってあげることができますよ。
日時　８月 29 日㈪　14:00 ～16:00　　会場　市民会館４階（第９会議室）
定員　５人　費用　600 円（テキスト代など込み）　申込　電話にて申し込みください。
問合せ　パソコン交流館  国沢　☎ 956-4197　携帯 090-3725-2528

　受講者１人に対し、１人の講師が専属
で学習します。パソコンが全く初めての方、
受講者さんに合わせて授業を行います。

   

費用　①②受講料（テキスト代込）　
　　　10,000 円（２時間×５回）　
　　　③④受講料（テキスト代込）　
　　　2,000 円（２時間×１回）
時間　９:30 ～11:30、
　12:30 ～14:30、15:00 ～17:00
　※土・日曜日、祭日は休みです。
問合せ　主催 陵南の森生きがい情報
　センター内　河内飛鳥 UNIC 会　
　☎ 931-1900

コース 内　容

 ①ワードの
　基礎から応用

 文字入力、文書、はがき、
表入り文書の作成など 

 ②エクセルの
　基礎から応用

 表作成、データ入力、グラ
フ作成、家計簿など 

 ③デジカメ  撮った写真を入れた文書やは
がきの作成、写真の加工など 

 ④インターネット  インターネットの見方、
 メールの送受信について 

マンツーマンパソコンセミナー

「私のためのパソコン教室」受講者募集（使用 OS：Windows７、Office：2010）
　簡単なマウス操作や文字入力ができる方向けの内容です。初心者の方も安心し
てご参加ください。

「ブログクラス」
　話題のブログを開設する講座です。インターネットで自分の日常を発信してみましょう。
　［ブログクラス①］月曜クラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　日時　８月 22 日・29 日、 ９月５日　13:30 ～15:30
　［ブログクラス②］火曜クラス
　　　日時　８月 23 日・30 日、９月６日　10:00 ～12:00

「デジカメ写真編集クラス」
　デジカメで撮影した写真データを編集し、オリジナルはがきを作成しよう。
　［デジカメ写真作編集クラス①］月曜クラス
　　　日時　８月 22 日・29 日、９月５日　10:00 ～12:00
　※［デジカメ写真作編集クラス②］火曜クラスは好評につき、定員に達しましたので
       募集は終了しました。

場所　市民会館　４階研修室（誉田１- ４- ４）　定員　各クラス10人
費用　1,000 円（３回分を初回に全納。返納・分割不可。テキスト代金含む。）
対象　市内在住・在勤・在学の 20 歳以上の女性。原則として全回出席できる方。
　　　一時保育：無料・要予約（各クラス定員５人、先着順、２歳から未就学児まで）
申込・問合せ　人権推進課　☎ 947-3606　申し込みは電話のみ。

初心者、シニアの方中心の楽しくわかりやすい「パソコンサークル ステップ」
　初心者向けの「秋のパソコン入門講座（５回）」の参加者を募集致します。
　　日時　９月６日から毎週火曜日　10:00 ～12:00（予定）
　　定員　15 人　先着順に受付、定員になりしだい締め切ります。
　　場所　LIC はびきの　３階小会議室
　　費用　受講料 5,000 円（テキスト代 500 円含む）
　　持物　ノートパソコン（レンタル可 ※講座内容の詳細、申し込みは電話で受付いたします。）
　8 月の講座内容は次の通りです。

費用　1回 900 円（テキスト代含む）　個別指導　1時間 1,000 円（予約制）
定員　先着 15 人 　定員になりしだい締め切ります。
持物　ノートパソコンをご持参ください。（レンタル可。予約制 台数制限あり）
　　　※講座内容などの詳細につきましては、お気軽にお電話ください。
問合せ　パソコンサークル　ステップ  山田智子
　　　　☎ 090-6608-5799　　ブログ http://pasokonstep.blog.eonet.jp/

日時 内容

２日
㈫

LIC
10:00 ～ 12:00 初級  Excel　関数　②
13:30 ～ 15:30 実用  Word　実用講座　縦書き文書作成①
15:40 ～ 16:40 個別  個別指導　110 番　

９日
㈫

LIC
10:00 ～ 12:00 初級  Excel　住所録作成
13:30 ～ 15:30 実用  Word　実用講座　縦書き文書作成②
15:40 ～ 16:40 個別  個別指導　110 番　

25 日
㈭

市民会館
10:00 ～ 12:00 初級  Word　宛名差込み印刷
13:30 ～ 16:30 お楽しみ  WindowsMediaPlayer を使ってみよう！ (1,500 円 )

30 日
㈫

LIC
10:00 ～ 12:00 初級  Word　写真を入れた料理レシピ作成
13:30 ～ 14:30 個別

 個別指導　110 番（各時間 2 ～ 4 人）
14:45 ～ 15:45 個別

防火管理講習
　柏原羽曳野藤井寺消防組合消防本部
では、柏羽藤火災予防協会主催による防
火管理に関する資格を取得する防火管
理講習を実施します。
日時　９月８日㈭・９日㈮　２日間
　９:30 ～15:30
申込　８月 22 日㈪～９月１日㈭
　９:00 ～17:00（土・日・祝日を除く）
受付　柏原羽曳野藤井寺消防組合
　　　消防本部 ３階 予防課
　　　藤井寺市青山３-613- ８
費用　受講料 3,700 円
問合せ　柏羽藤火災予防協会
　　　　☎ 958-9940

定期救命講習のお知らせ
　今話題の AED（自動体外式除細動
器）の使用方法を含めた応急手当の
講習会です。もしもの時のために、あ
なたも講習会を受講しませんか。

　※各講座時間　13:30 ～16:30
　費用は無料です。受講後に修了証
を発行いたします。人数に制限があり
ますので、必ず電話にて下記までお問
い合わせください。

（柏原羽曳野藤井寺消防組合消防署
  　             　　　　☎ 958-0119）

日時 場所

 ８月 13 日㈯
 陵南の森総合センター  

２階 大広間
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「やさしいエクセル教室」受講者募集　羽曳野 IT サポート会
　表計算ソフト・エクセルのいろいろな機能を学びます。文字入力、マウス操作ができ
る方を対象としたワンステップアップの講座です。多くのサポータがついていますので、
分かりやすいと評判です。

会場　市民会館 ４階 研修室（使用ソフト：Windows7、Excel 2010）
対象　20 歳以上の市民・市内在勤で初心者の方
費用　３回 1,300 円（テキスト代含む）　定員　14 人（応募者多数の場合は、抽選）
申�込　往復はがき往信面の裏面に、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、電話番号（無記

　　入無効）、生年月日、返信面の表面に郵便番号、住所、氏名を明記し、８月10 日㈬
　　必着にて次の住所にご応募ください。

　　　　　　〒 583-8585　羽曳野市誉田４-１-１
　　　　　　羽曳野市社会福祉協議会気付、羽曳野 IT サポート会宛
問合せ　羽曳野 IT サポート会　真銅　☎ 956-2216　携帯 090-8531-6338

「P�C 活用相談会」　パソコン初心者を対象に、毎月第１および第３火曜日の午後から市民
会館で相談会を開催しています。詳しくお知りになりたい方は、お電話ください。

日時 ９月１日㈭ 13:30 ～ 16:30 ９月８日㈭ 13:30 ～ 16:30 ９月 15 日㈭ 13:30 ～ 16:30

内容

 「住所録」の作成－１
  ・データの入力、修正
  ・列幅の調整・行・列の挿入
  ・オートフィル機能

 「住所録」の作成‐２
 ・データの編集・罫線の作成
 ・シート名の変更・シートのコピー、削除

 「お小遣い帳」の作成
 ・計算の基礎・様式作成とデータの入力
 ・計算式の設定・グラフの作成

「救急の日」講演会のお知らせ
　９月９日は「救急の日」、またこの日を含む一週間は救急医療週間と定められています。
　身近な救急に関する話題と、家庭でできる応急手当の習得を目的に今年も救急講
演会を開催いたします。ぜひ、この機会に応急手当とＡＥＤの使い方を覚えましょう。
　多数の方の参加をお待ちしております。 （参加者には粗品を用意しています。）
日時　９月10 日㈯  14:00 ～16:30  場所　柏原羽曳野藤井寺消防組合 ４階 屋内訓練場
内容　（1）藤井寺市医師会医師による救急講演会
　　   （2）応急手当実技講習（ＡＥＤの使用方法を含む）
　   　　  柏原羽曳野藤井寺消防組合救急救命士
　　　※参加費は無料です。
主催　藤井寺市、藤井寺市医師会、柏原羽曳野藤井寺消防組合

平成 23 年度青少年センター定期教室生募集！！

　　　　　　　　　※回数および期間は予定ですので変更する場合があります。	
平成 23 年度青少年センター定期教室の受講生を募集します。		
申込　�青少年センター ２階事務所　※申し込み受け付けは３月から行なっております。定員になりし

だい受け付けを締め切りますので定員状況については青少年センターまでお問い合わせください。 

（電話や FAX での申し込み受け付けはできませんのでご了承ください。）	
　　　※教室の参加費は 1 回目の教室時に持参してください。		
問合せ　青少年センター　古市１-３- ５　☎ 958-0050（月・火休館）		
　　　　社会教育課　内線 4452

教室名 期間 回数 曜日 時間 対象者 定員 参加費
（年会費） その他

現代マナー
（作法）  9･10 月 6 回 土  10:00 ～

　12:00
 中学 1 年～
　35 歳までの男女 10 人 1,000 円 ＊＊＊

着付け ･
飾り結び

11 月～
　2 月 11 回 土  10:00 ～

　12:00
 高校生～
　35 歳までの女性 10 人 1,000 円 ＊＊＊

茶道  9 月～
　12 月 10 回 日  10:00 ～

　12:00
 小学 4 年～
　35 歳までの男女 10 人 1,000 円 お茶代が別途必要

( 月 1,000 円程度 )

聴覚ピアサロン　「薬の飲み方学習会」
　薬の飲み方は間違っていませんか？　食後の薬を飲み忘れた時はどうするのか？ろう
者の薬剤師が解りやすく説明をしてくれます。
日時　９月10 日㈯　13:30 ～15:30　場所　市役所 別館２階 研修室１
対象　聴覚障がい者とその家族　講師　芝田 昌彦氏  薬剤師（聴覚障がい）
費用　無料　　締切　９月５日㈪
問合せ　障害者総合支援センターはる　☎ 957-1607　ＦＡＸ 957-1604

母子家庭の母等のための就業支
援講習会受講生募集のお知らせ
　（社福）大阪府母子寡婦福祉連合会
では、受講生を募集しています。
対象　母子家庭の母および寡婦
申�込　往復はがきに、希望の講座名と

住所、氏名、年齢、職業、電話番号、
志望動機、以前連合会で受講した
講座名、保育の有無を記入の上、往
復はがきで申し込んでください。

　申込期間：８月 22 日㈪～９月 22 日㈭
　（当日消印有効）
　※保育対象は２歳から就学前
　※応募多数の場合は抽選になります。

【医療事務講座（20 人）】
日時　10 月 22 日㈯～平成 24 年
　１月７日㈯　全 11回　土曜日
　10:00 ～16:00
費用　無料　※教材費 9,500 円
会場　ニチイ学館　梅田会場
申込・問合せ　〒 540-0012　
　大阪市中央区谷町５- ４-13
　谷町福祉センター内　
　母子家庭等就業・自立支援センター
　☎ 06-6762-9498

脳いきいき教室　
～いつまでも若 し々く！頭の体操！～
　脳を活性化するプログラムを通じて、
健康の維持・増進をはかっていきます。
内�容　健康チェック・健康ミニ講座・認知

機能トレーニング・軽い運動など
対�象　65 歳以上の方で、体が弱ってき

たと感じている方、認知症の診断・治
療を受けていない方で、４回とも参加
できる方（送迎はありません）

［月曜日コース］　13:00 ～16:00
　10 月17 日・31日、11 月14 日・28 日

［金曜日コース］　13:00 ～16:00
　10 月14 日・28 日、11 月11日･25 日
定員　各コース 35 人　費用　無料
会�場　大阪府立大学 羽曳野キャンパス療

養学習支援センター
申�込　氏名（ふりがな）・住所・電話番号・

希望曜日コース（どちらでも良い方はそ
の旨）記入の上、往復はがきでお申し
込みください。

　〒 583-8555 羽曳野市はびきの 3-7-30 
　大阪府立大学看護学部 在宅看護学分野
締切　８月 31日㈬ 必着　
　（応募者多数の場合は抽選とします）
問合せ　牧野・深山・今川
　☎ 950-2111（代表）
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講　座

広 

告

陵南の森公民館グループ連絡協議会「公開講座」

対象　市内在住、在勤、在学者　費用　両講座 無料
申込　�両講座８月３日㈬～10 日㈬ 10:00 ～17:00 公民館に FAX で申し込み。（FAX

の利用ができない場合は公民館に電話してください。）
　　　※定員になりしだい締め切ります。
　　　※受け付け時には氏名、住所、電話番号、年齢が必要です。
　　　陵南の森公民館　ＦＡＸ 952-2751

教室名 内容 講師 開催日 時間 定員 問合せ

中国語
サークル

中国語が始めてのかた、習った事
がある方にクラス分け学習します。

 1 回のみの受講も可能です。
朱  紅 9 月 1 日・8 日・

15 日・22 日㈭
 18:30 ～
　  20:30 20 人

中国語サークル
梶谷栄喜

☎ 956-1347

気軽にお茶を
飲みません会

おしゃべりしながらお茶を飲むの
を楽しんでいます。
袱紗（フクサ）があればお持ちく
ださい。

中山栄子 8 月 20 日㈯  10:00 ～
　  12:00 10 人

寿雅会
武野千恵子

☎ 952-1596

募生講 受座 講 集（財）羽曳野市施設管理公社
http://www.geocities.jp/hakanrikousha/

   歌声くらぶ　
　 【 市 民 会 館 ☎ 958-2311】　８月９日㈫ 10:00 ～11:30　【石川プラザ☎ 950-2002】 　８月16 日㈫ 14:00 ～15:30

　  【 丹治はやプラザ ☎ 937-2355】　８月 23 日㈫ 14:00 ～15:30　
講師    喜多　光三氏　　費用　500 円（初回の方は、900 円歌集込み）  

市民会館  ☎ 958-2311

MOMO プラザ  ☎ 957-5553

パソコンマスター講座
　パソコンを始めてみたい方や不安をお持ちの方でも自分のペースでわかりやすく

楽しく学んで頂けます。
日時　毎週月・木・土曜日
　　　① 10:00 ～11:20　　　　　　　② 11:30 ～12:50　
　　　③ 14:00 ～15:20（木曜のみ）　　④ 19:30 ～ 20:50（木曜のみ）
講師　NPO 法人きんきうぇぶ　　　　コース　ワード、エクセル、
費用　５回 6,000 円　チケット制　　申込　随時　1 階受付にて

料理教室①②
日時　10:00 ～12:00
　①第２・４土曜日　②第２・４金曜日
講師　①網本 かほる氏
　　　②末吉 明美氏
定員　若干名（女性のみ）
費用　２カ月 6,000 円
申込　市民会館で随時受付

大型ポスター印刷受付中
　店舗内のポスター・入り口看板ポスターなど

○長さ１m 以上巾 30cm または 60cm
○説明できる雛形や印刷データが入ったメモリースティックなどをお持ちください。
○サイズ・書式・枚数などを確認します。   ○使用用紙は普通紙使用・カラー印刷可
○利用料金１ｍあたり200 円（巾関係なく）

　 　 　　

○各講座とも申し込み開始時間の時点で定員を
　超えた場合は抽選となります。

○�定員に満たない場合は先着順で、定員になり
しだい締め切りとさせていただきます。

○申込は本人が直接講座開催館にて、申し込み
　願います。

○受講料は講座を欠席されても返金できません。
　

講座募集にあたって

夏休み手作り教室に参加しませんか（無料）
　牛乳パックをリサイクルし、「手作りはがき」や「手作りしおり」を作って見ませんか。
参加される方は当日、直接会場にお越しください。
日時　８月 20 日㈯　10:00 ～12:00　　場所　クリーンピア 21　２階 工作室
持物　エプロン、クリアファイル、「はがき」や「しおり」にはさむ押し花、木の葉（自由）
問合せ　はびきの生活学校　松谷　☎ 956-6675

陵南の森老人福祉センタークラブ連絡協議会主催

カラオケ入門講座受講生募集
対�象 市内在住の 60 歳以上で、老人

福祉センター使用証をお持ちの方。
 ※�使用証は、陵南の森老人福祉センター

事務所の窓口で交付します。
日時　９月６日・20 日　火曜日　　
　両日10:00 ～12:00
場所　陵南の森老人福祉センター　
　２階 大広間
講師　カラオケ指導者　村井ツヤ子
費用　受講料 600 円（２回分）  
定員　80人
受付　８月 22 日㈪　10:00 ～12:00
　陵南の森総合センター 事務所横
問合せ　陵南の森老人福祉センター　
　クラブ連絡協議会事務局　☎ 952-2751
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「南河内の博物館は面白い！」
 博物館とその周辺の遺跡のパネル展
　文化向上の一環として、大阪南河内
地域にある５つの博物館とその周辺の
遺跡のパネル展を開催し、市民の方々
に少しでも博物館の面白さを感じてい
ただきたいと思います。
場所　市役所本館 1 階 コミュニティスクエア
日時　８月 22 日㈪～８月31日㈬
　土･日曜日は休館　９:00 ～17:00
　（ただし 8 月22 日は11:00 ～17:00）
出�展博物館
   ○大阪府立近つ飛鳥博物館
   ○大阪府立狭山池博物館
   ○堺市立みはら歴史博物館
   ○柏原市歴史資料館
   ○太子町立竹内街道資料館
主催　フィールドミュージアムトーク史遊会
　細見　携帯 080-5328-1137

「大阪産（もん）めぐり」スタンプラリー
　南河内大阪産（もん）めぐり実行委員会では、南河内の農林産物などに親しんでもら
うため、大阪産（もん）を扱う農産物直売所や飲食店、農林関係施設などをめぐってい
ただき、ロゴマーク４枚を集めていただいた方に抽選などで、南河内の大阪産（もん）
などをプレゼントするスタンプラリーを実施します。
　プレゼントは参加店・施設などのペア宿泊券や施設利用券、会席料理、大阪産（もん）
農産物、エコバッグなどです。
　応募用紙は参加店・施設など約 44 カ所や、南河内市町村農林担当課などで入手できます。
　詳しくは、大阪府南河内農と緑の総合事務所ウェブサイトで掲載しています。
問合せ　大阪府南河内農と緑の総合事務所　☎ 0721-25-1131　内線 210　

平成 23 年度夏季企画展「動物大百科－出土品からさぐる動物とのかかわり－」
　当時の人たちは、動物をどのようにとらえていたのでしょか。動物の形の土器や埴輪、
馬具、骨で作られた道具など出土品から、動物とのつきあい方の移りかわりについて
紹介します。

　※企画開催中に「勾玉づくり工房」や古墳時代の動物埴輪のペーパークラフトなどをつくる

　　「こども工作教室」など、子ども向けイベントを開催いたします。

日時　９月４日㈰まで９:45 ～17:00　（展示品受付10:00 ～16:30）
　　　休館日　毎週月曜日（８月15 日は開館）
費用　○観覧料　一般 400 円（320 円）　○ 65 歳以上・高大生 300 円（240 円）
　　　○中学生以下・障がい者手帳のお持ちの方（介護者を含む）は無料。
　　　　　＊（　 ）内は 20人以上の団体料金
問合せ　大阪府立近つ飛鳥博物館　☎ 0721-93-8321

～心 ひとつに～  尺度盆踊り大会
　東日本大震災復興支援目的として、盆踊り大会を開催させて頂きます。
　～心 ひとつに～を合言葉に皆様のご支援ご厚志賜りますようお願い申し上げます。
　当日の募金、また売上金を義援金として被災地へ届けたいと思っております。
　多数の出演者、夜店も出ますのでご家族そろってお越しください。
日時　８月 20 日㈯　19:00 ～ 22:00
場所　コウヨウ土木㈱ 駐車場 （尺度交差点 ジーユー隣） ※ 駐車場はございません。ご了承ください。
出�演　桂 文福、光博社中、おおい大輔、天神ばやしなど出演者多数。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （尺度町会、尺度地車保存会、尺度青年団）

はびきのコロセアム
８月の主な行事予定

日 程 会 場 内 容

３日㈬ サブ
アリーナ 卓球連盟　ウーマンリー大会

７日㈰ メイン
アリーナ 全日本セーフティー空手道選手権大会

８日㈪
９日㈫
10 日㈬

メイン
アリーナ 第 63 回

西日本医科大学総合体育大会
バスケットボール競技サブ

アリーナ

21 日㈰ メイン
アリーナ 卓球連盟　クラブリーグ戦

24 日㈬

メイン
アリーナ 南河内地区中学校総合体育大会

開会式およびバスケットボール・
バレーボール競技サブ

アリーナ

26 日㈮ サブ
アリーナ

卓球連盟　
レイティング大会（ラージボール）

27 日㈯
28 日㈰

メイン
アリーナ 南大阪招待

ミニバスケットボール大会　
羽曳野カップサブ

アリーナ

柔道教室生の募集　
主催　市体育協会柔道部

　平成 24 年度より、羽曳野市の中学
校では武道（柔道・剣道など）が男女
共に必修になります。ぜひこの機会に
柔道をやってみませんか。
日時　毎週火曜日・金曜日　　
　（一方のみでも可） 18:30 ～ 20:00
場所　峰塚中学校 柔道場　 
対象　市内在住の小中学生　 
申込　９月以降の教室の際に随時
そ�の他　見学・体験は随時行っています。

持ち物や月会費などは下記まで
問合せ　高木　☎ 090-8127-4623
　またはスポーツ振興課まで

女性テニス教室受講生募集　

主催 羽曳野市体育協会テニス連盟

　テニスの普及と相互の親睦を目的
に行います。内容はラケットの持ち方
からゲームプレーができるまで直接
指導します。
日時　９月９日～　全 10 回コース　
　毎週金曜日　９:30 ～11:00
会場　羽曳が丘西北テニスコート  
定員　20人（女性）  
費用　9,000 円（保険料含む）
申込　９月２日㈮　10:00 ～11:00
　羽曳が丘西北テニスコートにて
　（会費持参）
問合せ　笹井　☎ 956-1616

第15 回白鳥祭
　毎年恒例の「白鳥祭」を開催します。
日時　８月７日㈰　15:30 ～ 21:30
会場　白鳥会館広場
内容　河内音頭による盆踊り　　　
　　　模擬店ほか
共催　白鳥会　白鳥商店会

▲昨年の「白鳥祭」の様子
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スポーツ

第 26 回羽曳野市ソフトテニス連盟
会長杯大会の参加者募集
日時　９月11日㈰　９:00 ～17:00
　（予備日９月18 日㈰）
会場　市民体育館テニスコート（西浦）
対象　市内在住・在勤・在クラブの高
　校生以上または、連盟が認めた方
部�門　男子1部（高校生以上）
　　　男子２部（40 歳以上）
　　　男子３部（55 歳以上）
　　　女子１部（高校生以上）
　　　女子２部（40 歳以上）
　　　女子３部（55 歳以上）
費�用　1チーム 2,000 円（高校生は

1,500 円）
申込　８月31日㈬までに電話かＦＡＸにて。
　（猪

いのさこ

砂）　☎・ＦＡＸ　956‐4788　
　（渡辺）　携帯 090‐5169‐3089 

平成 23 年度
第１回ソフトテニス大会の結果
　㈶施設管理公社主催のソフトテニ
ス大会が６月５日市民体育館屋外テ
ニスコート（西浦）で開催されました。
結果は次のとおりです。

部門 男子１部リーグ 男子２部リーグ 女子の部

優勝 定常・徳丸ペア 猪砂・藤井ペア 内海・田中ペア

準優勝 樽井・渡辺ペア 竹谷・森下ペア 河埜・東ペア

３位 海江田・前島ペア 前田・喜舎場ペア

平成 23 年度
第１回ヤングシルバー卓球大会の結果
　㈶施設管理公社主催のヤングシル
バー卓球大会が６月８日市民体育館

（西浦）で開催されました。結果は次
のとおりです。

部門 女子１部リーグ 女子２部リーグ

優勝 深水　敬子 林　節子

準優勝 飯田　修子 本庄　朱實

３位 松浦　花子

部門 男子１部リーグ 男子２部リーグ

優勝 行藤　三男 寺岡　茂美

準優勝 宮崎　義勝 島田　米治

３位 信岡　孝明

親子スポーツ教室　参加者募集
日時　９月８日～12 月15 日 毎週木曜日 全 10 回
　　　（９/22・29、10/６・/13、11/3 除く）
　　　Ａクラス　９:30 ～10:10　　Ｂクラス　10:15 ～10:55
　　　Ｃクラス　11:00 ～12:00
会場　コロセアム サブアリーナ （都合によりメインアリーナに変更の場合あり）
対�象　〔Ａ・Ｂクラス〕市内在住で平成 20 年４月２日～平成 21年４月１日生

　　　　　　　　　まれの未就園児１人とその親。
　　　〔Ｃクラス〕市内在住で平成 20 年４月１日までに生まれた未就園児
　　　　　　　　１人とその親が対象。
定員　各クラス 35 組 70人　※ただし、妊婦の方はご参加できません。
費用　Ａ・Ｂクラス　4,000 円    Ｃクラス　5,000 円　（保険料含む）
申込　８月11日㈭　９:00 ～　コロセアムへ直接申込をしてください。
　　　定員になりしだい、受付を終了させていただきます。
　　　※参加費を持参（電話不可・代理可）

パパ・ママも一緒に楽しもう！ 親と子のキッドビクス 参加者募集
　親子で簡単なエアロビクスを通じ、運動神経の発達を促し、繰り返すことを
嫌がらない元気で明るい子どもの育成を目指すと共に、親子のスキンシップを
図ることを目的とします。
日�時　９月７日～12 月14 日の毎週水曜日　合計10 回　
　　　（９/28、10/５・12、11/２・23 を除く）　15:15 ～16:15
会場　コロセアム サブアリーナ （都合によりメインアリーナに変更の場合あり）
対�象　市内在住・在勤の親と平成 17年４月２日～平成 21年４月１日生まれ

　　の子ども（対象年齢内であれば子どもの複数参加可）
　　　※妊婦の方は参加できません。
定員　先着 25 組
費用　4,000 円（保険料含む） 
　　　※子ども複数参加の場合、1人ごとに 2,000 円加算
申込　８月10 日㈬　９:00 ～コロセアムで受付します。
　　　※参加費を持参（電話不可・代理可）

はびきのコロセアム　教室参加者募集　☎ 937-3123   
   http://www.geocities.jp/hakanrikousha/colosseum.html

フットサル教室（後期） 参加者募集
　サッカーをしたことがない方にも分かりやすく指導します。また女の子が多
い場合は女子のクラスを用意します。
日時　９月３日～平成 24 年３月３日  土曜日　全 10 回　
　　　※日程は受け付け時にお知らせします。
　　　○１部　８:30 ～10:00　　○２部　10:15 ～11:45
会場　コロセアム　メインアリーナ　　対象　市内在学中の小学生
定員　○１部　女子10人・男子１～３年生 20人　先着計 30人
　　　○２部　４～６年生クラス各10人　先着計 30人
費用　3,000 円（保険料含む）
申込　８月 20 日㈯　９:00 ～　コロセアムで受付いたします。
　　　※参加費を持参（電話不可・代理可）
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相　談 開　催　日 時　間 会　場 予　約 ・ そ　の　他

法律相談

８月２日 ･ ９日・
16 日 ･23 日 ・

30 日㈫
13:30 〜 16:30

市役所  １階 市民相談室 開催日の前週の金曜日（金曜日が祝日の場合は木曜日）、
９:00 から専用電話にて先着順で予約を受付けます。
専用電話（☎ 957-4000） 
1 日あたり定員８人。相談時間は 20 分。
※初めての相談者を優先とさせていただきます。８月４日・18 日

９月１日㈭ 陵南の森総合センター

行政相談 10 日㈬ 13:00 〜 15:00 市役所  １階 市民相談室 国の仕事に関する要望・苦情・意見や相談について。
予約不要。直接お越しください。

女性相談
（第１・４水曜日）

３日㈬
13:30 〜 16:30

市役所  １階 市民相談室（電話・面接）
夫や恋人からの暴力、女性の体や性に関する悩みなど。
予約は随時受付けます。（☎ 958-1111　内線 1055）

24 日㈬ 陵南の森総合センター（面接のみ）

消費生活相談
毎週㈪㈬㈮
［㈷は除く］

10:00 〜 16:00
※㈬は 15:00 まで

市役所  ２階 消費生活相談室 まずは電話でご相談ください。（☎ 958-1111　内線 2780）

障害者生活相談

毎日

［㈯㈰㈷は除く］

９:00 〜 17:30 障害者総合支援センターはる 身体または知的障がい者の方のご相談、障がい者の就業に関する
ご相談。（☎ 957-1607　 ＦＡＸ 957-1604）

８:45 〜 17:00 地域支援センターばんびーの 18 歳未満の障がい児の方のご相談。（☎ 950-1530　ＦＡＸ 950-1531）

９:00 〜 17:30 支援センターフレンドハウス 精神障がい者の方のご相談。（☎ 953-0519　ＦＡＸ 953-0567）

毎日
［㈯㈰㈷年末年始は除く］

９:00 〜 16:00 相談支援センターホープ 精神障がい者の方のご相談。（☎ 957-2175　FAX 957-2176）

障害者雇用相談 18 日㈭ 13:00 ～ 17:00 市役所別館  １階 相談室 福祉支援課に予約。( ☎ 958-1111　内線 1150　ＦＡＸ 957-1238）

育児相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:00 保健センター まずは電話でご相談ください。（☎ 956-1000）

教育相談 ５日・26 日㈮ 10:00 〜 16:00 青少年児童センター 電話でも相談可能。（☎ 952-0032）

教育相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
10:00 〜 16:00 教育研究所（LIC はびきの内） まずは電話でご相談ください。（☎ 958-7867）

家庭児童相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1250）

ひとり親家庭相談 毎週火・金曜日 ９:00 〜 17:00 市役所別館  子育て支援課 子育て支援課に予約してください。（☎ 958-1111　内線 1224）

育児・子育て・
児童相談

毎日
［㈯㈰㈷は除く］

９:00 〜 17:00
子育て支援センター
ふるいち ・ むかいの

予約不要。直接お越しください。
電話相談はふるいちのみです。 （☎ 958-3308）

総合相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:00 人権文化センター

人権・進路・就労・生活に係る相談。予約不要。電話または直接
お越しください。（地域人権協議会　☎ 937-0860）

若者自立の
ための無料相談

19 日㈮ 14:00 ～ 17:00 市民会館  ３階 第５会議室
まずお電話でご相談ください。

（学校法人神須学園　☎ 0744-44-2055)

心配ごと相談

東部地域
４日㈭

13:00 〜 16:00
市役所別館  ２階 ボランティアセンター

予約不要。直接お越しください。民生委員の皆さんが、あらゆる
ご相談に応じます。（社会福祉協議会　☎ 958-2315）西部地域

25 日㈭
社会福祉協議会 西部事務所

ボランティア相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:30 市役所別館  1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

総合福祉相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:30

市役所別館  1 階 ⑦番窓口 
（社会福祉協議会事務所）

予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

社会福祉協議会 西部事務所 まずは電話でご相談ください。 （☎ 953-8067）

介護相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:30 市役所別館  1 階 ⑦番窓口 

（社会福祉協議会事務所） 予約不要。直接お越しください。電話でも相談可能。 （☎ 958-2315）

学習相談
毎日

［㈷は除く］
９:00 〜 17:00 LIC はびきの  １階 市民大学 （☎ 950-5503･ ＦＡＸ 950-5650) 市民大学ウェブサイトでも受付。

農業相談 16 日㈫ 13:00 〜 16:00 市役所  ２階 農業委員会事務局 前日までに予約。先着３人。（☎ 958-1111　農業委員会事務局まで）

地域就労相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 〜 17:00 地域就労支援センター

（人権文化センター内）

( ☎ 937-0860) または直接お越しください。
※市役所地域就労支援センターでは、ハローワークインターネット
　サービスによる情報提供もしておりますので、ご利用ください。

（羽曳野市地域就労支援センターでは就職斡旋を行なっておりません。）

相　談 開　催　日 時　間 予　約  ・  そ　の　他
青少年相談コーナー

（16～おおむね25歳）
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
９:00 ～ 17:45 大阪府富田林子ども家庭センターでは、中学卒業後の青少年が抱える悩み（対人問題、ひきこもりなど）を

専門の担当者がお受けします。（☎ 0721-25-1172）

青少年本人専用相談
毎日

［㈯㈰㈷は除く］
16:00 〜 22:00 青少年本人からの相談を専門の担当者が☎（06-6946-0003）と E メール（ssl@yso.or.jp）でお受けします。

８月の相談の日程  お気軽にご相談ください（すべて無料です）
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市役所　☎ 958-1111
http://www.city.habikino.lg.jp

市民のページ
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ふじいでら

井寺の「千日まいり」交通規制
　葛井寺では、８月９日㈫に「千日まいり」が行なわれます。

　同日は、参詣者や境内周辺の露店などで賑わいます。
　そのため、藤井寺駅周辺道路は、16:00 ～ 23:00 ま
で交通規制され、自動車、バイクなど（路線バスのみ通
常運行）、通行が禁止されます。
　自転車で参詣される方は「カルタ池跡広場仮設駐輪場」
または「市立藤井寺駅南駐輪場、ブクンダ公園仮設駐輪場」
を利用してください。路上には駐輪しないでください。
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市民の皆さんの趣味の欄です
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　俳句・川柳などジャンルは問いません。なお、初めての方やしばらく掲載していない方を優先
していますので、ご了承ください。また、投稿の際は、ふりがな、住所、電話番号も添えてください。  
※俳句・川柳などにもふりがなをお願いします。
                                    　（あて先）〒583-8585　羽曳野市役所　秘書課広報担当

新舞踊体験講習会
日時　毎週金曜日　13:00 ～
費用　無料
問合せ　音羽　☎ 090-8826-5306

第13 回羽美協公募展　一般出品者募集
（洋画）油彩、水彩、ガッシュ

出品作品　F8 号～ F10 号（１点）
申込　９月13 日㈫ 締め切り
問合せ　秋月　☎ 090-6751-3440

Happy Toy
～ハンドメイド＆アートイベント～
　手づくりいちを開催いたします。　

（入場無料）
日時　８月28日㈰　10:00 ～16:00
場所　LIC はびきの　１階アトリウム
問合せ　ふわふわ工房　☎ 090-1966-8215
　http://blog.livedoor.jp/cafe_honey/

外壁塗装無料講座（要予約）
　一級塗装技能士による外壁塗装で失
敗しないための「業者選び」講座です。
日時　８月４日㈭・９日㈫・22 日㈪
　10:00 ～12:00
場所　LIC はびきの ３階 セミナー室 A
問合せ　主催 南大阪ペイントセンター
　榎本　☎ 072-337-0505
　http://www.my-painter.com/ 

クローバー「手作り市」
　60 店舗の手作り作家さんが出展し
ます。（入場無料）
日時　８月27日㈯　10:00 ～15:00
場所　LIC はびきの １階 アトリウム
問合せ　イベントサークル「クローバー」
　http://968.99hit.com
　中辻　☎ 090-9988-0766
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国際ソロプチミスト大阪みささぎ
匿名
浅田　照次
西野　弘一
玄斎
服部　品子
四ツ葉のクローバーの皆様
羽曳野市環境衛生事業協同組合
西本　妙子
真銅　善夫

 ￥50,000
￥2,000
￥20,000
￥2,000
￥1,000
￥3,000
￥2,000
￥30,000

 電動自転車1台
 ぶどう1.2kg 85箱

善意のご寄付ありがとうございます
（平成 23年 6月）（敬称略）

社会福祉協議会
社協の住民会費にご協力をお願いします

総合福祉センター　１階⑦番
☎958-2315　FAX958-3853
http：//www．hasyakyo．net/
Eメール hasyakyo@alpha.ocn.ne.jp

◆愛の献血にご協力ください

10：00～12：00・13：00～16：30
血液センターからの申し出により400ml献
血限定での受付になります。
献血カードをお持ちの方は、【献血方法別の
次回献血可能日】をご確認ください。
★献血していただける年齢が拡大されてい
　ます
　男性に限り17歳以上から400ml献血をして
いただけます。（体重50kg以上の方）
※本人確認のため、受付時に身分証明書  
　（免許証・保険証など）の提示をお願いす
　る場合があります。

　夏は献血者が減少し、血液が不足します。
みなさまのご理解とご協力をお願いいたしま
す。

8月 5日（金）

9月 9日（金）
10月 7日（金）

LICはびきの
（羽曳野ライオンズクラブ共催）
ミートプラザ
羽曳野市役所

飛鳥の真銅善夫様よ
り今年もぶどう85箱
をご寄付いただき、
市内施設に配布させ
ていただきました。

国際ソロプチミスト
大阪みささぎ様よ
り、福祉のためにと
50,000円のご寄付
をいただきました。

◆ベビっこひろば

問合せ ベビーハウス社協☎930-0240
　８月の「ベビっこひろば」はお休みです。

第15回手芸ボランティア
「手づくり」による手芸教室

アメリカンフラワーでテッセン
を作ります♪
8月23日（火）13：00～１４：30
（受付は12：30～）
総合福祉センター2階　研修室
30人
往復はがきにて受付します
①住所　②氏名　③電話番号
④年齢　⑤これまでの参加回数
以上を明記の上、社会福祉協議
会までお申し込みください！
8月9日（火）消印有効
60歳以上の羽曳野市在住の方
はさみ、ピンセット、文房具
500円（材料費）
羽曳野市社会福祉協議会

【内　容】

【日　時】

【場　所】
【人　数】
【応募方法】

【申込期間】
【対　象】
【準備物】
【参加費】
【申　込】

〒583-8585　
羽曳野市誉田
4-1-1
☎958-2315

こちら羽曳野けいさつ署 誉田4-2-1　☎952-1234

　夏休みは気がゆるみやすく、解放感から子どもが非行に走りやすい時期と言われています。
家庭で・地域で子どもたちを見守り、夜遊びや喫煙など非行の兆しを見逃さないことが大切です。

◎家庭では！
日頃から子どもとコミュニケーションをとりましょう。
話し合える環境をつくりましょう。
◎地域では！
積極的な「あいさつ・声かけ」運動を実施し、地域で
見守っていることを子どもたちに意識させましょう。

○平成23年度大阪府警察官（巡査）第2回採用選考
7月1日（金）から8月10日（水）まで
・第一次　9月18日（日）　・第二次　10月上旬
12月中旬
平成24年3月31日現在18歳以上30歳以下の方
（昭和56年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた方）

申込受付
選 考 日
合格発表
受験対象者

○問合せ
大阪府警察本部内
（大阪府警察官採用センター）
フリーダイヤル 0120-370-314

大阪府警察官募集
～正義感　使命感　を持った　あなたを求む～

防ごう！少年非行！犯罪被害！防ごう！少年非行！犯罪被害！

地域社会が一体となった少年非行・犯罪被害の防止
　出会い系サイトなどのインターネット環境を利用し、児童
ポルノや児童買春などの心身に有害な影響を与え、健全な
育成を大きく阻害する福祉犯の被害に遭う女子中高生が増
えています。

悪質な福祉犯から少年を守ろう

～なにげなく　のぞくサイトに　落とし穴～

●大阪府警察では、大阪府、大阪府教育委員会と連携して「非行防止・犯罪被害防止教室」を行なっています。
●原則として、警察署は6年生を中心に学年単位で実施し、少年サポートセンター（大阪府警察・大阪府・大阪府教育
　委員会）は5年生を中心に学級単位で実施します。

申し込み、お問い合わせは最寄りの警察署少年係または少年サポートセンターまで!

『非行防止・犯罪被害防止教室』ご存知ですか？

お子さんの携帯電話・パソコンには
フィルタリングサービスを活用しましょう

夏は危険な誘惑がいっぱい！
地域社会が一体となった少年非行・犯罪被害の防止
～見てないで　さしのべてあげて　あなたの手～
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1　　　

2　　　
2～8
8

　

平
成
23
年
第
2
回
定
例
会
報
告

　

一
般
質
問
・
委
員
会
報
告
等

　

平
成
23
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
３
日

か
ら
６
月
29
日
ま
で
27
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
や
外
郭
団
体
の
決
算
・
予
算
報
告

等
18
件
の
報
告
、
ま
た
、
平
成
23
年
度
一
般

会
計
や
各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
な
ど
８
件

の
議
案
と
２
件
の
意
見
書
案
な
ど
の
審
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
12
名
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
、
そ
れ
ら
の
内
容
や
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査
内
容
等
に
つ
い

て
報
告
し
ま
す
。

○
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

　

下
水
道
条
例
及
び
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

○
各
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
を
承
認

　

平
成
22
年
度
分
で
は
一
般
会
計
他
４
件
の
特
別

会
計
の
補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
報
告
が
あ
り
、

承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
の
報
告
に
つ
い
て
も
承
認
し
ま
し
た
。

○
平
成
23
年
度
各
補
正
予
算
を
可
決

　

一
般
会
計
で
は
、
補
正
２
号
が
上
程
さ

れ
、
７
５
７
５
万
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額

３
７
６
億
３
０
３
９
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
財
産
区
と
公
共
下
水
道
の
特
別
会
計
の
各
補

正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

6
月
定
例
会

議
案
審
議

５
月
27
日
（
金
）
○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

６
月
３
日
（
金
）
○
本
会
議
第
１
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

・
議
案
審
議

６
月
13
日
（
月
）
○
本
会
議
第
２
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

 

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

　
　
　
　
　
　
　

○
幹
事
長
会
議

６
月
14
日
（
火
）
○
本
会
議
第
３
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

・
一
般
質
問
（
６
議
員
質
問
）

６
月
20
日
（
月
）
○
総
務
文
教
常
任
委
員
会

６
月
22
日
（
水
）
○
民
生
産
業
常
任
委
員
協
議
会

６
月
23
日
（
木
）
○
建
設
企
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

○
建
設
企
業
常
任
委
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

○
広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

６
月
29
日
（
水
）
○
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

○
本
会
議
第
４
日
目

　
　
　
　
　
　
　
　

・
委
員
長
報
告
等

　
　
　
　
　
　
　
　

・
追
加
議
案
審
議

　
　
　
　
　
　
　

○
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

○
報
告
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
被
災
地
支
援
の
報
告
）

定
例
会
の
あ
ゆ
み

○
意
見
書
案
を
可
決

　
「
公
立
学
校
施
設
に
お
け
る
防
災
機
能
の
整

備
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
及
び
「
原
発

災
害
か
ら
の
救
援
、
復
旧
・
復
興
を
求
め
る

意
見
書
」
を
可
決
し
ま
し
た
。

編
集
委
員
会
よ
り

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
、
今

定
例
会
の
各
議
員
の
一
般
質
問
で
は
当

市
の
防
災
体
制
に
対
す
る
質
疑
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
当
議
会
だ
よ
り
に
お
い

て
も
通
常
の
裏
表
紙
の
ペ
ー
ジ
を
危
機

管
理
室
に
お
渡
し
し
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
防
災
意
識
の
向
上
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

ま
だ
暑
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
水

分
補
給
を
欠
か
さ
ず
熱
中
症
等
に
十
分

ご
留
意
さ
れ
、
皆
さ
ま
が
健
康
に
お
過

ご
し
さ
れ
ま
す
事
を
心
よ
り
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

《
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
》

　

田
仲　

基
一　
　

金
銅　

宏
親

　

秋
田　

栄
一　
　

松
村　

尚
子

　

嶋
田　
　

丘　
　

笹
井
喜
世
子

　

岩
田
賢
二
郎

議
会
映
像
（
録
画
）
の
配
信
を

開
始
し
ま
し
た

　

羽
曳
野
市
議
会
で
は
、
平
成
23
年

第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）
か
ら
、

市
議
会
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

映
像
配
信（
録
画
）を
開
始
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
や
各
議
員
に
よ
る
一
般

質
問
な
ど
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

映
像
配
信
サ
イ
ト
へ
は
、
羽
曳
野

市
議
会
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
議

会
映
像
配
信
（
録
画
）」
を
ク
リ
ッ
ク

し
て
く
だ
さ
い
。

1
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案　
　
　
　
　

件

結　

果

22

○
地
方
自
治
法
第
180
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
2
1
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
2
1
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
2
1
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
2
2
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
））

○
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て（
平
成
2
1
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
予
算
）

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
継
続
費
の
予
算
繰
越
し
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
羽
曳
野
市
土
地
開
発
公
社
の
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
土
地
開
発
公
社
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
財
団
法
人
羽
曳
野
市
施
設
管
理
公
社
の
事
業
状
況
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
財
団
法
人
羽
曳
野
市
施
設
管
理
公
社
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
有
限
会
社
は
び
き
の
エ
ル
・
エ
ス
の
事
業
状
況
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
有
限
会
社
は
び
き
の
エ
ル
・
エ
ス
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
21
年
度
株
式
会
社
み
の
り
の
里
の
事
業
状
況
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
株
式
会
社
み
の
り
の
里
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
係
る
同
意
に
つ
い
て

○
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
立
羽
曳
野
中
学
校
）

○
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
立
恵
我
之
荘
小
学
校
）

○
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
立
羽
曳
が
丘
小
学
校
）

○
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
立
白
鳥
小
学
校
）

○
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
立
古
市
小
学
校
）

○
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
立
高
鷲
小
学
校
）

○
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
立
高
鷲
中
学
校
）

○
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
立
古
市
南
小
学
校
）

○
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
立
丹
比
小
学
校
）

○
調
停
の
申
立
て
に
つ
い
て

○
職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
立
保
育
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
立
グ
レ
ー
プ
ヒ
ル
ス
ポ
ー
ツ
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
立
高
鷲
南
中
学
校
）

○
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
立
高
鷲
南
小
学
校
）

○
羽
曳
野
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
発
達
障
が
い
や
、そ
の
他
文
字
を
認
識
す
る
こ
と
に
困
難
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
教
科
書  

　

の
普
及
促
進
を
求
め
る
意
見
書

○
口
蹄
疫
対
策
を
求
め
る
意
見
書

○
女
性
特
有
の
が
ん
対
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

意見書
報告

議提

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

報
告

承
認（
全
会
一
致
）

承
認（
全
会
一
致
）

承
認（
賛
成
多
数
）

承
認（
全
会
一
致
）

承
認（
全
会
一
致
）

承
認（
全
会
一
致
）

承
認（
全
会
一
致
）

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報
告

報　　　告 議　　　案意見書
○
羽
曳
野
市
立
埴
生
幼
稚
園
園
舎
移
転
改
築
工
事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

○
町
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

○
羽
曳
野
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

○
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

○
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

○
地
方
自
治
法
第
180
条
の
規
定
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
羽
曳
野
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
健
康
ふ
れ
あ
い
の
郷
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
））

○
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て（
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
））

○
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て（
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
予
算
）

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
水
道
事
業
会
計
継
続
費
の
予
算
繰
越
し
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
羽
曳
野
市
土
地
開
発
公
社
の
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
土
地
開
発
公
社
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
財
団
法
人
羽
曳
野
市
施
設
管
理
公
社
の
事
業
状
況
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
23
年
度
財
団
法
人
羽
曳
野
市
施
設
管
理
公
社
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
有
限
会
社
は
び
き
の
エ
ル
・
エ
ス
の
事
業
状
況
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
23
年
度
有
限
会
社
は
び
き
の
エ
ル
・
エ
ス
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
株
式
会
社
み
の
り
の
里
の
事
業
状
況
及
び
決
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
23
年
度
株
式
会
社
み
の
り
の
里
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告
に
つ
い
て

○
公
立
学
校
施
設
に
お
け
る
防
災
機
能
の
整
備
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

○
原
発
災
害
か
ら
の
救
援
、復
旧
・
復
興
を
求
め
る
意
見
書

可
決（
全
会
一
致
）

可
決（
全
会
一
致
）

推薦

○
羽
曳
野
市
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

推
薦

一
般
質
問

笹
井
　
喜
世
子
（
日
本
共
産
党
）

《
原
発
行
政
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
を
》

●
質
問　

福
島
原
発
事
故
は
、
現
在
も
収
束

の
め
ど
も
全
く
立
た
ず
、
放
射
能
被
害
は
広

が
る
一
方
で
あ
る
。
原
発
の
安
全
神
話
は
崩

れ
去
り
、
歴
代
政
府
や
電
力
会
社
の
責
任
は

免
れ
な
い
。
原
発
事
故
の
被
害
状
況
や
被
災

者
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
中
、
日
本
で
も

世
界
で
も
原
発
縮
減
、
廃
止
を
求
め
る
声
が

急
増
し
て
い
る
。
こ
の
事
故
を
契
機
に
①
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
原
発
か
ら
撤
退
し
、

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
大
転
換
す
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
考
え
は
②
原
発
か
ら
撤
退
す

る
手
段
と
し
て
「
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・

大
量
廃
棄
」
と
い
う
社
会
の
あ
り
か
た
を
根

本
的
に
見
直
す
べ
き
で
あ
る
が
考
え
は
③
本

市
へ
の
影
響
と
省
エ
ネ
の
取
り
組
み
は
。

●
市
長　

①
原
発
を
含
め
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
も
の
で
、
国

策
と
し
て
進
め
た
責
任
上
し
っ
か
り
と
や
る

べ
き
。
今
年
度
建
設
す
る
「（
仮
称
）
緑
と
市

民
の
協
働
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
で
市
の
将
来

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
テ
ー
マ
館
と
し
た
い
。

●
答
弁　

②
節
電
の
取
り
組
み
が
長
期
に
継

続
さ
れ
れ
ば
、
社
会
の
あ
り
方
の
見
直
し
に

も
つ
な
が
っ
て
く
る
。
府
下
の
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
適
切
な
対
応
を
は
か
っ
て
い
く
。

③
放
射
線
量
の
影
響
は
大
阪
市
東
成
区
に
お

い
て
常
時
監
視
さ
れ
て
お
り
異
常
な
数
値
は

観
測
さ
れ
て
い
な
い
。
上
水
に
も
異
常
な
放

射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
ず
、
影
響
は
な
い
。

節
電
対
策
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
入
れ
替
え
や
公

共
施
設
設
置
の
自
販
機
に
つ
い
て
２
割
程
度

削
減
を
考
え
て
い
る
。

●
意
見　

今
回
の
原
発
事
故
は
人
災
で
あ
り

原
発
反
対
が
賛
成
を
上
回
る
中
、
今
こ
そ
社

会
全
体
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
議
論
す
べ

き
。
民
意
で
原
発
ゼ
ロ
に
し
、
自
然
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
大
き
な
転
換
を
は
か
る
た
め

に
も
市
が
国
に
強
く
求
め
る
べ
き
。
そ
し
て

羽
曳
野
市
独
自
で
も
放
射
線
量
を
測
定
す
る

な
ど
危
機
管
理
体
制
を
つ
く
る
よ
う
要
望
。

《
地
デ
ジ
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
切
り
替
え

期
日
が
迫
っ
て
き
た
が
放
送
事
業
者
の
準
備

状
況
は
い
ま
だ
に
１
０
０
％
で
は
な
い
。
羽

曳
野
市
で
の
進
捗
状
況
と
対
策
は
。
①
Ｎ
Ｈ

Ｋ
受
信
免
除
世
帯
や
住
民
税
非
課
税
世
帯
に

つ
い
て
②
市
の
公
共
施
設
が
原
因
の
電
波
障

害
世
帯
に
つ
い
て
③
地
デ
ジ
受
信
ア
ン
テ
ナ

で
受
信
で
き
な
い
新
た
な
難
視
聴
地
域
の
状

況
は
④
高
齢
者
へ
の
対
策
は
。

●
答
弁　

①
今
年
５
月
末
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

免
除
世
帯
の
申
込
み
は
１
２
４
０
件
で
支
援

完
了
数
は
１
１
４
５
件
。
市
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
申
込
み
は
50
件
で
支
援
完
了
数
は
46

件
。
申
し
込
み
世
帯
に
は
支
援
が
間
に
合
う
。

実
施
さ
れ
て
き
た
国
の
支
援
措
置
は
未
定
だ

が
、
状
況
を
踏
ま
え
て
国
が
判
断
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
ま
た
、
６
月
27
日
か
ら
８
月
23

日
ま
で
市
役
所
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

し
対
応
す
る
。
②
対
策
は
完
了
し
た
。
助
成
金

支
給
対
象
は
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。
③
本

市
で
は
基
本
的
に
な
い
。
④
総
務
省
支
援
セ

ン
タ
ー
も
高
齢
者
中
心
に
対
応
を
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
今
後
も
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、

市
と
し
て
で
き
る
限
り
の
対
応
を
し
て
い
く
。

●
要
望　

本
市
で
も
受
信
障
害
の
申
し
出
が

あ
る
と
こ
ろ
も
１
０
０
％
完
了
し
て
い
な

い
。
今
後
国
に
向
け
、
支
援
策
は
期
日
が
過

ぎ
て
も
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
、
ま
た
テ

レ
ビ
難
民
を
生
み
出
さ
な
い
よ
う
ア
ナ
ロ
グ

放
送
の
延
長
を
求
め
て
い
く
よ
う
強
く
要
望

す
る
。
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秋
田
栄
一
（
公
明
党
）

《
地
域
防
災
対
策
に
つ
い
て
》

●
質
問　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
強
く
決
意
を
し
た
。
ま
ず

必
要
な
こ
と
は
、
地
域
防
災
計
画
の
抜
本
的

な
見
直
し
で
あ
る
。
想
定
外
の
災
害
に
ど
う

備
え
て
い
る
か
。
堤
防
の
整
備
強
化
な
ど
ハ

ー
ド
対
策
で
は
大
阪
府
や
国
に
強
く
要
望
し

て
い
く
事
が
必
要
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
対
策
で

は
市
と
し
て
避
難
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と

が
最
も
重
要
だ
と
考
え
る
。
以
上
を
踏
ま
え

て
、
①
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
検
討
と
避

難
場
所
の
再
検
討
、
②
仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い

て
、
③
小
・
中
学
校
防
災
教
育
（
訓
練
）
に

つ
い
て
。

●
答
弁　

①
今
後
、
国
の
中
央
防
災
会
議
を

経
て
、
大
阪
府
や
流
域
市
町
村
と
調
査
を
行

い
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
浸

水
想
定
地
域
を
検
討
し
、
避
難
方
向
や
避

難
所
な
ど
の
見
直
し
や
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

に
つ
い
て
も
国
や
大
阪
府
が
行
う
地
質
調
査

等
の
結
果
を
踏
ま
え
見
直
し
を
図
り
、
市

民
に
公
表
す
る
。
②
仮
設
ト
イ
レ
は
現
在

1
2
6
0
個
保
有
し
て
お
り
、
各
避
難
所
に

備
蓄
し
て
い
る
。
今
後
、
市
内
公
共
施
設
の

処
理
槽
や
下
水
の
マ
ン
ホ
ー
ル
等
の
調
査
も

行
い
使
用
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。
③
防
災

教
育
の
現
状
に
つ
い
て
、
本
市
で
は
各
学
校

に
対
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
事
象
に
対
応
す

る
た
め
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
を

義
務
付
け
て
お
り
、
教
職
員
と
園
児
・
児
童
・

生
徒
に
周
知
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
後

は
特
に
地
震
対
策
に
重
点
を
置
い
た
実
践
的

な
避
難
訓
練
の
実
施
を
指
示
し
た
。
そ
の
際
、

大
地
震
に
伴
う
大
津
波
で
多
数
の
死
者
が
出

て
い
る
岩
手
県
釜
石
市
で
市
内
の
小
・
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
約
３
千
人
の
避
難
率
が
ほ

ぼ
1
0
0
％
に
近
く
、
全
員
が
無
事
で
あ
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
学
校
が
実
践
的
な
避
難

訓
練
な
ど
を
徹
底
し
て
取
り
組
ん
だ
成
果
で

あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
頼

る
の
で
は
な
く
て
、
正
確
な
現
状
把
握
と
的

確
な
状
況
判
断
が
子
供
の
命
を
守
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
こ
と
を
訓
練
を
通
じ
て
学
ぶ
こ

と
を
指
示
し
た
。
今
後
と
も
、
学
校
が
子
供

た
ち
に
と
っ
て
本
当
に
安
全
な
場
所
で
あ
り

続
け
る
た
め
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

●
要
望　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

に
当
た
っ
て
は
徹
底
し
て
地
元
住
民
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
生
き
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

へ
と
作
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

避
難
場
所
の
再
検
討
に
つ
い
て
も
、
洪
水
の

場
合
、
小
・
中
学
校
の
体
育
館
で
本
当
に
安

全
な
の
か
、
例
え
ば
、
校
舎
の
３
階
ま
で
逃

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と

か
、
地
元
地
域
の
最
悪
の
場
合
を
考
え
て
具

体
的
に
検
討
願
い
た
い
。
ま
た
、
大
災
害
が

起
こ
っ
た
と
き
に
は
、
よ
り
詳
し
い
、
正
確

な
情
報
が
住
民
に
伝
わ
る
の
か
が
災
害
か
ら

市
民
を
守
る
重
大
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考

え
る
。
適
切
な
通
信
手
段
の
活
用
を
図
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。
今
回
の
大
震
災
で
、
尊
い

命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
皆
様
方
の
思
い
に
報
い

て
い
く
た
め
に
も
、
よ
り
安
全
な
防
災
対
策

を
整
備
す
る
こ
と
が
我
々
の
使
命
だ
と
考
え

る
。
羽
曳
野
市
民
が
一
人
た
り
と
も
災
害
で

命
を
な
く
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

と
し
た
防
災
計
画
の
作
成
を
要
望
す
る
。

田
仲
基
一
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

●
質
問　

緊
急
地
震
速
報
の
活
用
に
つ
い
て
、

た
と
え
10
秒
、
20
秒
で
も
事
前
に
身
構
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
地
震
発

生
時
に
生
命
を
守
る
初
期
防
災
に
決
定
的
な

効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
の
緊
急
地
震
速

報
に
つ
い
て
聞
く
。

●
答
弁　

本
年
３
月
末
に
緊
急
地
震
速
報
の

受
信
機
を
危
機
管
理
室
内
に
設
置
し
た
。
受
信

情
報
に
つ
い
て
は
音
声
に
よ
り
、
市
内
25
カ
所

に
設
置
し
て
い
る
ス
ピ
ー
カ
ー
つ
き
防
災
行

政
無
線
よ
り
放
送
が
行
え
る
。
今
回
の
大
地
震

を
受
け
て
避
難
訓
練
等
の
促
進
を
庁
内
会
議

で
検
討
し
、
連
合
区
長
会
と
の
調
整
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

●
要
望　

国
家
的
災
害
に
直
面
し
、
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
の
無
念
を
い
や
す
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
こ
れ
を
教
訓
に
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い

国
、
国
土
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
世
界
に
類
の
な
い
技
術
、
緊
急
地
震
速

報
の
活
用
を
通
じ
て
、
市
民
の
安
全
を
守
り
、

ま
た
防
災
意
識
の
向
上
に
資
す
る
た
め
に
も
、

全
市
を
挙
げ
て
の
防
災
訓
練
の
実
施
を
強
く

要
望
す
る
。

●
質
問　

中
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
６
年
間
一

貫
し
て
中
学
校
で
の
給
食
実
施
を
訴
え
て
き

た
が
、
府
は
今
後
５
年
間
2
4
6
億
円
の
予
算

を
計
上
す
る
。
よ
う
や
く
山
が
動
き
出
し
た
。

そ
れ
を
受
け
、
当
市
は
ど
う
実
施
す
る
の
か
。

●
市
長　

ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
の
導
入
を
決
定

し
た
。
来
年
４
月
か
ら
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
ぜ

ひ
実
施
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
の
観

点
か
ら
当
面
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
制
度
の
早

期
導
入
、
そ
し
て
給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
か
え
時

に
は
セ
ン
タ
ー
制
度
に
よ
る
給
食
制
度
の
定

着
と
、
２
段
構
え
で
遂
行
を
要
望
す
る
。

●
質
問　

府
の
観
光
関
連
団
体
「
大
阪
フ
ィ
ル

ム
カ
ウ
ン
シ
ル
」
と
の
連
携
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

ロ
ケ
地
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
知

名
度
の
向
上
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
映

像
発
信
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
地
域
の

活
性
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
ふ
さ
わ

し
い
候
補
地
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
登
録
や

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

近
隣
で
は
河
内
長
野
市
役
所
が
韓
国

ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
に
使
用
さ
れ
た
。
フ
ィ
ル
ム
カ

ウ
ン
シ
ル
が
関
わ
っ
た
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
こ
れ

ま
で
累
計
千
件
を
超
え
て
い
る
。
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
び

き
の
ホ
ー
ル
Ｍ
な
ど
を
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
力
施

設
に
登
録
し
、
民
間
に
対
し
て
も
情
報
提
供
で

き
る
体
制
を
つ
く
り
、
テ
レ
ビ
、
ス
ク
リ
ー
ン

を
通
し
て
羽
曳
野
の
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る
夢

の
あ
る
政
策
を
要
望
す
る
。

●
質
問　

観
光
案
内
所
の
整
備
と
モ
バ
イ
ル
版

観
光
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
作
成
に
つ
い
て
、
古
市

駅
前
の
観
光
案
内
所
の
計
画
と
、
他
の
駅
と
の

連
携
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
、
ま
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ

機
能
付
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
活

用
し
た
観
光
案
内
を
提
案
す
る
。

●
答
弁　

古
市
駅
東
広
場
南
西
部
に
施
設
を
予

定
し
て
お
り
、
観
光
振
興
の
拠
点
と
な
る
よ
う

地
域
の
方
々
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
本

市
に
は
５
つ
の
駅
と
道
の
駅
が
あ
る
。
そ
れ
ら

を
連
携
し
た
情
報
発
信
を
検
討
し
た
い
。
ま
た

新
た
な
観
光
施
策
、
多
機
能
携
帯
電
話
を
利
用

し
た
観
光
案
内
に
つ
い
て
は
、
歴
史
資
産
の
案

内
、
地
元
商
店
の
情
報
な
ど
様
々
な
利
用
方
法

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

加
速
度
的
に
普
及
し
て
い
る
モ
バ
イ

ル
情
報
端
末
を
活
用
し
た
様
々
な
情
報
発
信
を

商
工
会
等
と
連
携
し
て
の
実
施
を
要
望
す
る
。
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嶋
田
　
丘
（
日
本
共
産
党
）

《
中
学
校
給
食
は
、
待
っ
た
な
し
の
課
題
》

●
質
問　

教
育
委
員
会
の
中
学
校
給
食
に
対

す
る
認
識
が
、「
家
庭
の
手
作
り
弁
当
を
基

本
に
考
え
て
い
る
」
と
か
、「
公
共
団
体
の

責
任
な
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
と

し
て
、
考
え
が
後
退
し
て
き
て
い
る
。
中
学

校
給
食
を
は
じ
め
学
校
給
食
に
対
す
る
教
育

委
員
会
の
ス
タ
ン
ス
は
ど
こ
に
置
い
て
い
る

の
か
。

●
答
弁　

ス
タ
ン
ス
は
、
学
校
給
食
法
の
第

１
条
で
学
校
給
食
の
普
及
充
実
及
び
学
校
に

お
け
る
食
育
の
推
進
を
図
る
と
い
う
目
的
や

第
４
条
の
小
学
校
設
置
者
が
給
食
を
実
施
さ

れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
示
さ

れ
た
努
力
義
務
な
ど
、
学
校
給
食
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
て
い
る
。

●
質
問　

学
校
給
食
法
は
、
子
ど
も
の
心
身

の
健
康
な
発
達
を
保
障
す
る
観
点
か
ら
制
定

さ
れ
た
。
そ
れ
は
憲
法
25
条
の
国
民
の
健
康

権
、
生
存
権
を
具
現
化
す
る
法
律
で
、
学
校

給
食
が
単
な
る
食
事
の
提
供
で
な
く
、
食
の

教
育
と
し
て
確
立
さ
れ
、
今
日
ま
で
続
い
て

い
る
。
教
育
委
員
会
の
ス
タ
ン
ス
は
。
こ
こ

か
ら
ブ
レ
て
い
な
い
の
か
。

●
答
弁　

ブ
レ
て
は
い
な
い
。
給
食
に
つ
い

て
は
食
育
と
給
食
の
関
係
を
一
か
ら
考
え
て

い
こ
う
と
い
う
観
点
だ
。

●
質
問　

学
校
給
食
の
意
義
や
食
の
教
育
と

し
て
給
食
と
い
う
ス
タ
ン
ス
な
ら
必
然
的
に

中
学
校
給
食
の
実
施
に
行
き
着
く
が
、
中
学

校
給
食
に
は
非
常
に
消
極
的
で
は
な
い
の
か
。

●
答
弁　

中
学
校
給
食
の
実
施
は
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
、
選
択
制
の
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ

を
全
中
学
校
に
お
い
て
開
始
す
る
こ
と
が
現

状
で
考
え
得
る
よ
り
よ
い
方
法
だ
と
思
う
。

●
意
見　

給
食
は
食
事
の
提
供
で
な
く
食
教

育
と
し
て
の
給
食
が
根
本
。
人
間
の
心
身
の

健
康
な
発
達
を
目
指
し
、
民
主
的
な
主
権
者

に
自
己
形
成
で
き
る
中
学
校
給
食
の
実
施
を
。

《
羽
曳
が
丘
幼
稚
園
の
移
転
場
所
は
合
意
を
》

●
質
問　

移
転
場
所
が
小
学
校
の
北
側
校
舎

横
と
い
う
こ
と
。
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
検
討

し
た
と
い
う
が
、ど
ん
な
角
度
か
ら
検
討
し
、

場
所
を
選
定
し
た
の
か
、
そ
の
根
拠
は
。

●
答
弁　

学
校
内
の
連
携
や
外
部
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
な
ど
を
考
え
て
場
所
を
選
定
し
た
。

●
質
問　

P
T
A
や
教
職
員
、
地
域
住
民
な

ど
関
係
者
に
対
し
、
意
見
を
聞
い
た
の
か
。

●
答
弁　

案
を
作
成
し
て
い
る
段
階
で
あ

る
。
関
係
者
の
同
意
を
得
ら
れ
る
案
を
作
成

す
る
こ
と
に
専
念
し
て
い
る
。

●
意
見　

案
を
作
成
す
る
段
階
か
ら
教
職
員

な
ど
関
係
者
の
意
向
を
調
査
す
べ
き
。
移
転

場
所
に
つ
い
て
は
白
紙
に
戻
し
、
教
育
的
な

観
点
か
ら
検
討
し
直
す
べ
き
。

《「
君
が
代
」起
立
条
例
の
撤
回
を
要
求
せ
よ
》

●
質
問　

橋
下
知
事
と
「
維
新
の
会
」
の

「
君
が
代
」
起
立
条
例
は
、
起
立
を
強
制
す

る
こ
と
で
教
育
に
な
じ
ま
な
い
ば
か
り
で
な

く
、
思
想
及
び
良
心
を
踏
み
に
じ
る
結
果
と

な
る
。

●
答
弁　

教
育
行
政
に
お
け
る
国
や
都
道
府

県
の
関
与
は
、
指
導
、
助
言
と
い
っ
た
非
権

力
的
な
関
与
に
よ
る
べ
き
も
の
。
指
導
や
助

言
が
有
効
か
つ
適
切
と
考
え
る
。

●
意
見　

日
本
国
憲
法
は
、
少
数
者
の
思
想

及
び
良
心
を
多
数
者
の
そ
れ
と
等
し
く
尊
重

し
合
う
こ
と
、
そ
し
て
思
想
及
び
良
心
の
核

心
に
反
す
る
行
為
を
行
う
こ
と
、
強
制
す
る

こ
と
を
許
容
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
教
育
の

発
展
は
自
由
な
発
想
と
違
い
を
認
め
、
尊
重

し
合
う
中
で
こ
そ
発
展
し
て
い
く
も
の
。
内

面
ま
で
立
ち
入
っ
て
条
例
で
縛
る
こ
と
、
こ

れ
は
決
し
て
教
育
と
い
え
な
い
。
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若
林
信
一
（
日
本
共
産
党
）

《
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
、
安
心
・
安
全
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
》

●
質
問　

日
本
共
産
党
は
国
へ
の
対
応
と
と

も
に
、
５
月
24
日
に
市
長
に
安
心
・
安
全
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
緊
急
提
案
を
し

て
き
た
が
、
そ
の
中
で
、
災
害
時
に
援
護
を

必
要
と
す
る
人
達
へ
の
防
災
強
化
に
つ
い

て
、
土
石
流
・
地
す
べ
り
や
浸
水
が
予
測
さ

れ
る
地
域
で
の
対
策
強
化
、
飲
料
水
の
供
給

体
制
は
ど
う
な
の
か
。

●
答
弁　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
と
耐
震

改
修
助
成
は
条
件
に
合
え
ば
誰
で
も
助
成
が

受
け
ら
れ
る
。
耐
震
診
断
が
１
件
４
万
５
千

円
、
耐
震
改
修
が
補
助
限
度
額
40
万
円
、
低

所
得
者
は
60
万
円
。
火
災
警
報
器
は
９
割
助

成
で
基
準
金
額
は
障
害
者
が
１
万
５
５
０
０

円
、
高
齢
者
は
１
万
円
で
、
今
後
は
複
数
個

の
購
入
が
可
能
。
町
会
自
治
会
や
自
主
防
災

組
織
か
ら
の
要
請
に
よ
る
要
援
護
者
名
簿
は

本
人
の
同
意
を
得
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
今
回
の
大
地
震
を
受
け
て
、
我
が
家
の

防
災
メ
モ
等
に
つ
い
て
広
報
紙
を
活
用
し
配

布
す
る
。
避
難
看
板
は
増
設
し
て
い
る
。
飲

料
水
の
供
給
体
制
は
、
市
民
一
人
当
た
り
被

災
後
３
日
間
は
３
ℓ
、
15
日
以
降
は
災
害
前

に
近
い
水
量
の
使
用
と
な
る
。
避
難
所
と
し

て
指
定
し
て
い
る
学
校
施
設
等
は
貯
水
槽
が

存
在
し
水
は
最
低
限
確
保
で
き
る
。

●
市
長　

今
後
必
要
な
防
災
事
業
を
進
め
る

た
め
の
補
助
の
増
額
は
、
大
阪
府
や
国
に
対

し
今
後
と
も
要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

要
援
護
者
の
名
簿
対
象
は
約
１
万

世
帯
あ
る
と
考
え
る
。
災
害
時
に
充
分
な
活

用
が
で
き
る
よ
う
充
実
し
た
名
簿
の
作
成
と

自
治
会
や
自
主
防
災
組
織
へ
の
提
出
を
要
望
。

市
長
は
随
時
救
援
や
防
災
に
必
要
な
予
算
を

組
む
と
と
も
に
、
府
や
国
に
必
要
な
補
助
の

増
額
な
ど
積
極
的
な
働
き
か
け
を
要
望
。

《
切
実
な
住
民
要
望
と
し
て
、
古
市
府
営
住

宅
の
新
築
建
て
か
え
に
つ
い
て
》

●
質
問　
「
壁
が
崩
れ
て
き
て
る
、
天
井
も

落
ち
て
き
て
る
」
も
う
住
め
な
い
と
い
う
住

宅
も
出
て
き
て
い
る
。
か
つ
て
の
施
政
方
針

で
は
「
府
営
住
宅
は
昭
和
40
年
に
建
設
さ
れ

た
約
７
百
戸
の
住
宅
で
、
平
成
23
年
度
に
は

大
半
が
法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し
建
て
か
え

が
必
要
」
と
言
い
、
４
年
前
の
市
議
会
で
も

「
平
成
23
年
度
に
は
第
１
期
住
宅
へ
の
入
居

は
開
始
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
る
予
定
と

大
阪
府
か
ら
伺
っ
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い

る
。
一
連
の
答
弁
の
時
期
が
遅
れ
に
遅
れ
て

い
る
。
今
年
度
の
工
事
の
進
入
路
の
進
捗
状

況
、
自
治
会
や
住
民
要
望
に
対
す
る
市
の
対

応
、
新
築
建
て
か
え
ま
で
の
今
後
の
計
画
、

住
民
の
説
明
会
の
時
期
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
そ
の
後
、
府
営
住
宅
の
半
減
問
題
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

工
事
の
進
入
道
路
は
、
平
成
23
・

24
年
度
で
用
地
取
得
、
25
・
26
年
度
で
道
路

整
備
を
完
了
し
、
26
年
度
末
の
供
用
開
始
を

予
定
。
第
１
期
入
居
の
時
期
は
平
成
27
年
度

に
工
事
着
手
と
仮
定
す
る
と
、
お
お
む
ね

30
年
度
以
降
に
な
る
。
25
年
度
末
ま
で
に

基
本
設
計
を
し
、
建
て
か
え
の
説
明
会
は
、

基
本
設
計
が
出
来
上
が
っ
た
段
階
で
開
催

予
定
と
府
か
ら
聞
い
て
い
る
。
浸
水
対
策

は
府
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　

古
市
府
営
住
宅
の
第
１
期
入
居

は
平
成
30
年
頃
、
今
か
ら
７
年
位
は
か
か

る
。
７
年
間
も
遅
れ
た
責
任
は
大
阪
府
は

勿
論
、
羽
曳
野
市
に
も
あ
る
。
早
期
の
新

築
建
て
か
え
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
説
明

会
は
２
年
後
に
は
行
わ
れ
る
が
、
遅
れ
ず

に
開
催
で
き
る
よ
う
府
に
強
く
働
き
か
け
、

羽
曳
野
市
の
今
あ
る
１
６
８
１
戸
の
す
べ

て
の
府
営
住
宅
が
必
ず
確
保
で
き
る
よ
う

府
に
働
き
か
け
を
し
て
い
く
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。
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《
切
実
な
住
民
要
望
と
し
て
、
古
市
府
営
住

宅
の
新
築
建
て
か
え
に
つ
い
て
》

●
質
問　
「
壁
が
崩
れ
て
き
て
る
、
天
井
も

落
ち
て
き
て
る
」
も
う
住
め
な
い
と
い
う
住

宅
も
出
て
き
て
い
る
。
か
つ
て
の
施
政
方
針

で
は
「
府
営
住
宅
は
昭
和
40
年
に
建
設
さ
れ

た
約
７
百
戸
の
住
宅
で
、
平
成
23
年
度
に
は

大
半
が
法
定
耐
用
年
数
を
経
過
し
建
て
か
え

が
必
要
」
と
言
い
、
４
年
前
の
市
議
会
で
も

「
平
成
23
年
度
に
は
第
１
期
住
宅
へ
の
入
居

は
開
始
で
き
る
よ
う
整
備
を
進
め
る
予
定
と

大
阪
府
か
ら
伺
っ
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い

る
。
一
連
の
答
弁
の
時
期
が
遅
れ
に
遅
れ
て

い
る
。
今
年
度
の
工
事
の
進
入
路
の
進
捗
状

況
、
自
治
会
や
住
民
要
望
に
対
す
る
市
の
対

応
、
新
築
建
て
か
え
ま
で
の
今
後
の
計
画
、

住
民
の
説
明
会
の
時
期
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
そ
の
後
、
府
営
住
宅
の
半
減
問
題
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

●
答
弁　

工
事
の
進
入
道
路
は
、
平
成
23
・

24
年
度
で
用
地
取
得
、
25
・
26
年
度
で
道
路

整
備
を
完
了
し
、
26
年
度
末
の
供
用
開
始
を

予
定
。
第
１
期
入
居
の
時
期
は
平
成
27
年
度

に
工
事
着
手
と
仮
定
す
る
と
、
お
お
む
ね

30
年
度
以
降
に
な
る
。
25
年
度
末
ま
で
に

基
本
設
計
を
し
、
建
て
か
え
の
説
明
会
は
、

基
本
設
計
が
出
来
上
が
っ
た
段
階
で
開
催

予
定
と
府
か
ら
聞
い
て
い
る
。
浸
水
対
策

は
府
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

●
要
望　

古
市
府
営
住
宅
の
第
１
期
入
居

は
平
成
30
年
頃
、
今
か
ら
７
年
位
は
か
か

る
。
７
年
間
も
遅
れ
た
責
任
は
大
阪
府
は

勿
論
、
羽
曳
野
市
に
も
あ
る
。
早
期
の
新

築
建
て
か
え
と
と
も
に
、
住
民
へ
の
説
明

会
は
２
年
後
に
は
行
わ
れ
る
が
、
遅
れ
ず

に
開
催
で
き
る
よ
う
府
に
強
く
働
き
か
け
、

羽
曳
野
市
の
今
あ
る
１
６
８
１
戸
の
す
べ

て
の
府
営
住
宅
が
必
ず
確
保
で
き
る
よ
う

府
に
働
き
か
け
を
し
て
い
く
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

今
井
利
三
（
新
生
は
び
き
の
）　

●
質
問　

高
齢
者
見
守
り
に
つ
い
て
、
高
齢

者
の
方
を
個
別
に
見
守
る
た
め
に
、
ま
た
地
域

の
民
生
委
員
の
方
が
訪
問
し
や
す
く
す
る
た
め

に
、
市
が
現
在
行
っ
て
い
る
施
策
を
聞
く
。

●
答
弁　

昨
年
度
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

た
所
在
不
明
高
齢
者
の
存
在
や
高
齢
者
の
社

会
的
孤
立
と
い
う
問
題
を
受
け
て
、
平
成
23

年
２
月
に
住
民
基
本
台
帳
の
情
報
に
基
づ
い

て
、
在
宅
高
齢
者
の
実
態
者
調
査
を
行
っ
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
民
生
委
員
の
方
に
ご
苦

労
を
お
か
け
し
た
が
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢

者
の
み
の
所
帯
の
把
握
が
進
み
、
今
後
の
活

動
に
役
立
っ
た
と
民
生
委
員
の
方
か
ら
評
価

さ
れ
て
い
る
。
現
在
９
月
に
調
査
結
果
を
報

告
出
来
る
よ
う
作
業
を
進
め
て
い
る
。

●
再
質
問　

民
生
委
員
の
方
に
よ
る
高
齢
者

の
見
守
り
に
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は

理
解
す
る
が
、
主
に
見
守
り
対
象
者
の
把
握

の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
一
人
暮
ら
し
が

わ
か
っ
た
だ
け
で
は
不
十
分
で
は
な
い
か
、

高
齢
者
の
方
と
民
生
委
員
の
方
が
良
好
な
関

係
を
築
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
の
か
。
市

と
し
て
高
齢
者
の
継
続
的
な
見
守
り
が
円
滑

に
進
む
施
策
は
あ
る
の
か
再
度
聞
く
。

●
答
弁　

各
地
域
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
を
中
心
に
、
近
隣
の
方
や
民
生
委

員
の
方
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
問
題
が

深
刻
化
し
そ
う
な
場
合
に
は
早
く
介
入
で
き

る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

●
要
望　

以
前
全
市
で
行
わ
れ
て
い
た
、
愛

の
一
声
運
動
で
手
渡
し
の
ヤ
ク
ル
ト
配
布
を

し
た
ら
ど
う
か
。
民
生
委
員
の
方
も
、
高
齢

者
の
方
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
と
思
う
が
。

●
質
問　

市
有
地
の
売
却
価
格
の
算
定
方
法

を
聞
く
。

●
答
弁　

基
本
的
に
は
不
動
産
鑑
定
士
に
正

常
価
格
で
の
評
価
を
依
頼
し
、
評
価
を
上
回

る
金
額
を
最
低
売
却
価
格
と
し
て
売
り
出

す
。
不
動
産
鑑
定
士
は
、
地
価
公
示
価
格
、

基
準
地
標
準
価
格
、
近
隣
市
取
引
事
例
等
を

参
考
に
し
て
い
る
。

●
再
質
問　

な
ぜ
固
定
資
産
税
、
相
続
税
、

公
示
価
格
、
基
準
地
標
準
価
格
で
一
定
判
断

で
き
な
い
の
か
。

●
答
弁　

ど
れ
が
実
勢
を
反
映
し
て
い
る
の

か
は
市
民
の
方
も
わ
か
り
に
く
い
も
の
が
あ

る
。
相
続
税
路
線
価
に
つ
い
て
は
、
税
制
改

正
に
関
す
る
答
申
に
基
づ
き
、
公
示
価
格
の

８
割
の
水
準
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
地
価
公

示
価
格
に
相
当
す
る
価
格
か
ら
一
定
想
定
で

き
る
と
考
え
る
。

●
要
望　

市
の
保
有
し
て
い
る
残
地
、
計
画

の
な
い
土
地
の
売
却
を
真
剣
に
考
え
る
時
期

で
は
な
い
の
か
。
市
民
の
要
望
に
沿
っ
た
算

定
方
法
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
質
問　

指
定
管
理
団
体
、
補
助
金
交
付
団

体
に
つ
い
て
、
管
理
運
営
が
適
正
に
行
な
わ

れ
て
い
る
の
か
チ
ェ
ッ
ク
し
評
価
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

●
答
弁　

厳
正
な
選
定
審
査
に
合
格
し
、
議

会
の
決
議
を
経
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
議
員

の
示
す
管
理
運
営
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
点
検
し
、
検
証
し
て
い
る
。
外
部
有
識
者

を
含
む
羽
曳
野
市
指
定
管
理
者
選
定
等
委
員

会
で
の
評
価
制
度
を
本
年
度
よ
り
実
施
す

る
。
本
年
は
既
に
作
業
を
進
め
て
お
り
、
８

月
下
旬
に
公
表
す
る
予
定
。

●
要
望　

補
助
金
交
付
団
体
に
つ
い
て
は
、

一
生
懸
命
活
動
し
て
い
る
団
体
に
金
銭
面
で

そ
れ
以
上
に
応
援
し
て
い
く
べ
き
で
、
皆
さ

ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
お
金
を
有
効
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

広
瀬
公
代
（
日
本
共
産
党
）

建
物
の
耐
震
化
と
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

に
つ
い
て

①
公
共
施
設
の
耐
震
化
に
つ
い
て

●
質
問　

教
育
施
設
と
市
営
住
宅
な
ど
の

耐
震
化
の
進
捗
状
況
と
災
害
対
策
基
地
で

も
あ
る
庁
舎
本
館
や
支
所
、
避
難
所
の
市

民
会
館
、
市
民
体
育
館
な
ど
公
共
施
設
の

耐
震
化
と
市
の
考
え
を
質
問
。

●
答
弁　

教
育
施
設
や
市
営
住
宅
等
は
あ

る
程
度
耐
震
化
の
め
ど
が
つ
い
て
き
た
。
平

成
８
年
度
に
耐
震
１
次
診
断
を
し
た
時
、
支

所
は
耐
震
性
あ
り
で
、
本
庁
舎
は
耐
震
補
強

工
事
が
必
要
と
の
結
果
だ
っ
た
。
そ
の
他

の
公
共
施
設
の
耐
震
診
断
を
し
て
い
な
い
。

庁
舎
、
市
民
会
館
、
市
民
体
育
館
を
含
め
、

す
べ
て
の
公
共
施
設
の
耐
震
化
は
早
急
に

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
ず
耐
震
診
断
を
行
い
、
優
先
順
位
を

つ
け
、
計
画
的
に
耐
震
化
を
進
め
て
い
く
。

●
要
望　

早
急
に
す
べ
て
の
公
共
施
設
の

耐
震
診
断
を
実
施
し
、
結
果
を
情
報
公
開

し
、
耐
震
化
の
計
画
を
立
て
、
工
事
を
急

い
で
ほ
し
い
。
財
源
を
国
に
要
望
し
て
欲

し
い
。

②
一
般
住
宅
の
耐
震
化
と
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
に
つ
い
て

●
質
問　

こ
の
制
度
は
１
年
間
で
約
２
倍

の
40
都
道
府
県
の
3
3
0
市
町
村
に
、
７

年
間
で
７
倍
に
広
が
っ
た
。
実
施
自
治
体

が
な
い
府
県
は
、
今
年
度
大
阪
府
と
６
県

だ
け
に
な
っ
た
。
経
済
効
果
は
20
倍
、
30

倍
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
年
１
月
の
参
議

院
本
会
議
で
日
本
共
産
党
市
田
書
記
局
長

の
質
問
に
対
し
菅
首
相
は
「
住
宅
市
場
を

活
性
化
さ
せ
る
観
点
か
ら
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
の
推
進
は
極
め
て
重
要
だ
」、「
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に
は
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用
で
き
、
今
後
と
も
支
援
を

し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。
全
国
で
52
自
治
体

が
こ
の
交
付
金
を
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
に

活
用
し
て
い
る
。
不
況
・
雇
用
対
策
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

●
答
弁　

今
後
も
関
係
課
と
の
協
議
や
52
自

治
体
を
含
む
先
進
都
市
及
び
当
市
の
立
地
条

件
に
類
し
た
公
共
団
体
な
ど
の
事
例
に
つ
い

て
さ
ら
に
調
査
研
究
し
て
い
く
。

●
要
望　

都
市
開
発
部
と
も
具
体
的
な
協
議

を
し
、
交
付
金
も
活
用
し
て
、
す
ぐ
に
検
討

会
を
立
ち
上
げ
、
今
年
度
の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
、
大
阪
で
１
番
に
羽
曳
野
で
実
施

し
て
ほ
し
い
。

が
ん
検
診
に
つ
い
て

●
質
問　

が
ん
検
診
の
受
診
率
を
引
き
上
げ

る
た
め
に
、
市
民
健
診
と
が
ん
検
診
の
同
時
受

診
、
毎
年
の
無
料
集
団
検
診
に
個
別
検
診
を
追

加
し
、
マ
ン
モ
の
千
円
自
己
負
担
を
無
料
に
、

２
年
ご
と
の
乳
が
ん
と
子
宮
が
ん
検
診
を
毎
年

に
す
べ
き
。
財
源
は
国
保
の
７
億
７
千
万
円
の

基
金
を
使
え
な
い
か
。

●
答
弁　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で
国

民
健
康
保
険
財
政
運
営
状
況
を
踏
ま
え
、
市

民
の
健
康
づ
く
り
や
疾
病
予
防
な
ど
の
保
健

事
業
の
充
実
の
た
め
に
施
策
が
展
開
で
き
る

よ
う
に
と
い
う
意
見
が
あ
り
尊
重
し
た
い
。

●
要
望　

早
急
に
試
算
を
し
、
市
民
の
命
を

守
り
、
健
康
増
進
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
国
保
の

基
金
の
一
部
も
使
っ
て
が
ん
検
診
、
市
民
健

診
、
歯
科
健
診
な
ど
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

　

国
や
大
阪
府
に
も
、
財
政
や
制
度
に
つ
い

て
要
望
や
提
案
を
引
き
続
き
行
っ
て
ほ
し

い
。
市
の
取
り
組
み
や
制
度
を
市
民
に
広
く

知
ら
せ
る
た
め
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
、
わ
か
り
や
す
く
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

5
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松
村
尚
子
（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

●
質
問　
（
仮
称
）
緑
と
市
民
の
協
働
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
の
計
画
と
進
捗
状
況
に
つ
い

て
。
工
事
計
画
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

埴
生
小
学
校
東
側
に
建
設
予
定
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
、
屋
上
緑
化
、
壁
面
緑
化
、

小
型
風
力
発
電
と
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
街
灯
な
ど
を
設
置
予
定
。
9
月
に

着
工
し
今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。

●
再
質
問　

今
後
環
境
、
エ
コ
に
配
慮
し
た

取
り
組
み
が
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

今
年
度
工
事
予
定
の
古
市
駅
東
側

広
場
は
、
照
明
を
す
べ
て
L
E
D
に
し
、
省

エ
ネ
を
追
求
。
古
市
複
合
館
は
、
屋
上
緑
化

を
行
い
、
C
O
2
削
減
と
省
エ
ネ
を
目
指
す
。

駒
ヶ
谷
西
広
場
は
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ
の
屋
根

を
管
理
棟
ま
で
覆
い
断
熱
効
果
を
高
め
、
エ

ア
コ
ン
を
使
わ
な
い
施
設
を
目
指
す
。
計
画

中
の
建
物
も
更
に
環
境
に
配
慮
し
、
エ
コ
対

策
を
推
し
進
め
る
。

●
要
望　

利
用
し
や
す
く
、
地
元
の
方
々
の

認
知
と
理
解
を
深
め
進
め
る
よ
う
要
望
。

●
質
問　

埴
生
幼
稚
園
の
工
事
計
画
に
つ
い

て
。
施
設
環
境
に
つ
い
て
。

●
答
弁　

幼
稚
園
の
敷
地
近
く
に
ピ
ー
ス
ウ

ッ
ド
と
言
わ
れ
る
森
が
あ
り
、
木
を
残
す
計

画
。
園
庭
と
中
学
校
の
校
舎
の
間
に
緑
の
カ

ー
テ
ン
を
設
置
す
る
予
定
。
エ
コ
対
策
と
し

て
、
金
属
屋
根
に
熱
交
換
塗
料
を
塗
っ
て
暑

く
な
る
の
を
軽
減
す
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

年
内
に
完
成
さ
せ
、
引
っ
越
し
が
完
了
し
た

後
に
旧
園
舎
の
解
体
工
事
に
取
り
か
か
り
、

来
年
2
月
に
は
全
て
の
工
事
を
終
え
た
い
。

●
要
望　

園
児
と
中
学
生
が
交
わ
る
中
で
安

全
で
の
び
や
か
な
環
境
を
願
う
。

●
質
問　

埴
生
幼
稚
園
が
移
転
し
た
跡
地
に

つ
い
て
の
計
画
、
利
用
は
あ
る
の
か
。

●
答
弁　

東
側
を
撤
去
自
転
車
置
き
場
と
し

て
整
備
。
8
月
中
に
自
転
車
の
移
設
を
完
了

し
た
い
。
新
し
い
園
舎
完
成
後
園
舎
や
遊
具

を
撤
去
し
駐
車
場
の
利
用
を
考
え
て
い
る
。

●
質
問　

幼
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
進
捗

状
況
は
。

●
答
弁　

校
種
間
連
携
の
取
り
組
み
を
整
備

し
、
一
貫
性
の
あ
る
指
導
を
行
う
た
め
、
各

中
学
校
区
の
幼
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
る
。

具
体
的
な
内
容
を
定
め
た
幼
小
中
一
貫
教
育

標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
策
定
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
標
準
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
を
進

め
る
。

●
要
望　

幼
小
中
保
育
園
も
含
め
連
携
し
た

地
域
の
教
育
体
制
を
目
指
す
こ
と
を
要
望
。

●
質
問　

小
学
校
・
中
学
校
の
耐
震
化
工
事

の
進
捗
状
況
は
。

●
答
弁　

23
年
4
月
現
在
小
学
校
中
学
校
合

計
71
.
3
％
、
昨
年
度
よ
り
29
.
8
％
上
昇
。

23
年
度
は
古
市
小
学
校
旧
講
堂
の
解
体
及
び

渡
り
廊
下
の
改
築
工
事
、
峰
塚
中
学
校
の
屋

内
運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
と

74
.
5
％
と
な
る
。　

●
質
問　

学
校
施
設
の
洋
式
ト
イ
レ
の
設
置

状
況
は
。

●
答
弁　

耐
震
補
強
工
事
に
あ
わ
せ
和
式
便

器
を
残
し
、
洋
式
便
器
中
心
の
ト
イ
レ
と
し
、

気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
に
全
面
改

修
。
余
裕
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
多
目
的
ト
イ

レ
も
整
備
し
た
。
屋
外
か
ら
利
用
可
能
な
多

目
的
ト
イ
レ
や
洋
式
ト
イ
レ
は
設
置
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
。

●
要
望　

避
難
所
と
な
る
学
校
、
公
共
施
設

の
洋
式
ト
イ
レ
の
導
入
も
進
め
る
よ
う
要

望
。

乙
宗
孝
衞
（
新
生
は
び
き
の
）

《
公
共
下
水
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
》

●
質
問　

①
下
水
道
の
設
置
困
難
地
の
中
で

私
道
の
土
地
所
有
者
の
所
在
不
明
に
よ
り
、

使
用
の
承
諾
書
が
得
ら
れ
な
い
場
合
の
解
決

方
法
は
。
②
下
水
道
事
業
の
公
費
負
担
に
つ

い
て
、
す
べ
て
が
新
料
金
と
な
る
25
年
度
で

も
、
赤
字
補
て
ん
と
し
て
２
億
円
か
ら
の
繰

り
入
れ
が
残
る
が
、
今
後
の
事
業
運
営
は
。

●
答
弁　

①
現
行
法
制
度
で
は
、
土
地
所
有

者
の
同
意
な
し
に
は
で
き
ず
、
府
内
市
町
村

で
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
お
り
、
検
討
会
で

解
決
策
等
を
協
議
し
て
い
る
。
②
経
費
回
収

率
は
料
金
改
定
前
の
21
年
度
で
58
.
4
％
。

処
理
区
域
を
拡
大
し
整
備
率
を
ア
ッ
プ
さ

せ
、
使
用
料
収
入
の
増
収
確
保
を
図
り
た
い
。

●
要
望　

①
法
整
備
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
。
②
公
費
を
繰
り
入
れ
れ
ば
、
下
水
道
は

私
費
と
い
う
原
則
が
崩
れ
る
。
市
と
し
て
先

を
見
越
し
議
論
の
場
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

《
大
阪
府
食
と
み
ど
り
技
術
セ
ン
タ
ー
（
旧

農
林
セ
ン
タ
ー
）
に
計
画
さ
れ
て
い
る
「
動

物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
》

●
質
問　

現
在
、
技
術
セ
ン
タ
ー
内
で
ア
ラ

イ
グ
マ
を
処
分
し
て
い
る
が
、
理
由
や
処
理

頭
数
は
。
そ
れ
は
動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー

を
作
る
た
め
の
前
さ
ば
き
で
は
な
い
の
か
。

●
答
弁　

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
り
、
農
作
物
の

食
害
、
家
屋
侵
入
、
感
染
症
媒
介
、
生
態
系

へ
の
悪
影
響
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
17
年

度
よ
り
南
部
支
援
施
設
（
技
術
セ
ン
タ
ー

内
）
他
府
内
３
施
設
で
各
市
町
村
か
ら
持
ち

込
ま
れ
る
ア
ラ
イ
グ
マ
の
安
楽
死
措
置
し
て

お
り
、
同
施
設
で
府
内
9
2
9
頭
の
う
ち

3
7
1
頭
を
措
置
。
な
お
最
終
処
分
は
持
ち

込
ん
だ
市
町
村
で
実
施
。
南
部
支
援
施
設
と

動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
別
体
制

と
の
こ
と
。

●
質
問　

動
物
愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
つ
い
て
住
民
説
明
会
が
あ
っ
た
。
概
要

は
、
屋
外
運
動
場
の
他
、
動
物
愛
護
棟
、
動

物
飼
育
棟
、
そ
し
て
や
む
を
得
な
い
場
合

の
安
楽
死
措
置
と
焼
却
施
設
の
措
置
棟
の

４
施
設
を
整
備
す
る
と
の
こ
と
。
処
理
施

設
は
要
ら
な
い
と
話
も
し
た
が
、
こ
の
４

つ
が
セ
ッ
ト
と
の
答
え
で
あ
っ
た
。
現
施

設
の
処
分
実
績
、
ま
た
当
市
に
新
設
す
る

理
由
や
選
定
基
準
は
。

●
答
弁　

22
年
度
の
処
分
頭
数
は
、
森
ノ
宮

で
犬
6
5
5
頭
、
猫
2
9
5
6
匹
、
高
槻
で

猫
22
匹
、
そ
の
他
哺
乳
類
40
匹
、
鳥
類
28
匹
、

爬
虫
類
６
匹
。
現
施
設
で
は
機
能
や
広
さ
が

不
十
分
で
、
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
で
新
設
し
現
施
設
を
廃
止
す
る
と
の

こ
と
。
比
較
的
大
阪
府
の
中
心
部
に
位
置

す
る
、
交
通
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
い
、
緑
等

の
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
、
府
有
地
で
一

定
の
広
さ
を
確
保
で
き
る
場
所
で
あ
る
こ

と
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
本
市
を
選
定
し

た
と
の
こ
と
。

●
質
問　

こ
の
周
辺
一
円
の
ま
ち
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

整
備
計
画
に
対
し
て
の
本
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

総
合
基
本
計
画
で
自
然
共
生
ゾ

ー
ン
と
位
置
づ
け
、
ま
た
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
で
は
行
政
研
究
地
と
位
置
づ
け
、

周
辺
環
境
と
調
和
を
継
続
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
。
府
の
施
設
で
あ
る
が
、
本

市
と
し
て
も
非
常
に
重
要
な
施
設
で
あ
り
、

施
設
の
あ
り
方
を
府
と
も
十
分
協
議
し
て

い
き
た
い
。

●
要
望　

10
万
坪
を
有
す
る
「
食
と
み
ど

り
」
で
あ
る
。
当
市
抜
き
に
こ
の
よ
う
な

迷
惑
施
設
を
持
っ
て
こ
ら
れ
て
よ
い
の
か
。

未
回
答
の
府
の
経
過
報
告
、
質
問
に
対
す

る
府
か
ら
の
回
答
、
愛
玩
動
物
を
殺
し
て

焼
却
す
る
こ
と
へ
の
当
市
の
考
え
方
等
に

つ
い
て
、
民
生
産
業
常
任
委
員
協
議
会
で

報
告
し
て
も
ら
い
た
い
。

6
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笠
原
由
美
子
（
公
明
党
）

●
質
問　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

つ
い
て
①
羽
曳
野
市
に
お
け
る
災
害
発
生
時

の
被
災
者
支
援
体
制
は
②
被
災
者
台
帳
が
あ

る
か
。

●
答
弁　

①
平
成
19
年
度
に
羽
曳
野
市
地
域

防
災
計
画
を
見
直
し
た
。
こ
れ
は
国
の
中
央

防
災
会
議
か
ら
大
阪
府
を
経
て
、
東
南
海
・

南
海
地
震
の
被
害
等
に
基
づ
き
見
直
し
を
行

っ
た
も
の
②
現
在
被
災
者
台
帳
は
作
成
し
て

い
な
い
。

●
再
質
問　

災
害
発
生
時
、
人
命
救
助
が
最

優
先
だ
が
そ
の
後
は
き
め
細
か
な
被
災
者
支

援
が
求
め
ら
れ
る
。
中
で
も
家
を
失
っ
た
住

民
が
生
活
再
建
に
向
け
て
は
無
く
て
は
な
ら

な
い
の
が
罹
災
証
明
。
そ
の
証
明
書
を
発
行

す
る
為
に
は
、
住
民
基
本
台
帳
と
家
屋
台
帳
、

そ
し
て
被
災
状
況
を
確
認
し
て
作
成
し
た
調

査
結
果
で
あ
り
こ
の
３
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
突
き
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
メ
リ
ッ
ト
は
、
無
償
で

提
供
さ
れ
る
為
、
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
コ

ス
ト
が
無
料
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
業
者
へ
の

丸
投
げ
を
し
な
く
て
も
羽
曳
野
市
で
は
情
報

管
理
の
専
門
の
職
員
が
い
る
。
そ
の
上
で
市

の
政
策
推
進
課
ま
た
情
報
管
理
は
、
こ
の
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
利
活
用
す
べ
く
力
は

あ
る
の
か
？
ま
た
予
想
外
の
危
機
が
発
生
し

た
時
、
最
も
重
要
な
の
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な

決
断
で
あ
る
と
思
う
。
今
の
菅
政
権
に
は
そ

の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
決
断
が
出
来
な
い
と
こ

ろ
に
大
き
な
絶
望
が
あ
る
。
危
機
管
理
の
鍵

は
、
決
断
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
づ
く

り
で
あ
る
。
こ
こ
で
市
長
に
決
断
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
決

断
を
す
る
考
え
が
あ
る
か
お
聞
き
し
た
い
。

●
答
弁　

市
長
公
室
政
策
推
進
課
に
は
情
報

管
理
担
当
と
し
て
電
算
の
専
門
職
員
を
配
置

し
て
い
る
。
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
も
、
本
市
の
職
員
に
お
い
て
利
活
用
す
る

力
量
を
十
分
備
え
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

●
市
長　

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
早
期
に
導
入
す
る
指
示
を
出
し
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
大
災
害
の
発
生

時
、
い
ち
早
く
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
対
す
る

支
援
を
速
や
か
に
、
か
つ
確
実
に
実
行
す
る

為
の
シ
ス
テ
ム
は
ぜ
ひ
必
要
と
私
自
身
も
思

っ
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
早

期
に
導
入
を
図
る
と
い
う
こ
と
を
答
弁
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

●
要
望　

情
報
化
や
電
子
化
と
い
う
の
は
、

職
員
の
仕
事
を
紙
ベ
ー
ス
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
変
え
仕
事
を
楽
に
す
る
も
の
で
は
決
し

て
な
い
。
情
報
管
理
は
、
頭
脳
高
い
シ
ス
テ

ム
に
精
通
し
た
職
員
が
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
庁
内
の
情
報
化
の
管
理
、
補
修
的
な
こ

と
ば
か
り
で
動
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

今
回
の
よ
う
な
大
震
災
が
起
こ
っ
た
時
、
各

部
署
は
何
を
精
査
し
、
現
時
点
で
の
問
題
や

シ
ス
テ
ム
的
に
何
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
か
を
考
え
、
互
換
性
を
持
ち
、
そ
の
た
め

の
庁
内
会
議
や
進
言
を
す
べ
き
で
あ
る
。
も

し
羽
曳
野
市
が
大
震
災
を
受
け
た
ら
ど
う
な

る
の
か
、
も
っ
と
考
え
て
ほ
し
い
。
平
時
か

ら
業
務
の
効
率
化
の
た
め
自
治
体
自
ら
が
知

恵
を
絞
り
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
取
り
組
む
姿

勢
を
市
長
の
指
揮
の
も
と
、
今
後
構
築
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
要
望
。
そ
し
て
、
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要

望
す
る
。

岩
田
賢
二
郎
（
新
生
は
び
き
の
）

　

東
日
本
大
震
災
後
の
防
災
計
画
に
つ
い
て

●
質
問　

現
状
の
防
災
計
画
の
想
定
震
度
等

と
見
直
し
等
の
今
後
の
方
向
性
は
。

●
答
弁　

現
在
の
想
定
震
度
の
規
模
は
、
上

町
断
層
帯
地
震
で
は
震
度
４
か
ら
７
、
M
7.3

か
ら
7.8
、
生
駒
断
層
帯
地
震
で
震
度
４
か
ら

７
、
M
7.3
か
ら
M
7.7
、
有
馬
高
槻
断
層
帯
地

震
で
震
度
３
か
ら
７
、
M
7. ５
か
ら
M
7.7
、
中

央
構
造
線
断
層
帯
地
震
で
震
度
３
か
ら
７
、

M
7.7
か
ら
M
8.1
、
東
南
海
・
南
海
地
震
で
震

度
４
か
ら
６
、
M
7.9
か
ら
M
8.6
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
の
地
域
防
災
計
画
は
平
成
19
年

に
、
一
番
高
い
想
定
震
度
７
と
し
、
中
央

防
災
会
議
大
阪
支
部
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

羽
曳
野
市
防
災
会
議
で
決
定
さ
れ
た
。
今

後
、
当
市
に
お
い
て
は
関
係
機
関
が
、
策

定
さ
れ
た
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
を
図
る
が
、
す
ぐ
に
見

直
し
作
業
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
事
前

に
庁
内
を
中
心
と
し
た
検
討
会
議
の
設
置

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
調
整
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

●
質
問　

当
市
は
田
辺
市
、
橿
原
市
と
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。
ま
た
他
の
市
町
村

と
の
連
携
に
つ
い
て
、
今
後
の
考
え
方
は
。

●
答
弁　

平
成
７
年
度
に
和
歌
山
県
田
辺
市

と
電
子
計
算
機
に
係
る
デ
ー
タ
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
の
相
互
保
管
に
関
す
る
協
定
の
締
結
後
、

現
在
も
最
重
要
項
目
に
位
置
づ
け
さ
れ
る
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ
の
や
り
と
り
を
年
に
１

度
の
頻
度
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は

び
き
の
の
中
に
お
い
て
、
月
に
１
度
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
デ
ー
タ
を
保
管
し
、
災
害
発
生
時
の

長
期
業
務
停
止
の
防
護
策
と
し
て
い
る
。
ま

た
奈
良
県
橿
原
市
と
も
、
今
後
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
デ
ー
タ
の
相
互
保
管
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。
３
市
相
互
防
災
協
定
で
は
大

規
模
災
害
発
生
時
、
３
市
間
に
お
い
て
人

員
派
遣
、
救
援
物
資
の
搬
送
、
救
援
器
具

の
供
給
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
、
年
に
１
回

の
会
議
と
各
市
の
防
災
訓
練
実
施
時
に
は

現
地
に
駆
け
つ
け
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

大
阪
府
中
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
相
互
応
援
協
定
、

中
河
内
及
び
南
河
内
地
域
の
９
市
２
町
１

村
に
お
け
る
災
害
相
互
応
援
協
定
も
締
結

し
、
災
害
に
備
え
て
い
る
。
今
後
は
他
府

県
の
市
町
村
と
の
連
携
に
関
す
る
研
究
も

行
っ
て
い
き
た
い
。

●
要
望　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
の

は
自
治
体
の
責
務
だ
。
必
要
な
予
算
や
人

員
配
置
は
、
財
政
厳
し
き
折
と
は
い
え
、
こ

の
時
期
に
思
い
切
っ
て
拡
大
さ
せ
、
十
分

な
配
慮
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
備
え
あ

れ
ば
憂
い
な
し
。
多
く
の
市
民
は
そ
こ
を

見
て
い
る
。

地
域
福
祉
推
進
と
個
人
情
報
保
護
と
の
関
係

●
質
問　

災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ
ラ
ン

を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
個
人
情
報
保
護

が
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
な
い
か
。

●
答
弁　

地
域
福
祉
計
画
に
お
い
て
、
地
域

に
お
け
る
障
害
者
、
高
齢
者
な
ど
支
援
が
必

要
な
方
々
の
情
報
把
握
は
、
災
害
時
で
の
避

難
誘
導
や
個
別
支
援
を
図
る
上
で
必
要
だ
。

要
援
護
者
リ
ス
ト
を
作
成
、
活
用
し
て
い
く

上
で
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
る
制
約

は
あ
る
が
、
条
例
の
趣
旨
を
尊
重
し
つ
つ
、

今
後
要
援
護
者
リ
ス
ト
の
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
登
録
希
望
者
の
手
上
げ
方
式
を
基

本
と
し
、
呼
び
か
け
に
よ
る
登
録
も
募
り
、

各
地
域
で
作
成
さ
れ
た
リ
ス
ト
も
有
効
活

用
し
、
災
害
時
要
援
護
者
の
把
握
に
努
め

て
い
き
た
い
。

●
他
の
質
問　

①
子
供
を
対
象
に
し
た
施

設
に
つ
い
て
②
行
財
政
改
革
推
進
に
つ
い

て
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委
員
長 

新
岡
健
志
（
公
明
党
）

　

付
託
を
受
け
た
１
件
の
案
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

【
平
成
23
年
度
羽
曳
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）】

主
な
質
疑
の
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

　

①
府
補
助
金
の
「
地
域
支
え
合
い
体
制
づ

　

く
り
事
業
補
助
金
」
１
千
５
百
万
円
を
活

　

用
し
て
予
定
し
て
い
る
各
事
業
の
内
容
等

　

に
つ
い
て

　

②
府
補
助
金
を
活
用
し
て
、
介
護
施
設
を

　

新
設
す
る
社
会
福
祉
法
人
へ
補
助
を
行
う

　
「
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
特
別
対
策
事
業
補

　

助
金
」
に
つ
い
て

　
　

審
査
の
結
果
、
特
に
問
題
も
な
く
、
全

　

員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の

　

と
決
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
第
３
回
定
例
会
日
程

　

第
３
回
の
定
例
会
は
、
次
の
日
程
で
開

催
す
る
予
定
で
す
。
開
議
時
間
は
、
午
前

10
時
か
ら
で
す
。

８
月
29
日
㈪　

本
会
議
（
議
案
審
議
）

９
月
５
日
㈪　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
月
６
日
㈫　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
月
７
日
㈬　

予
備
日

９
月
８
日
㈭　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

９
月
９
日
㈮　

予
備
日

９
月
12
日
㈪　

民
生
産
業
常
任
委
員
会

９
月
13
日
㈫　

建
設
企
業
常
任
委
員
会

９
月
26
日
㈪　

本
会
議
（
委
員
長
報
告
等
）

９
月
27
日
㈫　

役
員
改
選

９
月
28
日
㈬　

役
員
改
選

（
た
だ
し
、
こ
の
日
程
は
、
都
合
に
よ
り
一

部
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
産
業
常
任
委
員
協
議
会

★
日
程　

平
成
23
年
6
月
22
日
㈬

○
食
と
み
ど
り
技
術
セ
ン
タ
ー
内
の
動
物

　

愛
護
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

○
要
援
護
者
の
震
災
時
の
対
応
に
つ
い
て

建
設
企
業
常
任
委
員
会

委
員
長 

樽
井
佳
代
子（
自
由
民
主
党
議
員
団
）

　

付
託
を
受
け
た
１
件
の
案
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

【
羽
曳
野
市
公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）】

主
な
質
疑
の
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

　

①
資
本
費
平
準
化
債
の
今
後
の
見
通
し
に

　

つ
い
て

　

②
資
本
費
平
準
化
債
は
な
ぜ
増
加
し
て
い

　

く
の
か
。

　

③
資
本
費
平
準
化
債
の
更
正
と
下
水
道
使

　

用
料
の
改
定
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
　

審
査
の
結
果
、
地
方
債
の
借
り
換
え
の

　

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
せ
る
よ
う
、
国
へ
働
き

　

掛
け
る
な
ど
努
力
を
怠
ら
ず
、
市
民
へ
の

　

負
担
を
最
小
限
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
要

　

望
し
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
す

　

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

建
設
企
業
常
任
委
員
協
議
会

★
日
程　

平
成
23
年
6
月
23
日
㈭

○
石
川
浄
水
場
施
設
更
新
工
事
に
つ
い
て

広
域
行
政
調
査
特
別
委
員
会

★
日
程　

平
成
23
年
6
月
23
日
㈭

○
広
域
的
医
療
体
制
に
つ
い
て

○
広
域
的
防
災
体
制
に
つ
い
て

○
そ
の
他
の
広
域
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

小
田
敏
朗
（
公
明
党
）

《
公
立
学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
向
上
に
つ

い
て
》

●
質
問　

①
災
害
発
生
時
に
避
難
所
と
な
る

学
校
の
耐
震
化
の
進
捗
度
は
②
学
校
、
公
共

施
設
の
備
蓄
状
況
は
③
東
海
・
東
南
海
・
南

海
地
震
、
さ
ら
に
そ
れ
以
上
を
想
定
し
た
わ

か
り
や
す
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
が
必
要
と
考
え
る
が
見
直
し
は
。

●
答
弁　

①
22
年
度
に
小
中
学
校
14
校
29

棟
の
耐
震
化
工
事
を
実
施
し
、
耐
震
化
率

は
71
.
3
％
。
23
年
度
に
は
古
市
小
の
渡

り
廊
下
の
改
築
、
峰
塚
中
の
屋
内
運
動
場

の
耐
震
補
強
工
事
等
を
実
施
し
、
完
了
す

る
と
74
.
5
％
と
な
る
。
②
必
要
備
蓄
と
し

て
1
5
0
0
食
分
の
ア
ル
フ
ァ
化
米
を
Ｌ

Ｉ
Ｃ
に
集
中
保
管
。
飲
料
水
は
水
道
局
に

4
9
0
ml
缶
８
４
０
０
本
、
配
水
場
に
２
万

ト
ン
。
給
水
袋
４
万
１
６
０
０
枚
を
備
蓄
。

ま
た
、
市
内
小
中
学
校
に
各
校
ポ
リ
タ
ン
ク
・

毛
布
各
１
０
０
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
50
枚
、
ろ

う
そ
く
30
本
、
コ
ン
ロ
及
び
ス
ト
ー
ブ
各
１

セ
ッ
ト
、
テ
ン
ト
10
張
り
、
簡
易
ト
イ
レ
50

個
を
備
蓄
。
東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
備
蓄

し
て
い
る
資
機
材
で
は
不
足
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
計
画
的
な
備
蓄
物
資
の
増
数
を
協
議

し
て
い
く
。
③
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
浸

水
想
定
地
域
を
再
検
討
し
、
避
難
方
法
や
避

難
所
の
見
直
し
を
行
う
。
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
も
国
や
府
が
行
う
地
質
調
査
や
指
導
等
を

踏
ま
え
見
直
し
を
図
り
、
市
民
に
公
表
す
る
。

●
要
望　

①
学
校
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
財

政
支
援
制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、
住
民
の

避
難
場
所
と
し
て
十
分
機
能
す
る
よ
う
早
期

に
完
了
し
て
も
ら
い
た
い
。
②
ア
ル
フ
ァ
化

米
一
つ
と
っ
て
も
１
５
０
０
食
で
は
到
底
足

り
な
い
。
他
の
重
要
物
資
備
蓄
品
も
早
急
に

見
直
し
を
図
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
図

っ
て
も
ら
い
た
い
。
③
東
日
本
大
地
震
は
予

測
を
は
る
か
に
超
え
る
規
模
で
激
甚
被
害
を

も
た
ら
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
災
害
の
予

測
規
模
を
確
認
し
た
上
で
、
避
難
指
示
等

の
発
令
基
準
や
伝
達
方
法
、
避
難
場
所
や

ル
ー
ト
等
を
再
確
認
し
、
整
備
充
実
し
、
実

際
に
機
能
す
る
の
か
、
さ
ら
に
機
能
し
な

か
っ
た
場
合
の
対
処
方
法
等
も
含
め
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

《
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て
》

●
質
問　

震
災
時
に
は
行
政
機
関
自
体
が

被
災
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
業
務
を
遅

滞
な
く
実
施
す
る
た
め
に
は
、
防
災
計
画
に

定
め
ら
れ
た
業
務
も
視
野
に
入
れ
た
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
策
定
し
、
戦
略
的
な
計
画
を
検
討
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
当
市
の
考
え
は
。

●
答
弁　

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
停
止
し
た
場

合
、
住
民
生
活
や
企
業
活
動
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
必
至
。
甚
大
な
被
害

が
想
定
さ
れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
に
お

け
る
対
策
推
進
指
定
地
域
を
受
け
て
、
平

成
19
年
に
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
た
が
、

今
後
の
課
題
と
し
て
計
画
の
補
強
と
い
っ

た
観
点
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
と
融
合
さ

せ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
伴
う
関
係
課
と
調
整
、

研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
再
質
問　

災
害
時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
あ
る
が
、
そ
の
先
を
見
越
し
た
復
旧
計

画
が
な
い
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
が
急
務
で
あ
る

と
考
え
る
が
。

●
答
弁　

非
常
時
に
、
優
先
的
に
継
続
す
べ

き
通
常
業
務
を
選
定
し
、
実
情
に
応
じ
た
非

常
時
優
先
業
務
を
で
き
る
だ
け
早
く
復
旧
、

継
続
で
き
る
具
体
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
た
め

の
検
討
会
の
設
立
に
つ
い
て
調
整
し
た
い
。

●
要
望　

こ
の
地
震
を
教
訓
に
災
害
時
に

優
先
す
べ
き
業
務
を
選
定
し
、
必
要
な
財

源
、
資
器
材
の
準
備
や
職
員
配
置
等
、
あ

ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
。
想

定
外
と
い
う
考
え
を
廃
し
、
危
機
管
理
対

策
を
構
築
し
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
を
願
い
た
い
。
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古市小学校

古市南小学校

（旧）西浦高校※

白鳥小学校

誉田中学校

高鷲小学校※

高鷲南小学校

恵我之荘小学校

高鷲北小学校※

高鷲中学校

高鷲南中学校

埴生小学校

埴生南小学校

西浦小学校

峰塚中学校

西浦東小学校

羽曳が丘小学校

丹比小学校

河原城中学校

駒ヶ谷小学校※

懐風館高校

羽曳野市市民会館※

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

古市1-2-5

古市5-14-38

西浦2-1797

白鳥3-8-17

誉田6-5-17

島泉2-1-19

高鷲2-12-1

南恵我之荘7-8-35

島泉4-3-33

島泉9-15-4

高鷲2-2-1

伊賀5-6-37

はびきの6-6-1

西浦1050

西浦6-48

広瀬75-3

羽曳が丘6-8-1

郡戸206

桃山台4-123

駒ヶ谷344-1

大黒776

誉田1-4-4

072-958-3321

072-958-3331

072-958-1111

072-958-3341

072-955-4765

072-955-4481

072-953-4008

072-953-0001

072-938-5411

072-955-4488

072-955-9388

072-955-0329

072-958-3488

072-958-3351

072-958-3301

072-958-8100

072-958-3361

072-955-1815

072-954-6767

072-958-3371

072-957-0001

072-958-2311

名　称 所在地 電話番号

避難所の中で※印が付いている施設は、100年に1回あると予想
される大雨のときに浸水する可能性がありますので、避難時には注
意してください。

災害の種類(風水害または地震災害)や状況に応じて開設する施設
です。

はびきのコロセアム

陵南の森総合センター

LICはびきの

23

24

25

南恵我之荘4-237-4

島泉8-8-1

軽里1-1-１

072-937-3123

072-952-2751

072-950-5500

名　称 所在地 電話番号

石川スポーツ公園

食とみどりの技術センター

峰塚公園

はびきのコロセアム

道の駅「しらとりの郷・羽曳野」

石川河川公園駒ヶ谷地区

26

27

28

29

30

31

古市石川河川敷

尺度442

軽里2-71-1

南恵我之荘4-237-4

埴生野975-3

駒ヶ谷140番地外

名　称 所在地

延焼火災に対して、輻射熱、熱気流から安全を
確保できる場所です。

誉田中学校茶山グランド

誉田八幡宮

高鷲小学校第2グランド

しなづせせらぎの道

東除公園

新池さくら公園

青少年児童センター

伊賀児童遊園

向野公園

上印公園

伊賀公園

野々上区画内2丁目緑地

埴生野公園

桃山台1号公園

桃山台2号公園

羽曳が丘北公園

羽曳が丘中公園

グレープヒルスポーツ公園

駒ヶ谷テニスコート

広瀬児童遊園

樫山緑地

郡戸公園

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

誉田6-612

誉田3-2-8

恵我之荘2-70-1

恵我之荘1丁目地内(旧河川敷)

南恵我之荘3-14-1

南恵我之荘5-859

向野3-1-33

伊賀5-737

向野3-265-1

はびきの4-298-2

伊賀6-150

野々上2-646

野々上5-462-9

桃山台1-324-112

桃山台3-130-48

羽曳が丘1-201

羽曳が丘3-202

駒ヶ谷850

駒ヶ谷1408-1

石川河川敷

樫山357

郡戸300-123

名　称 所在地

広域避難地避　難　所

災害時要援護者(高齢者や障がい者など)が長期避難する場合に
使用する施設です。

福祉避難施設

災害発生時に一時的に避難できるオープン
スペースです。

一時避難地

羽曳野市の避難施設一覧



災害に備え、いま一度家族や地域で確認を！

録音の場合

○ヘルメットや防災ズキンで頭を保護して
○底が厚くはきなれた靴で、手には軍手などを
　着用して
○長袖、長ズボンなど肌を出さない服装で
○荷物は手に持たずリュックサックに入れて
○お年寄りや子どもの衣服には迷子札をつけて

※避難路、避難場所の確認を前もって行ない、避難すると
　きは、近所の人とも一緒に秩序を守って、決められた場
　所へ避難しましょう。

※各家庭や事業所は、最低3日分の食料や水の準備を行な 
　い、卓上コンロや固形燃料も用意しておきましょう。　
　（1日1人当たり3リットルの水が目安です。）

　地震や洪水などの大災害発生時は、｢災害用伝言ダイヤル｣が開設されま
す。このサービスは大規模な災害が発生した場合、「声の伝言板」（安否確認）
の役割をする NTT の電話サービスです。被災地内とその他の地域の人々
との間で、伝言の録音・再生をすることができます。携帯電話各社でも同
様のサービスを行なっています。利用方法は、携帯電話各社にお問い合わ
せください。

「171」をダイヤルし、利用ガイダンスにしたがって
伝言の録音・再生をしてください。

被災地の方の電話番号を市外局番からダイヤルしてください。

伝言の録音方法

NTT災害用伝言ダイヤルの利用方法

避難時の服装 非常持出品を常備しましょう

待合わせ場所：

非常持出品の保管場所：

家族の連絡先：

メモ（家族の血液型など）：

防　災　メ　モ

1 7 1

1

録音

録音の場合

伝言の再生方法

1 7 1

2

再生

避難場所：

避難はみんなで冷静に！

貴重品 応急医薬品

ラジオ 衣類

懐中電灯 非常食品・飲料水

軍手など

ヘルメットなど
リュックサック

長袖

長ズボン

はきなれた靴
迷子札


